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こ の要項における 表記について 

 

１ ． 大学入学共通テス ト の出題教科・ 科目名は、 次のよ う に略し ていま す。  

○ 国語 → 国 

○ 地理歴史 → 地歴 

 「 地理総合， 地理探究」 →「 地総・ 地探」、「 歴史総合， 日本史探究」 →「 歴総・ 日探」、  

「 歴史総合， 世界史探究」 →「 歴総・ 世探」  

○ 公民 

 「 公共， 倫理」 →「 公・ 倫」、「 公共， 政治・ 経済」 →「 公・ 政経」  

○ 数学 → 数 

 「 数学Ⅰ， 数学Ａ 」 →「 数Ⅰ・ 数Ａ 」、「 数学Ⅱ， 数学Ｂ ， 数学Ｃ 」 →「 数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ 」  

○ 理科 → 理 

「 物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」 →「 物基・ 化基・ 生基・ 地基」  

 「 物理」 →「 物」、「 化学」 →「 化」、「 生物」 →「 生」、「 地学」 →「 地」  

○ 外国語 → 外 

 「 英語」 →「 英」、「 ド イ ツ 語」 →「 独」、「 フ ラ ン ス 語」 →「 仏」、「 中国語」 →「 中」、  

 「 韓国語」 →「 韓」  

○ 情報 → 情 

２ ． 個別学力検査等の出題教科・ 科目名は、 上記 1 と 同様に略すほか、 次のよ う に略し ていま す。 

 「 数学Ⅰ」 →「 数Ⅰ」、「 数学Ⅱ」 →「 数Ⅱ」、「 数学Ⅲ」 →「 数Ⅲ」、「 数学Ａ 」 →「 数Ａ 」、

「 数学Ｂ 」 →「 数Ｂ 」、「 数学Ｃ 」 →「 数Ｃ 」  

 「 物理基礎・ 物理」 →「 物基・ 物」、「 化学基礎・ 化学」 →「 化基・ 化」、  

 「 生物基礎・ 生物」 →「 生基・ 生」、「 地学基礎・ 地学」 →「 地基・ 地」、  

 「 英語コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン Ⅰ」 →「 英コ Ⅰ」、「 英語コ ミ ュ ニケ ーショ ン Ⅱ」 →「 英コ Ⅱ」、 

「 英語コ ミ ュ ニケ ーショ ン Ⅲ」 →「 英コ Ⅲ」、「 論理・ 表現Ⅰ」 →「 論表Ⅰ」、  

 「 論理・ 表現Ⅱ」 →「 論表Ⅱ」、「 論理・ 表現Ⅲ」 →「 論表Ⅲ」  

３ ． 学校推薦型選抜は、 次のよ う に表記し ま す。  

「 学校推薦型選抜Ⅰ」： 大学入学共通テス ト を 課さ ない学校推薦型選抜 

「 学校推薦型選抜Ⅱ」： 大学入学共通テス ト を 課す学校推薦型選抜 

４ ． 総合型選抜は、 次のよ う に表記し ま す。  

 「 総合型選抜Ⅰ」： 大学入学共通テス ト を 課さ ない総合型選抜 

「 総合型選抜Ⅱ」： 大学入学共通テス ト を 課す総合型選抜 



１ ． 令和９ 年度入学者選抜の主な変更点 

○入学定員・ 募集人員の変更について 

【 医学部】  

 医学科において、 学校推薦型選抜Ⅱの「 一般枠」 を 廃止し 、「 熊本医療枠」 を 新設し ま す。 ま た、

募集人員を 以下のと おり 変更し ま す。  

 保健学科検査技術科学専攻において、 学校推薦型選抜Ⅱの現行の枠を「 一般枠」 と し 、「 学部・ 大

学院一体枠」 を 新設し ま す。 ま た、 募集人員を 以下のと おり 変更し ま す。  

 

［ 変更前： 令和 8 年度入試ま で］  

学  部 学 科 ・  専 攻 
入学 

定員 

募  集  人  員 （ 人）  

一般選抜 学校推薦型選抜 総合型選抜Ⅰ 

前期日程 

学校推薦型選抜Ⅱ 

( 大学入学共通 

テス ト を 課す)  

社会人 

入試 

私費 

外国人

留学生

入試 

医学部 

医学科 1 0 9 ※ 8 6  

（ 一般枠）  5  

- 若干名 （ 地域枠）  8  

（ みら い医療枠）  1 0  

保
健
学
科 

看護学専攻 

1 4 4  

5 0  1 8   2  

各学科 

若干名 

放射線技術科学専攻 2 8  9  - 

検査技術科学専攻 2 8  9  - 

計 1 4 4  1 0 6  3 6  2  

 

［ 変更後： 令和９ 年度入試から ］  

学  部 学 科 ・  専 攻 
入学 

定員 

募  集  人  員 （ 人）  

一般選抜 学校推薦型選抜 総合型選抜Ⅰ 

前期日程 

学校推薦型選抜Ⅱ 

( 大学入学共通 

テス ト を 課す)  

社会人 

入試 

私費 

外国人

留学生

入試 

医学部 

医学科 1 0 9 ※ 8 3  

（ 熊本医療枠）  1 0  

- 若干名 （ 地域枠）  1 1  

（ みら い医療枠）  5  

保
健
学
科 

看護学専攻 

1 4 4  

5 0  1 8   2  

各学科 

若干名 

放射線技術科学専攻 2 8  9  - 

検査技術科学専攻 2 4  

（ 一般枠）  9  

- 
（ 学部・ 大学院 

一体枠）  
4  

計 1 4 4  1 0 2  4 0  2  

※医学科の入学定員 1 0 9 名は、 令和 8 年度の臨時定員 4 人が継続さ れた場合の数 
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【 薬学部】  

薬学科における 募集人員を 以下のと おり 変更し ま す。  

［ 変更前： 令和 8 年度入試ま で］  

学  部 学 科 
入学 

定員 

募  集  人  員 （ 人）  

一般選抜  学校推薦型選抜 総合型選抜Ⅰ   

前期日程 

学校推薦型選抜Ⅱ 

( 大学入学共通 

テス ト を 課す)  

私費外国人 

留学生入試 

薬学部 

薬学科 5 5  4 0  1 5   

各学科 

若干名 
創薬・ 生命薬科学科 3 5  2 5  1 0  

計 9 0  6 5  2 5  

 

［ 変更後： 令和９ 年度入試から ］  

学  部 学 科 
入学 

定員 

募  集  人  員 （ 人）  

一般選抜  学校推薦型選抜 総合型選抜Ⅰ   

前期日程 

学校推薦型選抜Ⅱ 

( 大学入学共通 

テス ト を 課す)  

私費外国人 

留学生入試 

薬学部 

薬学科 5 5  4 7  8  

各学科 

若干名 
創薬・ 生命薬科学科 3 5  2 5  1 0  

計 9 0  7 2  1 8  

 

 

○実施教科・ 科目等について 

【 薬学部】  

薬学科及び創薬・ 生命薬科学科において、 一般選抜（ 前期日程） における 配点を 以下のと おり 変更

し ま す（ 3 6 ページ参照）。  

・ 大学入学共通テス ト の外国語の配点を 1 5 0 点から 1 0 0 点に変更。  

・ 個別学力検査の数学及び理科の配点を それぞれ 3 0 0 点から 2 0 0 点に、 外国語の配点を 1 5 0 点

から 2 0 0 点に変更。  

ま た、 一般選抜（ 前期日程） 及び学校推薦型選抜Ⅱにおいて、 大学入学共通テス ト における 外国

語（ 英語） の配点について、 リ ーディ ン グ（ 1 0 0 点満点）、 リ ス ニン グ（ 1 0 0 点満点） の成績を そ

のま ま 2 0 0 点満点と し 、 配点のと おり 換算し ま す。  
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２ ． イ ン タ ーネッ ト 出願 

本学では、 学部入試において、 イ ン タ ーネッ ト を 利用し た出願方法を 導入し ていま す。  

ま ず、 本学ウ ェ ブサイ ト から 学生募集要項の電子フ ァ イ ル（ PDF 形式） を ダウ ン ロ ード し てく だ

さ い。 ウ ェ ブサイ ト への掲載時期等については、 8 4 ページを 参照し てく ださ い。 その後、 以下の手

順に沿っ てイ ン タ ーネッ ト 出願シス テム への登録・ 書類の郵送等を 行っ てく ださ い。  

 

 

【 イ ン タ ーネッ ト 出願の進め方】  

 

 

 

 

 

 

 

 

① 学生募集要項の確認 

本学ウ ェ ブサイ ト （ http s ://w w w .kuma moto-u.a c.jp/nyuush i/g a kubunyush i/g a kuse ibosy

uyoukoutou/） に掲載し ている 学生募集要項を ダウ ン ロ ード し 、 出願資格や出願期間・ 方法等を

確認し てく ださ い。  

② イ ン タ ーネッ ト によ る 出願情報の登録 

本学ウ ェ ブサイ ト から イ ン タ ーネッ ト 出願シス テム （ https ://a dmis s ion.kuma moto-u.a c.jp

/shutsug a n/） にアク セス し 、 出願に必要な情報を 入力のう え、 登録内容に誤り がないか確認し

てく ださ い。  

ま た、 登録完了後にス マート フ ォ ン やデジタ ルカ メ ラ で撮影し た顔写真データ を アッ プロ ード

し てく ださ い。  

③ 入学検定料のお支払い 

イ ン タ ーネッ ト 出願シス テム で選択し た方法によ り 、 入学検定料を お支払いく ださ い。  

④ 必要書類の印刷 

出願確認票等、提出する 必要があ る 書類を イ ン タ ーネッ ト 出願シス テム から 印刷し てく ださ い。

（ 印刷する 書類の他に準備に時間を 要する 書類も あ り ま すので、 事前に学生募集要項で確認し て

く ださ い。）  

⑤ 必要書類の郵送 

提出する 必要があ る 書類等を 封筒に入れ、 指定さ れた出願期間内に必着で郵送する こ と によ り

出願完了と なり ま す。  

 

※ 詳細な入力方法等については、 各学生募集要項を ご 確認く ださ い（ 8 4 ページ参照）。  

熊本大学ウ ェ ブサイ ト

へア ク セス ！ 

学生募集要項の

確認（ ①）  

登録

（ ② 

お支払い 

( ③)  

必要書類の印刷 

（ ④）  

必要書類の郵送 

（ ⑤）  

イ ン タ ーネッ ト を 利用し た出願の流れ図 

登録

（ ②）  
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３ ． アド ミ ッ ショ ン ・ ポリ シー（ 入学者受入れの方針）  

 

各学部及び学環のアド ミ ッ ショ ン ・ ポリ シー 

文学部 

＜人文科学科＞ 

Ⅰ 求める 学生像 

文学部では次のよ う な人を 求めま す。  

１ ． こ れま でに幅広く 学習に取り 組み、 本学部の授業を 受ける こ と ができ る 学力を 有する 人 

２ ． 人間・ 社会のあ り 方、 歴史社会のあ り 方、 人間の言語・ 文化のあ り 方、 現代社会の課題解決に

関心が高い人 

３ ． 専門的知識の修得に意欲を 持ち、 修得し た知識・ 能力を 将来の進路に活かそう と する 意欲が高

い人 

 

Ⅱ 入学者選抜の基本方針 

  文学部では、 ア ド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーに適合する 人材を 選抜する ために、 一般選抜、 総合型選

抜Ⅰ（ 私費外国人留学生入試） 及び学校推薦型選抜Ⅰを 実施し 、 多様な人材を 積極的に受け入れる

こ と を 目指し ていま す。  

 

Ⅲ 選抜方法 

１ ． 一般選抜（ 前期日程）  

「 知識・ 技能」 及び「 思考力・ 判断力・ 表現力等の能力」 については、 大学入学共通テス ト を 課

し 、 高等学校の教育課程の教科・ 科目に関する 基礎的・ 総合的な学力・ 能力を 評価する と と も に、

個別学力検査では、 国語及び外国語を 課し 、 入学後の学修によ り 密接に関わる 教科・ 科目について

よ り 深い知識と 論理的な思考力及び表現力を 総合的に評価し ま す。 ま た、 「 主体性を 持っ て多様な

人々と 協働し て学ぶ態度」 については、 調査書によ り 評価し 、 それら の結果から 入学者を 選抜し ま

す。  

 

２ ． 一般選抜（ 後期日程）  

「 知識・ 技能」 及び「 思考力・ 判断力・ 表現力等の能力」 については、 大学入学共通テス ト を 課

し 、 高等学校の教育課程の教科・ 科目に関する 基礎的・ 総合的な学力・ 能力を 評価する と と も に、

個別学力検査では、 小論文を 課し 、 入学後の学修によ り 密接に関わる 教科・ 科目についてよ り 深い

知識と 論理的な思考力及び表現力を 総合的に評価し ま す。 ま た、 「 主体性を 持っ て多様な人々と 協

働し て学ぶ態度」 については、 調査書によ り 評価し 、 それら の結果から 入学者を 選抜し ま す。  

   

 熊本大学では次のよ う な人を 求めま す。  

・ 主体的な学びを 通し て高い教養と 専門性を 身に付け、 人類社会の発展に貢献し たいと

思う 人 

・ 多様な文化や価値観を 寛容に受け入れ、 理性的判断に基づく 対話ができ る 人 

・ 新し い課題に意欲的に取り 組み、 理性あ る 行動ができ る 人 

・ グ ロ ーバルな視野を 持ちつつ、 地域社会や世界が抱える 課題の解決に貢献する 意欲を

持つ人 

アド ミ ッ ショ ン ・ ポリ シー 
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３ ． 総合型選抜Ⅰ（ 私費外国人留学生入試）  

「 知識・ 技能」 、 「 思考力・ 判断力・ 表現力等の能力」 及び「 主体性を 持っ て多様な人々と 協

働し て学ぶ態度」 については、 日本学生支援機構が実施する 日本留学試験、 小論文及び面接を 課

し 、本学入学後の学修に必要な基礎的知識及び日本語能力を 評価する と と も に、論理的な思考力、

表現力、 勉学意欲及び志望動機を 総合的に評価し 、 それら の結果から 入学者を 選抜し ま す。  

 

４ ． 学校推薦型選抜Ⅰ 

「 知識・ 技能」 、 「 思考力・ 判断力・ 表現力等の能力」 及び「 主体性を 持っ て多様な人々と 協

働し て学ぶ態度」 については、 出願書類によ る 審査、 小論文及び面接を 課し 、 学力・ 能力、 勉学

意欲及び志望動機を 総合的に評価し 、 それら の結果から 入学者を 選抜し ま す。  

 

※ 各選抜で特に重視する ポイ ン ト （ ◎： 特に大き い比重、  ○： 大き い比重）  

評価観点 

 

 

 

 

入試区分 

学力の３ 要素 
求める 学生像 

（ ア ド ミ ッ ショ ン ・ ポリ シー）  

知識・ 技能 

（ 基礎学力）  

思考力、  

判断力、  

表現力 

主体性、  

多様性、  

協働性 

人間・ 社

会、 歴史社

会、 言語・

文化への関

心 

現代社会の

課題解決へ

の関心 

知識・ 能力

の修得と 活

用への意欲 

一般選抜（ 前期日程）  ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 

一般選抜（ 後期日程）  ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 

総合型選抜Ⅰ 

（ 私費外国人留学生入試）  
◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 

学校推薦型選抜Ⅰ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

 

教育学部 

Ⅰ 求める 学生像 

 教育学部は、 幼児・ 児童・ 生徒の心身の発達を 長期的・ 連続的かつ多面的・ 多角的な視点で見据

えながら 、 広い視野と 深い教養及び基礎的・ 専門的な知識・ 技術を 修得する こ と で、 現代社会の変

化に伴う 様々な教育課題や幅広い地域の教育課題に応える こ と ができ る 、人間性豊かで高度な実践

力を も っ た教員の育成を 目的と し ていま す。  

 そのため、 以下に示すよ う な人を 広く 求めま す。  

1 ． 現代社会の幅広い分野の諸問題に興味・ 関心を も つと と も に教員を 目指す強い意志と 情熱を

も ち、 子ど も の教育と 社会的活動に関わる 問題解決に意欲的に取り 組む人 

2 ． 高等学校ま での教科等の学習に基づく 幅広い基礎的学力や技能を 備え、 専門職と し ての教員

に必要な知識・ 技能の修得に積極的に取り 組む人 

3 ． 主体的な行動力や他者と の基本的なコ ミ ュ ニケ ーショ ン 能力を も ち、 多様な人々と 協働し て

学ぼう と する 人 

 

＜共同教員養成課程＞ 

 共同教員養成課程では、アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーに適合する 人材を 選抜する ために、一般選抜、

学校推薦型選抜Ⅱ等を 実施し 、多様な人材を 積極的に受け入れる こ と を 目指し ていま す。そのため、

以下に示すよ う な人を 広く 求めま す。  

1 ． 現代社会の幅広い分野の諸問題に興味・ 関心を も つと と も に教員を 目指す強い意志と 情熱を

も ち、 子ど も の教育と 社会的活動に関わる 問題解決に意欲的に取り 組む人 
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2 ． 高等学校ま での教科等の学習に基づく 幅広い基礎的学力や技能を 備え、 専門職と し ての教員

に必要な知識・ 技能の修得に積極的に取り 組む人 

3 ． 主体的な行動力や他者と の基本的なコ ミ ュ ニケ ーショ ン 能力を も ち、 多様な人々と 協働し て

学ぼう と する 人 

 

＜養護教諭養成課程＞ 

 養護教諭養成課程では、広い視野と 深い教養を も っ た豊かな人間性を 基盤と し た養護教諭の養成

のため、 必要な基礎的・ 専門的な知識・ 技術を 修得さ せ、 併せて主体的な課題探究能力を 育成する

こ と を 目的と し ていま す。 こ のこ と を 踏ま え、 次のよ う な人を 広く 求めま す。  

1 ． 養護教諭を 目指す強い意志と 情熱を 持ち、 子ど も の心身の発達、 健康課題、 健康管理、 健康

教育に関心を 有する 人 

2 ． 自ら 学ぼう と する 学習意欲があ り 、 高等学校ま での教科（ 例えば国語・ 数学・ 外国語等） の

基礎的知識・ 技能を 活用し て問題を 解決でき る 能力を 持つ人 

3 ． 子ど も の教育と 社会的活動に幅広い興味と 関心を 有する 人 

4 ． 必要なコ ミ ュ ニケ ーショ ン 能力と 協調性を 備えている 人 

5 ． 主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度を 有する 人 

 

Ⅱ 入学者選抜の基本方針 

 教育学部では、 大学入学ま でに身につけておく こ と が期待さ れる 資質・ 能力と し て、 子ど も の教

育に対する 幅広い関心と 情熱、 論理的思考力、 コ ミ ュ ニケ ーショ ン 能力を 重視し ていま す。 ま た、

以上の学生を 選抜する ための基本方針と し て、 多様な学生を 評価でき る 入試を 提供し ま す。  

 

＜共同教員養成課程＞ 

共同教員養成課程では、 大学入学ま でに身につけておく こ と が期待さ れる 資質・ 能力と し て、 子

ど も の教育に対する 幅広い関心と 情熱、論理的思考力、コ ミ ュ ニケ ーショ ン 能力を 重視し ていま す。 

ま た、以上の学生を 選抜する ための基本方針と し て、多様な学生を 評価でき る 入試を 提供し ま す。 

 

＜養護教諭養成課程＞ 

養護教諭養成課程では、 大学入学ま でに身に付けておく こ と が期待さ れる 資質・ 能力と し て、 心

身の健康教育を 中心と する 子ど も の教育に対する 幅広い関心と 情熱、 論理的思考力、 コ ミ ュ ニケ ー

ショ ン 能力を 重視し ていま す。  

ま た、以上の学生を 選抜する ための基本方針と し て、多様な学生を 評価でき る 入試を 提供し ま す。 

 

Ⅲ 選抜方法 

＜共同教員養成課程＞ 

◎小中連携教育コ ース ・ 小学校教育主免専攻 

◎小中連携教育コ ース ・ 中学校教育主免専攻 

◎教育支援探究コ ース ・ 発達支援専攻 

◎教育支援探究コ ース ・ 特別支援教育専攻 

１ ． 一般選抜（ 前期日程）  

  大学入学共通テス ト を 課すと と も に、 個別学力検査等で各コ ース ・ 専攻に応じ て国語、 数学、

外国語、 面接等のう ちから 必要な科目を 課し 、 高等学校ま での教科の基礎的知識・ 技能と 、 論理

的思考力・ 判断力・ 表現力等及び教職への意欲を 総合的に評価し 、 選抜を 行いま す。  

なお、面接においては、主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度についても 評価し ま す。 

 

２ ． 総合型選抜Ⅰ（ 私費外国人留学生入試）  

 日本学生支援機構が実施する 日本留学試験を 課すと と も に、 個別学力検査等で各コ ース ・ 専攻
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に応じ て、 国語、 数学、 外国語、 面接等のう ちから 必要な科目を 課し 、 各教科の基礎的知識・ 技

能と 、 論理的思考力・ 判断力・ 表現力等及び教職への意欲を 総合的に評価し 、 選抜を 行いま す。   

なお、面接においては、主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度についても 評価し ま す。 

 

３ ． 学校推薦型選抜Ⅱ 

  大学入学共通テス ト を 課し 、 高等学校ま での教科の基礎的知識・ 技能を 評価する と と も に、 調

査書や推薦書等を 参考にし ながら 、 各コ ース ・ 専攻の特性を 踏ま えた面接、 実技等を 実施し 、 論

理的思考力・ 判断力・ 表現力等及び教職への意欲を 総合的に評価し 、 選抜を 行いま す。  

なお、面接においては、主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度についても 評価し ま す。 

 

＜養護教諭養成課程＞ 

１ ． 一般選抜（ 前期日程）  

  大学入学共通テス ト を 課すと と も に、 個別学力検査等で数学、 外国語、 面接等の必要な科目を

課し 、 高等学校ま での教科の基礎的知識・ 技能と 、論理的思考力・ 判断力・ 表現力等及び教職（ 養

護教育） への意欲を 総合的に評価し 、 選抜を 行いま す。  

なお、面接においては、主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度についても 評価し ま す。 

 

２ ． 総合型選抜Ⅰ（ 私費外国人留学生入試）  

 日本学生支援機構が実施する 日本留学試験を 課すと と も に、 個別学力検査等で数学、 外国語、

面接等の必要な科目を 課し 、 各教科の基礎的知識・ 技能と 、 論理的思考力・ 判断力・ 表現力等及

び教職（ 養護教育） への意欲を 総合的に評価し 、 選抜を 行いま す。  

なお、面接においては、主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度についても 評価し ま す。 

 

３ ． 学校推薦型選抜Ⅱ 

  大学入学共通テス ト を 課し 、 高等学校ま での教科の基礎的知識・ 技能を 評価する と と も に、 調

査書や推薦書等を 参考にし ながら 、 コ ース の特性を 踏ま えた面接を 実施し 、 論理的思考力・ 判断

力・ 表現力等及び教職（ 養護教育） への意欲を 総合的に評価し 、 選抜を 行いま す。  

なお、面接においては、主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度についても 評価し ま す。 

 

※ 各選抜で特に重視する ポイ ン ト （ ◎： 特に大き い比重、  ○： 大き い比重）  

        評価観点 

 

 

 

入試区分 

学力の３ 要素 
求める 学生像 

（ ア ド ミ ッ ショ ン ・ ポリ シー）  

知識・ 技能 

（ 基礎学力）  

思考力、  

判断力、  

表現力 

主体性、  

多様性、  

協働性 

教員を 目指

す意志、 教

育に関わる

問題解決へ

の意欲  

学習意欲、

問題を 解決

でき る 能力 

教育と 社

会的活動

への興味

・ 関心 

コ ミ ュ ニ

ケ ーショ

ン 能力、

協調性 

一般選抜（ 前期日程）  ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 

総合型選抜Ⅰ 

（ 私費外国人留学生入試）  
◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 

学校推薦型選抜Ⅱ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
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法学部 

＜法学科＞ 

Ⅰ 求める 学生像 

 法学部は、 次のよ う な 能力・ 資質を も っ た 人を 求めて いま す。  

１ ． 法学・ 政治学・ 経済学を 学ぶ上で必要と な る 中等教育について の幅広い基礎学力を も っ て

いる 人 

２ ． 他者・ 社会・ 公共への関心を も ち 、 他人の異な っ た 意見に謙虚に耳を 傾ける 人 

３ ． 自分の頭で柔軟かつ論理的にも のを 考え 、 率直に議論・ 対話でき る 人 

４ ． 公正・ 公平を 追求する 心、 地域的及び国際的な 感覚を も っ て いる 人 

５ ． 社会や公共、 と り わけ自ら が生ま れ育ち 又は生活する 地域社会におけ る 諸問題に対し て 、

広範な 知見の収集、 他者と の議論や対話を 通じ て 解決策の提示を 行う 意欲のあ る 人 

 

法学部では幅広い基礎学力に関し て 、 以下のよ う に考え て いま す。  

熊本大学法学部は、 法的な いし 政策的に「 考え る 力」 ・ 「 表現する 力」 ・ 「 議論する 力」 、  法

と 政策の双方向から 現実の社会に生起する 問題に対応し う る 基礎的能力、 法的な 考え 方と 政策的

な 考え 方の基本を 理解し た 上で、 法的思考や政策的思考の社会的な 役割と 限界を 認識する 力、 幅

広い視野と 総合的判断力を も っ て 法的な いし 政策的な 考え 方そ れ自体を 批判的に認識する 能力

の育成を 教育目標と し て いま す。 法学部では、 そのた めに必要な 基礎学力（ 知識・ 技能） と 、 そ

れを 発展さ せる こ と のでき る 思考力、 判断力、 表現力、 そし て 、 法学・ 政治学・ 経済学について

主体性を も っ て 多様な 人々と 協働し て 学ぶ態度が求めら れま す。 さ ら に、 ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポリ

シ ーに示し た 能力と 資質を 備え て いる こ と が強く 期待さ れま す。  

 

Ⅱ 入学者選抜の基本方針 

法学部では、 上記に掲げた能力・ 資質を 備えている かについて、 各選抜によ り 「 知識・ 技能」 、

「 思考力・ 判断力・ 表現力」 、 「 主体性・ 多様性・ 協働性」 を 判定し ま す。  

 

Ⅲ 選抜方法 

１ ． 一般選抜（ 前期日程・ 後期日程）  

大学入学共通テス ト を 利用し 総合的な「 知識・ 技能」 を 判定し ま す。 そし て、 個別学力検査に

よ り 「 知識・ 技能」 と 「 思考力・ 判断力・ 表現力」 を よ り 深く 判定し ま す。 「 主体性・ 多様性・

協働性」 は書類審査によ り 判定し ま す。  

 

２ ． 総合型選抜Ⅰ（ 私費外国人留学生入試）  

「 知識・ 技能」 については、 日本留学試験を 利用し てこ れま での教育課程の教科・ 科目及び日

本語に関する 総合的な学力を 、 併せて、 個別学力検査によ り 、 入学後の学修と よ り 密接にかかわ

る 教科・ 科目について学力を よ り 深く 判定し ま す。 ま た、 面接では、「 思考力・ 判断力・ 表現力」

及び「 主体性・ 多様性・ 協働性」 を 判定し ま す。  

 

３ ． 総合型選抜Ⅰ（ 帰国生徒入試）  

出願書類によ り 「 主体性・ 多様性・ 協働性」 を 判定し 、 個別学力検査・ 個別面接によ り 「 知識

・ 技能」 と 「 思考力・ 判断力・ 表現力」 を よ り 深く 判定し ま す。  

 

４ ． 学校推薦型選抜Ⅰ 

出願書類によ り 「 主体性・ 多様性・ 協働性」 を 判定し 、 小論文・ 個別面接によ り 「 知識・ 技能」

と 「 思考力・ 判断力・ 表現力」 を よ り 深く 判定し ま す。  
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※ 各選抜で特に重視する ポイ ン ト （ ◎： 特に大き い比重、  ○： 大き い比重）  

評価観点 

 

 

 

入試区分 

学力の３ 要素 
求める 学生像 

（ ア ド ミ ッ ショ ン ・ ポリ シー）  

知識・ 技能 

（ 基礎学力）  

思考力、  

判断力、  

表現力 

主体性、  

多様性、  

協働性 

公正・ 公平

を 追求する

心を も っ て

いる 人 

地域的及び

国際的な感

覚を も っ て

いる 人 

諸問題に対

し て解決策

の提示を 行

う 意欲のあ

る 人 

一般選抜（ 前期日程）  ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 

一般選抜（ 後期日程）  ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 

総合型選抜Ⅰ 

（ 私費外国人留学生入試）  
○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 

総合型選抜Ⅰ 

（ 帰国生徒入試）  
○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 

学校推薦型選抜Ⅰ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 

 

理学部 

＜理学科＞ 

Ⅰ 求める 学生像 

理学部では数学と 理科の各分野について 幅広い興味と 理解を 有し 、 自然科学の諸課題に対し 意

欲的にチャ レ ン ジ でき 、 多角的な 視点から 忍耐強く 真理の探究ができ る 次のよ う な 人を 求めて い

ま す。  

１ ． 物事の本質を 見極めた いと いう 強い意志を 持っ た 人 

２ ． 論理的思考ができ る 人 

３ ． 豊かな 感性と 洞察力を 有する 人 

４ ． 野外調査や長時間に及ぶ実験等に対し 、 忍耐強く 取り 組める 人 

５ ． 広い視野を も ち 、 応用力、 実践力のあ る 人 

６ ． 理学研究の発展に貢献し た いと いう 意志を も っ た 人 

７ ． 複数の学問にま た がる 学問領域にも 失敗を 恐れず果敢に挑戦でき る 人 

８ ． 国際的に活躍する 意欲のあ る 人 

 

理学部への入学に際し て 求めら れる 学力 

数学 

数学Ⅰ、 数学Ⅱ、 数学Ⅲ、 数学Ａ 、  数学Ｂ （ 数列） 及び数学Ｃ （ ベク ト ル、 平面上の曲線と 複

素数平面） について 、 個々の項目の内容を よ く 理解し 、 知識と 技能を 十分身につけて おく こ と 。

項目間のつな がり を 意識し 、 数学的思考方法を 習得し て おく こ と 。 ま た 、 数学のみな ら ず理科に

おいて も 、 数学的に考察し て 処理する 能力を 身につけて おく こ と 。  

 

理科 

物理、 化学、 生物、 地学から ２ 科目以上を 習得し て おく こ と 。  

事物や自然現象について の観察や実験な ど を 行い、 自然や科学に対する 関心を 高め、 探究する

能力と 態度を 身につけて おく こ と 。基本的な 概念や原理・ 法則を 理解し て 、科学的な 自然観を 養っ

て おく こ と 。  
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Ⅱ 入学者選抜の基本方針 

理学部の入学試験では、 上に記載し た「 入学に際し て求めら れる 学力」 を 基本と し 、 数学と 理科

について の幅広い興味や理解、 自然科学の諸課題に対し 意欲的にチャ レ ン ジ する 熱意を 評価し ま

す。 ま た、 「 ※ 各選抜で特に重視する ポイ ン ト 」 に示すよ う に、 各選抜において評価の比重が異

なり ま す。  

 

Ⅲ 選抜方法 

 １ ． 一般選抜（ 前期日程・ 後期日程）  

基本と し て上記の「 入学に際し て求めら れる 学力」 を 持っ ている こ と を 評価し ま す。前期日程、

後期日程共に、 大学入学共通テス ト を 利用し て高等学校教育課程の教科・ 科目に関する 総合的な

学力について、 「 知識・ 技能」 を 中心に判定する と と も に、 個別学力検査では、 入学後の学修に

密接にかかわる 教科・ 科目について「 思考力・ 判断力・ 表現力」 に重き を 置いて学力を 判定し ま

す。 「 主体性、 多様性、 協働性」 については、 調査書によ り 判定し 、 選抜毎に異なる 比重のも と

にこ れら を 総合し て合格者を 決定し ま す。  

 

 ２ ． 総合型選抜Ⅰ（ 私費外国人留学生入試）  

「 知識・ 技能」 については、 日本留学試験を 利用し てこ れま での教育課程における 教科・ 科目

及び日本語に関する 総合的な学力を 判定し 、個別学力検査によ り 理学部での学修に密接にかかわ

る 教科・ 科目についての学力を 判定し ま す。 ま た、 面接では、 「 思考力・ 判断力・ 表現力」 及び

「 主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度」 を 判定し ま す。 以上の判定結果を 総合し て合

格者を 決定し ま す。  

 

３ ． 学校推薦型選抜Ⅱ 

「 知識・ 技能」 については、 大学入学共通テス ト を 利用し て高等学校の教育課程の教科・ 科目

に関する 総合的な学力を 判定し ま す。 面接では、「 思考力・ 判断力・ 表現力」 及び「 主体性を 持っ

て多様な人々と 協働し て学ぶ態度」 を 判定し ま す。 以上の判定結果を 総合し て入学者を 選抜し ま

す。  

 

※ 各選抜で特に重視する ポイ ン ト （ ◎： 特に大き い比重、 ○： 大き い比重）  

評価観点 

 

 

 

入試区分 

学力の３ 要素 
求める 学生像 

（ ア ド ミ ッ ショ ン ・ ポリ シー）  

知識・ 技能 

（ 基礎学力）

思考力、  

判断力、

表現力 

主体性、  

多様性、  

協働性 

論理的 

思考力 

科学的 

探究心 

応用力、  

実践力 

国際的情

報収集発

信能力、

外国語能

力 

一般選抜（ 前期日程）  ◎ ◎ 〇 ◎ 〇 ○ ○ 

一般選抜（ 後期日程）  ◎ ◎ 〇 ◎ 〇 ○ ○ 

総合型選抜Ⅰ 

（ 私費外国人留学生入試）  
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

学校推薦型選抜Ⅱ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

 

 

  

- 10 -



医学部 

 熊本大学医学部では、 医学・ 保健学（ 看護学・ 放射線技術科学・ 検査技術科学） の発展に寄与し 、

広く 社会に貢献でき る 医療者・ 研究者・ 教育者を 育成する ために、 豊かな人間性、 優れた協調性、

高い倫理観、 充分な基礎学力、 科学的探究心、 国際的視野を 持つ人を 求めていま す。  

 

＜医学科＞ 

Ⅰ 求める 学生像 

熊本大学医学部医学科の使命 

豊かな 人間性と 高い倫理観を 持ち 、 医学およ びその関連領域における 社会的な 使命を 生涯にわ

た っ て 追求・ 達成する と と も に、 変化する 時代に対応でき る 能力を 涵養し 、 地域にも 世界にも 貢

献でき る 医師・ 医学者を 育て る 。  

 

ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポリ シ ー 

 熊本大学医学部医学科の使命を 達成する た めに、 医学部医学科では、 次のよ う な 人を 求めて い

ま す。  

１ ． 病める 人た ち やその家族の気持ち を 理解でき る 人 

２ ． チーム 医療の中心的役割を 果た すた めの優れた 協調性を 持つ人 

３ ． 地域医療に関心を 持ち 、 地域住民の健康増進に貢献する 意欲を 持つ人 

４ ． 科学的探究心が旺盛で、 国際的視野で医科学研究を 展開する 意欲に溢れる 人 

５ ． 社会に対する 幅広い視野を 有し 、 地域や国際社会におけ る 保健医療や福祉に深い関心を 持

つ人 

６ ． 日々進歩する 医学や医療の最新知識を 吸収でき る 基礎学力を 持ち 、 生涯にわた っ て 自己学

修を 継続でき る 人 

 ７ ． 医学と 医療以外の幅広い分野にも 興味を 持ち、 継続的に教養を 深める 意欲に溢れる 人 

 

Ⅱ 入学者選抜の基本方針 

医学部医学科の入学試験では、 高等学校ま での教育課程を 踏ま え、 基礎的知識（ 基礎学力） 、 論

理的思考力・ 判断力・ 表現力等を 評価し ま す。  

（ 医学科への入学ま でに身につけてほし いこ と ）  

 受験生の多様性に合わせて、 大学入学共通テス ト 及び個別学力検査では物理・ 化学・ 生物から

２ 科目選択と なっ ていま すが、 入学後、 医学科の様々な専門科目の基礎と し て、 高等学校で学ぶ

「 生物・ 生物基礎」 は重要な科目です。 生物学の教科書はバラ ン ス 良く 構成さ れており 、 最新の

生命現象についても 平易に解説さ れていま すので、 幅広く 学んでおく こ と が必要です。  

 ま た、 教科の基礎学力だけでなく 、 論理的な文章を 書く ための国語力、 グ ロ ーバルでグ ロ ーカ

ルな医療の世界での共有言語であ る 英語の素養を 十分に身につけ、国際的な広い視野と コ ミ ュ ニ

ケ ーショ ン 能力を 備えている こ と も 重要です。  

 

Ⅲ 選抜方法 

  １ ． 一般選抜（ 前期日程）  

「 知識・ 技能」 及び「 思考力・ 判断力・ 表現力」 については、 大学入学共通テス ト を 利用し て高

等学校の教育課程の教科・ 科目に関する 総合的な学力を 判定し 、 個別学力検査によ り 、 入学後の

学修と よ り 密接にかかわる 教科・ 科目の学力を よ り 深く 判定し ま す。 さ ら に、 「 思考力・ 判断力

・ 表現力」 及び「 主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度」 については調査書、 面接等に

よ り 判定し 、 それら の判定結果から 入学者を 選抜し ま す。  
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２ ． 総合型選抜Ⅰ（ 私費外国人留学生入試）  

「 知識・ 技能」 及び「 思考力・ 判断力・ 表現力」 については、 日本留学試験を 利用し てこ れま

での教育課程の教科・ 科目及び日本語に関する 総合的な学力を 判定し 、 個別学力検査によ り 、 入

学後の学修と よ り 密接にかかわる 教科・ 科目の学力を よ り 深く 判定し ま す。 さ ら に、 「 思考力・

判断力・ 表現力」 及び「 主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度」 については面接によ り

判定し 、 それら の判定結果から 入学者を 選抜し ま す。  

 

３ ． 学校推薦型選抜Ⅱ 

「 知識・ 技能」 及び「 思考力・ 判断力・ 表現力」 については、 大学入学共通テス ト を 利用し て

高等学校の教育課程の教科・ 科目に関する 総合的な学力を 判定し ま す。 ま た、 「 思考力・ 判断力

・ 表現力」 及び「 主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度」 については、推薦書、調査書、

面接等によ り 判定し 、 それら の判定結果から 入学者を 選抜し ま す。  

 

※ 各選抜で特に重視する ポイ ン ト （ ◎： 特に大き い比重、  ○： 大き い比重）  

評価観点 

 

 

 

入試区分 

学力の３ 要素 
求める 学生像 

（ ア ド ミ ッ ショ ン ・ ポリ シー）  

知識・ 技能 

（ 基礎学力）  

思考力、  

判断力、

表現力 

主体性、  

多様性、  

協働性 

チーム 医療に

必要と さ れる

コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 能力・

協調性 

地 域 医 療

への関心・

貢献 

医 科 学 研

究 へ の 関

心・ 持続的

な 学 習 意

欲 

一般選抜（ 前期日程）  ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

総合型選抜Ⅰ 

（ 私費外国人留学生入試）  
◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ 

学校推薦型選抜Ⅱ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

 

＜保健学科＞ 

Ⅰ 求める 学生像 

 保健学（ 看護学、 放射線技術科学、 検査技術科学） の発展を 担い、 広く 社会に貢献でき る 資質

の高い医療者・ 研究者・ 教育者を 育成する た めに、 保健学科では保健学科の求める 学生像を 踏ま

え 、 次のよ う な 人を 求めて いま す。  

１ ． 看護職（ 看護師、 保健師、 助産師） 並びに診療放射線技師、 臨床検査技師と いう 職業に魅

力を 感じ 、 専門分野において 地域貢献する と と も に、 国際的な広い視野で物事を 考え、 活躍

する 意欲と 熱意のあ る 人  

２ ． 人間に対する 尊厳の念を 持ち 、 多様な 価値観を 受け入れる 寛容さ と 優れた 協調性を 備え た

人間性豊かな 人で、 医療における 高い倫理観と マナーを 育んでいける 資質を 持っ た 人 

３ ． 高等学校ま での履修科目の基礎事項を 理解し た 上で、 国語、 外国語と と も に２ 科目以上の

理科（ 生物、 化学、 物理） において 優れた 学力を 有する 人 

４ ． 高等学校ま でに自ら の目標に基づいて 取り 組んだ経験やク ラ ブ活動あ る いは生徒会活動、

ボラ ン テ ィ ア 活動等の経験を 有し 、 様々な 社会環境を 受け入れる こ と ができ る 豊かな 人間性

を 持っ た 人 

５ ． 専門分野の知識や技術に興味・ 関心を 持っ て 学び、 実験や臨地実習において も 真摯な 態度

で自ら の課題を 設定し て 問題解決し 、 新し い分野にも 積極的に取り 組んでいく フ ロ ン テ ィ ア

精神を 持っ た 人  

６ ． 協調性に富み、 チーム 医療の一員と し て お互いの仕事を 尊重し つつ協同的に働き 、 専門分

野における 役割・ 機能の責務を 果た し 、 指導的役割を 担え る 資質を 有する 人  

７ ． 科学的探究心と 積極的学習意欲を 備え 、 学部卒業後は専門職業人や教育者・ 研究者と し て

の能力を 高め、 指導的立場に立っ て 社会貢献し よ う と いう 意欲のあ る 人 
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Ⅱ 入学者選抜の基本方針 

医学部保健学科の入学試験では、 高等学校ま での教育課程を 踏ま え、 知識・ 技能（ 基礎学力） ・

思考力・ 判断力・ 表現力等を 評価し ま す。 ま た、 入学後のカ リ キ ュ ラ ム を 考慮し て、 選抜にあ たっ

ては数学・ 理科科目を 主と し た論理的思考力や科学的探究心、 英語科目によ る 読解・ 表現のための

外国語能力、国語科目を 主と し た理解力及び構成的論述能力、医療従事者に必要な倫理観や協調性、

社会貢献等への関心やその他学習意欲等を 重視し ま す。  

 

Ⅲ 選抜方法 

１ ． 一般選抜（ 前期日程）  

基礎学力に加え、 数学・ 理科科目を 主と し た論理的思考能力や科学的探究心、 英語科目によ る

読解・ 表現のための外国語能力、 国語能力を 主と し た理解力及び構成的論述能力を 主体と し て、

評価・ 選抜を 行いま す。 ま た、 「 思考力・ 判断力・ 表現力」 及び「 主体性を も っ て多様な人々と

協働し て学ぶ態度」 については調査書及び面接によ り 評価し ま す。 そのため、 大学入学共通テス

ト 及び個別学力検査及び面接を 課し 、 書面審査では、 調査書を 評価し ま す。  

 

２ ． 総合型選抜Ⅰ（ 社会人入試）  

英語科目によ る 読解・ 表現のための基礎的外国語能力、 小論文によ る 理解力、 基礎的学力、 全

体的構成力、 表現力、 面接によ る 保健学科を 志望し た動機、 医療・ 看護全般に関する 興味と 学習

意欲、 ボラ ン ティ ア 等の社会貢献を 主体と し て、 評価・ 選抜を 行いま す。 そのため、 英語試験、

小論文試験及び面接を 課し 、 書面審査では、 調査書を 評価し ま す。  

 

３ ． 総合型選抜Ⅰ（ 私費外国人留学生入試）  

  基礎学力と 日本語能力に加え、 数学・ 理科科目を 主と し た論理的思考能力や科学的探究心、 英

語科目によ る 読解・ 表現のための外国語能力、 国語科目を 主と し た理解力及び構成的論述能力、

さ ら に面接によ る 志望動機、 保健学に対する 熱意と 適性、 学習意欲を 主体と し て、 評価・ 選抜を

行いま す。 そのため、 日本留学試験、 個別学力検査及び面接を 課し ま す。  

  

４ ． 学校推薦型選抜Ⅱ 

基礎学力に加え、 保健学科を 志望し た動機、 科学的・ 知的探究心、 柔軟な思考力、 保健学に対

する 熱意と 適性、 高等学校における 活動状況、 ボラ ン ティ ア 等の社会貢献、 その他学習意欲を 主

体と し て、 評価・ 選抜を 行いま す。 そのため、 大学入学共通テス ト 及び面接を 課し 、 書面審査で

は、 調査書を 評価し ま す。  

 

※ 各選抜で特に重視する ポイ ン ト （ ◎： 特に大き い比重、  ○： 大き い比重）  

評価観点 

 

 

入試区分 

学力の３ 要素 
求める 学生像 

（ ア ド ミ ッ ショ ン ・ ポリ シー）  

知識・ 技能 

（ 基礎学力）  

思考力、  

判断力、  

表現力 

主体性、  

多様性、  

協働性 

専門職業人と し

ての基礎学力 

専門職業人と し

ての適性 

一般選抜（ 前期日程）  ◎ ○  ◎  

総合型選抜Ⅰ 

（ 社会人入試）  
○ ○ ○ ○ ○ 

総合型選抜Ⅰ 

（ 私費外国人留学生入試）  
◎ ○ ○ ◎ ○ 

学校推薦型選抜Ⅱ ◎ ○ ○ ◎ ○ 
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薬学部 

Ⅰ 求める 学生像 

 薬学部では、 "薬学は医薬を 通し て 人類の健康に貢献する 総合科学であ る "と の理念のも と 、 医

薬品の創製・ 生産・ 管理、 環境・ 保健衛生及び薬剤師の職務等に関わる 基礎知識を 習得さ せ、 生

命科学を 基礎と する 高度な 創薬・ 育薬研究能力と 倫理観を 備え た 創造性豊かな 人材を 育成する こ

と を 目指し て いま す。 将来の薬学を 担う 人材を 育成する た め、 本学部では次のよ う な 人を 求めて

いま す。  

・  "く すり "に関わる 職業に魅力を 感じ 、 自ら その仕事に携わり た いと いう 希望や意欲を 有す

る 人 

・  困難を 克服する 精神力や生命に対する 倫理観、 マナーを 育んでいける 人 

・  高等学校ま での履修科目の基礎事項を 理解し 、 その上で、 化学、 物理、 生物の一つあ る い

は複数の科目において 特に優れた 力を 有する 人 

・  情報収集、 情報発信、 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の手段と し て の情報科学や外国語能力の向上の

た めの努力を 持続でき る 人 

・  高等学校ま でにク ラ ブ活動、 生徒会活動およ びボラ ン テ ィ ア 活動な ど 様々な 活動に参加し

た り 、 あ る いは自ら の目標や考え の基に何かに取り 組んだり 、 趣味を 楽し んだり し た 経験を

有する 人 

・  学部卒業後は、 薬学の様々な 領域で指導的立場に立っ て 社会に貢献し よ う と いう 意欲を 有

する 人 

  特に、 学校推薦型選抜Ⅱにおいて は大学院に進学し て 博士号を 取得し 、 将来、 創薬や医療

等の薬学の様々な 領域で 指導的立場に立っ て 社会に貢献し よ う と いう 強い意欲を 有する 人

を 求めま す。  

 

＜薬学科＞ 

薬学部の理念・ 目標に基づき 臨床に関わる 薬学を 担う 人材を 育成する た め、 薬学部の方針に加

え 、 薬学科では次のよ う な 人を 求めて いま す。  

１ ． "薬剤師"と いう 職業に魅力を 感じ 、 卒業後は医療や臨床薬学研究な ど 様々な 薬学領域で指

導的立場に立っ て 社会に貢献し よ う と いう 意欲を 有する 人 

２ ． 薬剤師と し て 患者様の気持ち や考え を 理解でき る よ う に人間愛や倫理観、 協調性を 育んで

いける 人 

 

＜創薬・ 生命薬科学科＞ 

薬学部の理念・ 目標に基づき 創薬や育薬に関わる 薬学を 担う 人材を 育成する た め、 薬学部の方

針に加え 、 創薬・ 生命薬科学科では次のよ う な 人を 求めて いま す。  

１ ． "研究"や"開発"に魅力を 感じ 、 卒業後は創薬・ 育薬や生命薬科学を 通し て 社会に貢献し よ

う と いう 意欲を 有する 人 

２ ． 研究者、 開発者と し て の倫理観や困難を 克服する 精神力と 体力を 育んでいける 人 

 

Ⅱ 入学者選抜の基本方針 

薬学部の入学試験では、 高等学校ま での教育課程を 踏ま え、 基礎的知識（ 基礎学力） 論理的思考

力・ 判断力・ 表現力等を 評価し ま す。 ま た、 入学後のカ リ キ ュ ラ ム を 考慮し て、 高等学校において

は、 理科（ 物理・ 生物のいずれか及び化学） 、 数学、 外国語（ 英語） 、 国語、 地理歴史・ 公民を 習

得し ている こ と を 望みま す。  
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Ⅲ 選抜方法 

１ ． 一般選抜（ 前期日程）  

「 知識・ 技能」 及び「 思考力・ 判断力・ 表現力等の能力」  については、 大学入学共通テス ト を

利用し て高等学校の教育課程の教科・ 科目に関する 基礎的・ 総合的な学力・ 能力を 、 個別学力検

査によ り 、 入学後の学修によ り 密接にかかわる 教科・ 科目についてよ り 深く 学力・ 能力を 判定し

ま す。 ま た「 主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度」 については調査書及び面接によ り

評価し 、 それら の結果から 入学者を 選抜し ま す。  

 

２ ． 総合型選抜Ⅰ（ 私費外国人留学生入試）  

  個別学力検査、 面接を 課し 、 書面審査では日本学生支援機構が実施する 日本留学試験を 評価し

ま す。 個別学力検査では数学、 理科・ 外国語（ 英語） の３ 教科を 課し 、 基礎学力・ 論理的思考力

等を 、 面接では志望動機、 学習意欲及び日本語能力等を 評価し ま す。  

 

３ ． 学校推薦型選抜Ⅱ 

「 知識・ 技能」 については、 大学入学共通テス ト を 利用し て高等学校の教育課程の教科・ 科目

に関する 総合的な基礎学力を 判定し ま す。 ま た、「 思考力・ 判断力・ 表現力」 及び「 主体性を 持っ

て多様な人々と 協働し て学ぶ態度」 については推薦書、 調査書、 志望理由書及び面接によ り 判定

し 、 それら の判定結果から 入学者を 選抜し ま す。  

 

※ 各選抜で特に重視する ポイ ン ト （ ◎： 特に大き い比重、 ○： 大き い比重）  

評価観点 

 

 

 

 

 

 

入試区分 

学力の３ 要素 
求める 学生像 

（ ア ド ミ ッ ショ ン ・ ポリ シー）  

知識・ 技能 

（ 基礎学力）  

思考力、  

判断力、  

表現力 

主体性、  

多様性、  

協働性 

“ く すり ” に

関わる 職業に

魅力を 感じ 、

自ら その仕事

に携わり たい

と いう 希望や

意欲を 有する  

困 難 を 克

服 す る 精

神 力 や 生

命 に 対 す

る 倫理観、

マ ナ ー を

育 ん で い

ける  

情報収集、情報発

信、コ ミ ュ ニケ ー

シ ョ ン の 手段と

し て の 情報科学

や外国語能力の

向上の た め の 努

力を 持続でき る  

一般選抜（ 前期日程）  ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 

総合型選抜Ⅰ 

（ 私費外国人留学生入試）  
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

学校推薦型選抜Ⅱ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

 

工学部 

Ⅰ 求める 学生像 

工学部は、 優れた 資質や能力、 高度な 専門性を 備え た 技術者及び研究者を 養成する と と も に、

高度な 科学技術の提供によ り 人類の福祉と 文化の進展、 自然と の共生に寄与し ま す。 あ わせて 、

工学研究の推進や先端科学技術の開発によ っ て 工学の進歩、 地域・ 産業界の発展に貢献する こ と

を 目指し て いま す。 こ のた め、 工学部では次のよ う な 人を 求めま す。  

１ ． 明確な 目標を 持っ て 主体的に考え 、 自ら 行動でき る 人 

２ ． 工学を 学習する のに必要な 基礎学力（ 特に、 数学、 理科） を 持っ て いる 人 

３ ． 社会性やコ ミ ュ ニケ ーシ ョ ン 能力を 備え て いる 人 

４ ． 人類の幸福・ 福祉や自然と の共生に関心を 持っ て いる 人 

５ ． グ ロ ーバル社会で活躍する 意欲を 持っ て いる 人 

６ ． も のづく り に関心を 持っ て いる 人 
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＜土木建築学科＞ 

 土木建築学科では、 自然環境の保全、 社会基盤の安全・ 安心、 上質で快適な 都市環境を 築く た

めに土木・ 建築にわた る 専門知識を 備え 、 自然と 共生し 持続可能な 社会を 構築する 能力を 有する

人材を 育成する こ と を 目指し て いま す。   

以上のよ う な 観点から 、 本学科は次のよ う な 人を 求めて いま す。  

１ ． 環境と 共生する 社会の構築、 安全で魅力的な 街を つく る た めのま ち づく り や地域防災、 美

し く 快適な 建築や都市環境を 創造する た めの技術やデザイ ン に対し て 深い興味を 持ち 、 それ

ら を 実現する た めの知識や技術を 修得し よ う と する 意欲あ ふれる 人 

２ ． 高い倫理観を も っ て 、 将来は人間生活と 社会の向上のた めに尽力し よ う と する 強い意志を

も つ人 

３ ． 好奇心、 探求心、 向学心を も っ て 、 多様な 人々と 協働し て 課題に取り 組むた めの協調性を

育み、 論理的な 思考力を も っ て 自ら 考え 、 行動でき る 人 

４ ． 高等学校ま での履修科目の基礎事項を 理解し 、 数学や理科に加え て 、 コ ミ ュ ニケ ーシ ョ ン

手段と し て の情報リ テ ラ シ ーや外国語能力の向上、 も のづく り の基盤と な る 創造力や芸術的

素養を 高める た めの努力を 持続でき る 人 

 

＜機械数理工学科＞ 

 機械数理工学科は、 も のづく り の基幹技術であ る 機械工学、 高度な シ ス テ ム 技術及び必要な 数

理工学を 組み合わせて 広範な 問題解決に活かせる グ ロ ーバルな 視野を 持つ技術者、 研究者を 目指

す次のよ う な 人を 求めて いま す。  

１ ． 人間の幸福や人間と 環境の融和に対し て 問題意識を 持ち 、 新時代のも の作り に強い意欲を

持つ人 

２ ． 国際的な 視野と 優れた 表現力やコ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 能力を 身につけ、 リ ーダーシ ッ プと 行

動力を 発揮する 技術者・ 研究者を 目指す人 

３ ． 課題に対し て 問題点を 明確にし 、 計画的に問題解決を 目指すこ と ができ る 人 

４ ． 幅広い教養の上に機械工学と 数理工学の専門知識を 身につけ、 それら の実社会への応用に

興味を 持ち 、 総合的な 視点から 広く 社会に貢献し よ う と 考え て いる 人 

５ ． 高等学校ま での履修科目の基礎事項を 理解し 、 その上で特に数学、 物理、 化学のいずれか

あ る いは複数の科目において 特に優れた 力を 有する 人 

 

＜情報電気工学科＞ 

情報電気工学科では、 情報・ 電気・ 電子分野における 相互の関連性な ら びに人間や環境と の関

わり を 総合的に理解し て 、 人類の福祉に供する こ と のでき る 技術者、 研究者を 養成する た め、 次

のよ う な 人を 求めま す。  

１ ． 情報・ 電気・ 電子分野に関する 基礎的理論や技術・ 技能に関心を 持ち 、 積極的かつ自発的

な 学習・ 研究意欲を 有し て いる 人  

２ ． 工学的な 課題解決能力を 身につけ、 豊かな 好奇心と 創造性を も っ て 、 高度情報社会を リ ー

ド し 、 社会に貢献し よ う と 考え て いる 人 

３ ． 高等学校ま での履修科目の基礎事項を 理解し 、 特に数学、 物理、 化学のいずれかあ る いは

複数の科目において 優れた 理解力と 応用力を 有する 人  

 

＜材料・ 応用化学科＞ 

材料・ 応用化学科では、 物理と 化学を ベース と し て 、 原子・ 分子レ ベルから 物質や生命を 深く

理解する こ と で、 人間社会と 自然環境が調和し な がら 発展し て いく こ と を 目指し て 、 環境、 資源、

エネルギ ーな ど の課題を 生命化学、 物質化学、 材料（ マテ リ ア ル） 科学の立場から 解決する こ と

のでき る 工学技術者・ 研究者の養成を 目標と し ま す。  

そのた めに次のよ う な 人材を 求めま す。  

１ ． 生命化学、 物質化学、 材料科学に関する “ 研究” や“ 開発” に魅力を 感じ 、 将来、 それら
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に関連する 仕事に携わり た いと いう 希望や意欲を 持っ た 人 

２ ． 高等学校ま での履修科目の基礎事項を 理解し 、 特に数学、 物理、 化学、 生物の複数の科目

において 優れた 理解力と 応用力を 持っ た 人 

３ ． 情報収集、 情報発信、 コ ミ ュ ニケ ーシ ョ ン の手段と し て の外国語能力の向上の努力を 続け

る こ と が可能で、 幅広い教養を 持ち 国際的に活躍でき る 工学技術者・ 研究者と な る 意欲を

持っ た 人 

 

＜半導体デバイ ス 工学課程＞ 

半導体デバイ ス 工学課程では、 半導体・ エレ ク ト ロ ニク ス 分野におけ る 相互の関連性な ら びに

人間や環境と の関わり を 総合的に理解し て 、 人類の福祉に供する こ と のでき る 技術者、 研究者を

養成する た め、 次のよ う な 人を 求めま す。  

１ ． 半導体デバイ ス 工学分野に関する 基礎的理論や技術・ 技能に関心を 持ち 、 積極的かつ自発

的な 学修・ 研究意欲を 有し て いる 人 

２ ． 工学的な 課題解決能力を 身につけ、 豊かな 好奇心と 創造性を も っ て 、 高度情報社会を リ ー

ド し 、 社会に貢献し よ う と 考え て いる 人 

３ ． 高等学校ま での履修科目の基礎事項を 理解し 、 特に数学、 理科において 優れた 理解力と 応

用力を 有し て いる 人 

４ ． 英語によ る コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 能力を 身につけ、 グ ロ ーバルに活躍する 技術者・ 研究者と

な る 意欲のあ る 人 

 

Ⅱ 入学者選抜の基本方針 

工学部の入学試験ではア ド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーにふさ わし い人材を 選抜する ために、 一般選抜

の他に総合型選抜Ⅰ（ 帰国生徒入試、 私費外国人留学生入試） 、 学校推薦型選抜Ⅱを 実施し ていま

す。 本学部の入試では、 大学入学共通テス ト 、 個別学力検査、 調査書、 面接及び小論文など を 組み

合わせて入学志願者の能力や資質を 総合的に評価し ま す。  

 

Ⅲ 選抜方法 

１ ． 一般選抜（ 前期日程）  

「 知識・ 技能」 について は、 大学入学共通テス ト を 利用し て高等学校の教育課程の教科・ 科目

に関する 総合的な学力を 、 個別学力検査によ り 、 「 思考力・ 判断力・ 表現力」 を 総合的に判定し

ま す。 ま た、 「 主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度」 については調査書によ り 評価し

ま す。 以上の判定結果を 総合し て入学者を 選抜し ま す。  

 

２ ． 一般選抜（ 後期日程）  

「 知識・ 技能」 について は、 大学入学共通テス ト を 利用し て高等学校の教育課程の教科・ 科目

に関する 総合的な学力を 判定し ま す。 個別学力検査では、 面接ま たは小論文を 課し 、 「 思考力・

判断力・ 表現力」 及び「 主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度」 を 総合的に判定し ま す。

以上の判定結果を 総合し て入学者を 選抜し ま す。  

 

３ ． 総合型選抜Ⅰ（ 帰国生徒入試）  

個別学力検査によ り 、 「 知識・ 技能」 およ び入学後の学習と よ り 密接にかかわる 教科・ 科目に

ついて学力を 判定し ま す。 ま た、 面接では、 「 思考力・ 判断力・ 表現力」 及び「 主体性を 持っ て

多様な人々と 協働し て学ぶ態度」を 判定し ま す。以上の判定結果を 総合し て入学者を 選抜し ま す。 

 

４ ． 総合型選抜Ⅰ（ 私費外国人留学生入試）  

「 知識・ 技能」 については、 日本留学試験を 利用し てこ れま での教育課程の教科・ 科目及び日

本語に関する 総合的な学力を 、 個別学力検査によ り 、 入学後の学習と よ り 密接にかかわる 教科・
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科目について学力を よ り 深く 判定し ま す。 ま た、 面接では、「 思考力・ 判断力・ 表現力」 及び「 主

体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度」 を 判定し ま す。 以上の判定結果を 総合し て入学者

を 選抜し ま す。  

 

５ ． 学校推薦型選抜Ⅱ（ ア）  

「 知識・ 技能」 については、 大学入学共通テス ト を 利用し て高等学校の教育課程の教科・ 科目

に関する 総合的な学力を 判定し ま す。 面接では、「 思考力・ 判断力・ 表現力」 及び「 主体性を 持っ

て多様な人々と 協働し て学ぶ態度」 を 判定し ま す。 以上の判定結果を 総合し て入学者を 選抜し ま

す。  

 

６ ． 学校推薦型選抜Ⅱ（ イ ）  

「 知識・ 技能」 については、 大学入学共通テス ト を 利用し て職業教育を 主と する 専門高校（ 学

科） 及び総合学科における 教育課程の教科・ 科目に関する 総合的な学力を 判定し ま す。面接では、

「 思考力・ 判断力・ 表現力」 及び「 主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度」 を 判定し ま

す。 以上の判定結果を 総合し て入学者を 選抜し ま す。  

 

※ 各選抜で特に重視する ポイ ン ト （ ◎： 特に大き い比重、  ○： 大き い比重）  

評価観点 

 

 

 

 

入試区分 

学力の３ 要素 
求める 学生像 

（ ア ド ミ ッ ショ ン ・ ポリ シー）  

知識・ 技能 

（ 基礎学力）  

思考力、  

判断力、  

表現力 

主体性、  

多様性、  

協働性 

人 類 の 幸

福・ 福祉、

自 然 と の

共 生 に 関

心 を も っ

ている 人 

グ ロ ー バ

ル 社 会 で

活 躍 す る

意 欲 を

も っ て い

る 人 

も の づ く

り に 関 心

を も っ て

いる 人 

一般選抜（ 前期日程）  ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 

一般選抜（ 後期日程）  ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ 

総合型選抜Ⅰ 

（ 帰国生徒入試）  
◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 

総合型選抜Ⅰ 

（ 私費外国人留学生入試）  
◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 

学校推薦型選抜Ⅱ（ ア）  ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ 

学校推薦型選抜Ⅱ（ イ ）  ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ 

 

情報融合学環 

Ⅰ 求める 学生像 

 データ サイ エン ス の応用領域は自然科学のみな ら ず人文社会分野にも 幅広く 関連し て く る こ と

から 文理融合型の視点が必要と さ れま す。 理系文系を 問わず、 グ ロ ーバルな視野を 持つデータ サイ

エン ティ ス ト や技術者、 研究者を 目指す次のよ う な人を 求めていま す。  

１ ． 人間の幸福や人間と 環境の融和に対し て 問題意識を 持ち 、 新時代のデータ 駆動型イ ノ ベー

シ ョ ン の創造に強い意欲を 持つ人 

２ ． 国際的な 視野と 優れた 表現力やコ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 能力を 身に付け、 リ ーダーシ ッ プと 行

動力を 発揮する データ サイ エン テ ィ ス ト や技術者、 研究者を 目指す人  

３ ． 課題に対し て 問題点を 明確にし 、 計画的に問題解決を 目指すこ と ができ る 人 

４ ． 文理を 問わず幅広い教養の上に数理・ データ サイ エン ス ・ AI の専門知識を 身に付け、 それ

ら の実社会への応用に興味を 持ち 、 総合的な 視点から 広く 社会に貢献し よ う と 考え て いる 人  

- 18 -



５ ． 高等学校ま での履修科目の基礎事項を 理解し 、 その上で数学と 英語の科目において 特に優

れた 力を 有する 人  

 

Ⅱ 入学者選抜の基本方針 

情報融合学環の入学試験ではアド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーにふさ わし い人材を 選抜する ために、 一

般選抜の他に総合型選抜Ⅰ（ 私費外国人留学生入試） 、 学校推薦型選抜Ⅱを 実施し ていま す。 本学

環の入試では、 大学入学共通テス ト 、 個別学力検査、 調査書及び面接など を 組み合わせて入学志願

者の能力や資質を 総合的に評価し ま す。  

 

Ⅲ 選抜方法 

１ ． 一般選抜（ 前期日程）  

「 知識・ 技能」 については、 大学入学共通テス ト を 利用し て高等学校の教育課程の教科・ 科目

に関する 総合的な学力を 判定し ま す。 個別学力検査では、 「 思考力・ 判断力・ 表現力」 を 判定し

ま す。 ま た「 主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度」 については調査書によ り 評価し ま

す。 以上の判定結果を 総合し て入学者を 選抜し ま す。  

 

２ ． 総合型選抜Ⅰ（ 私費外国人留学生入試）  

 「 知識・ 技能」 については、 日本留学試験を 利用し てこ れま での教育課程の教科・ 科目及び日

本語に関する 総合的な学力を 判定し ま す。 個別学力検査では、 入学後の学修と よ り 密接にかかわ

る 教科・ 科目について学力を よ り 深く 判定し ま す。 ま た、 面接では、「 思考力・ 判断力・ 表現力」

及び「 主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度」 を 判定し ま す。 以上の判定結果を 総合し

て入学者を 選抜し ま す。  

 

３ ． 学校推薦型選抜Ⅱ 

「 知識・ 技能」 については、 大学入学共通テス ト を 利用し て高等学校の教育課程の教科・ 科目

に関する 総合的な学力を 判定し ま す。 面接では、「 思考力・ 判断力・ 表現力」 及び「 主体性を 持っ

て多様な人々と 協働し て学ぶ態度」 を 判定し ま す。 以上の判定結果を 総合し て入学者を 選抜し ま

す。  

 

※ 各選抜で特に重視する ポイ ン ト （ ◎： 特に大き い比重、  ○： 大き い比重）  

評価観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

入試区分 

学力の３ 要素 
求める 学生像 

（ ア ド ミ ッ ショ ン ・ ポリ シー）  

知識・ 技能 

（ 基礎学力）

思考力、  

判断力、  

表現力 

主体性、  

多様性、  

協働性 

人 間 の 幸 福

や 人 間 と 環

境 の 融 和 に

対 し て 問 題

意識を 持ち、

新 時 代 の

デ ー タ 駆 動

型 イ ノ ベ ー

シ ョ ン の 創

造 に 強 い 意

欲を 持つ人 

グ ロ ーバ ル

社会で 活躍

する 意欲を

も っ て い る

人 

数理・ データ

サイ エン ス ・

AI の専門知

識 を 身 に つ

け、総合的な

視 点 か ら 広

く 社 会 に 貢

献 し よ う と

考 え て い る

人 

一般選抜（ 前期日程）  ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 

総合型選抜Ⅰ 

（ 私費外国人留学生入試）  
◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 

学校推薦型選抜Ⅱ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ 
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共創学環 

Ⅰ 求める 学生像 

 現代社会には、 早期に解決する こ と が困難な課題が数多く 存在し ま す。 社会課題は地域社会から

国際社会ま で存在し 、 こ れら の課題解決には、 社会を 構成する 多数の人たちが協力し 、 解決へと 導

く 大き な力を 生み出し 、持続可能な社会を 共に創る こ と が重要になり ま す。こ れら のこ と を 踏ま え、

地域社会から 国際社会に至る 様々な課題解決に貢献し 、社会イ ノ ベーショ ン を 担う こ と ができ る 次

のよ う な人を 求めま す。  

１ ． 地域社会から 国際社会に至る 様々な課題の解決に関心を 持ち、 新し い価値創出に挑戦し よ う   

と する 意欲が高い人 

２ ． 課題解決に必要と なる 知識や技能を 主体的に探究し 、 身に付けよ う と する 意欲が高い人 

３ ． 背景や考え 方が異な る 人と 進んで協力し 、 共に問題の解決に取り 組むこ と への強い意欲を

持っ ている 人 

４ ． 営利・ 非営利を 問わず、 組織体の経営や起業する こ と に深い関心を 持っ ている 人 

５ ． 語学力（ 英語、 中国語、 韓国語等） を 高め、 外国語によ る コ ミ ュ ニケ ーショ ン 力を 身に付け

よ う と する 意欲が高い人 

 

Ⅱ 入学者選抜の基本方針 

共創学環では、 アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーに適合する 人材を 選抜する ために、 一般選抜、 総合型

選抜Ⅰ、 総合型選抜Ⅱ及び学校推薦型選抜Ⅰを 実施し 、 多様な人材を 積極的に受け入れる こ と を 目

指し ていま す。  

 

Ⅲ 選抜方法 

１ ． 一般選抜（ 前期日程）  

「 知識・ 技能」 については、 大学入学共通テス ト を 利用し て高等学校の教育課程の教科・ 科目

に関する 総合的な学力を 判定し ま す。 個別学力検査では、 「 思考力・ 判断力・ 表現力等の能力」

を 判定し ま す。 ま た「 主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度」 については調査書によ り

評価し ま す。 以上の判定結果を 総合し て入学者を 選抜し ま す。  

 

２ ．総合型選抜Ⅰ（ Kuma moto 探究入試【 地域課題解決挑戦型】、【 グ ロ ーバルリ ーダー育成型】）  

「 知識・ 技能」、「 思考力・ 判断力・ 表現力等の能力」 及び「 主体性を 持っ て多様な人々と 協働

し て学ぶ態度」 については、 課題解決セミ ナー、 出願書類によ る 審査及び面接を 課し 、 学力・ 能

力、 勉学意欲及び志望動機を 総合的に評価し 、 それら の結果から 入学者を 選抜し ま す。  

 

３ ． 総合型選抜Ⅰ（ 国際バカ ロ レ ア 入試）  

「 知識・ 技能」、「 思考力・ 判断力・ 表現力等の能力」 及び「 主体性を 持っ て多様な人々と 協働

し て学ぶ態度」 については、 出願書類によ る 審査及び面接を 課し 、 学力・ 能力、 勉学意欲及び志

望動機を 総合的に評価し 、 それら の結果から 入学者を 選抜し ま す。  

 

４ ． 総合型選抜Ⅰ（ 海外在住者入試）  

「 知識・ 技能」、「 思考力・ 判断力・ 表現力等の能力」 及び「 主体性を 持っ て多様な人々と 協働

し て学ぶ態度」 については、 出願書類によ る 審査及び面接を 課し 、 学力・ 能力、 勉学意欲及び志

望動機を 総合的に評価し 、 それら の結果から 入学者を 選抜し ま す。  

 

５ ． 総合型選抜Ⅰ（ 帰国生徒入試）  

「 知識・ 技能」、「 思考力・ 判断力・ 表現力等の能力」 及び「 主体性を 持っ て多様な人々と 協働

し て学ぶ態度」 については、 出願書類によ る 審査、 小論文及び面接を 課し 、 学力・ 能力、 勉学意
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欲及び志望動機を 総合的に評価し 、 それら の結果から 入学者を 選抜し ま す。  

 

６ ． 総合型選抜Ⅰ（ 私費外国人留学生入試）  

「 知識・ 技能」、「 思考力・ 判断力・ 表現力等の能力」 及び「 主体性を 持っ て多様な人々と 協働

し て学ぶ態度」については、日本学生支援機構が実施する 日本留学試験、小論文及び面接を 課し 、

本学入学後の学修に必要な基礎的知識及び日本語能力を 評価する と と も に、 論理的な思考力、 表

現力、 勉学意欲及び志望動機を 総合的に評価し 、 それら の結果から 入学者を 選抜し ま す。  

 

7 ． 総合型選抜Ⅱ（ Kuma moto 探究入試【 プレ ゼン テーショ ン 型】）  

「 知識・ 技能」 については、 大学入学共通テス ト を 利用し て高等学校の教育課程の教科・ 科目

に関する 総合的な学力を 判定し ま す。「 思考力・ 判断力・ 表現力等の能力」 及び「 主体性を 持っ て

多様な人々と 協働し て学ぶ態度」 については、出願書類によ る 審査及び面接を 課し 、学力・ 能力、

勉学意欲及び志望動機を 総合的に評価し 、それら の結果から 入学者を 選抜し ま す。ま た、面接（ プ

レ ゼン テーショ ン 形式を 含む） では「 学力の３ 要素」 すべてを 総合的に評価し ま す。  

 

８ ． 学校推薦型選抜Ⅰ 

「 知識・ 技能」 、 「 思考力・ 判断力・ 表現力等の能力」 及び「 主体性を 持っ て多様な人々と 協

働し て学ぶ態度」 については、 出願書類によ る 審査、 小論文及び面接を 課し 、 学力・ 能力、 勉学

意欲及び志望動機を 総合的に評価し 、 それら の結果から 入学者を 選抜し ま す。  

 

※ 各選抜で特に重視する ポイ ン ト （ ◎： 特に大き い比重、  ○： 大き い比重）  

評価観点 

 

 

 

入試区分 

学力の３ 要素 
求める 学生像 

（ ア ド ミ ッ ショ ン ・ ポリ シー）  

知識・ 技能 

（ 基礎学力）  

思考力、  

判断力、  

表現力 

主体性、  

多様性、  

協働性 

課 題 解 決 に

主 体 的 に 取

り 組む意欲 

組織体の経

営や起業へ

の関心 

コ ミ ュ ニケ  

ーショ ン 能 

力向上への 

意欲 

一般選抜（ 前期日程）  ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 

総合型選抜Ⅰ 

（ Kuma moto 探究入試 

【 地域課題解決挑戦型】、  

【 グ ロ ーバルリ ーダー育成型】）  

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

総合型選抜Ⅰ 

（ 国際バカ ロ レ ア入試）  
○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

総合型選抜Ⅰ 

（ 海外在住者入試）  
○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

総合型選抜Ⅰ 

（ 帰国生徒入試）  
○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

総合型選抜Ⅰ 

（ 私費外国人留学生入試）  
○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

総合型選抜Ⅱ 

（ Kuma moto 探究入試 

【 プレ ゼン テ ーシ ョ ン 型】）  

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

学校推薦型選抜Ⅰ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
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４ ． 入学者選抜概要

（ １ ） 募　 集　 人　 員 （ 人）

総合型選抜Ⅱ

( 大学入学共通

テス ト を 課す)

学校推薦型

選抜Ⅰ

( 大学入学共通

テス ト を 課さ

ない)

帰国生徒

入試

私費外国

人留学生

入試

社会人

入試

Kuma moto探

究入試（ 地域

課題解決挑戦

型、 グ ロ ーバ

ルリ ーダー育

成型） 、 国際

バカ ロ レ ア入

試、 海外在住

者入試

Kuma moto探

究入試（ プレ

ゼン テーショ

ン 型）

文 学 部 1 6 0 1 6 0 2 0 ― 若干名  ― ― ― 2 5

国語 （ 6 人程度）

社会 （ 6 人程度）

英語 （ 6 人程度）

数学 （ 1 1 人程度）

理科 （ 7 人程度）

保健体育 （ 6 人程度）

3 0 3 0

1 7 0 1 7 0

法 学 部 1 9 0 1 9 0 2 5 若干名 若干名　 　 　 　 ― ― ― 3 5

理 学 部 1 8 0 1 8 0 3 5　 　 　 　 ― 若干名　 　 　 　 ― ― ― 　 　 　 　 ―

1 0 9 1 0 9 　 　 　 　 ―

7 0 2

3 7 　 　 　 　 ―

3 7 ―

2 5 3 2 5 3 2

5 5 5 5

3 5 3 5

9 0 9 0

1 1 8 1 1 8 1 1

1 0 1 1 0 1 1 0

1 1 2 1 1 2 1 2

1 2 2 1 2 2 1 2

2 0 2 0 ―

4 7 3 4 7 3 4 5

6 0 6 0 ― ― 若干名　 　 　 　 ― ― ― ―

8 0 8 0 ― ― 1 5

1 ,6 5 6 1 ,6 5 6 1 2 5 2 7 5

6 6

4 0

共創学環 4 0 3 2 2 ―

1 3 0

1 2 5

8 3

5

1 1 4

1 8

情報融合学環

保

健

学

科

薬学科

合　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 計

2 8

2 4

―

1 8 5

4 7

医 学 部 1 4 4

募　 　 集　 　 人　 　 員

工 学 部

土木建築学科

薬 学 部

計

計

材料・ 応用化学科

創薬・ 生命薬科学科

機械数理工学科

理学科

計

法学科

医学科

看護学専攻

学部・
学環

学　 科・ 課　 程・ 専　 攻
入学
定員

情報電気工学科

3 1 4

放射線技術科学専攻

検査技術科学専攻

半導体デバイ ス 工学課程

　 　 　 　 ―

　 　 　 　 ―

教育学部

共

同

教

員

養

成

課

程

小

中

連

携

教

育

コ
ー

ス

小学校教育主免専攻

1 4 0

6 4

―

中

学

校

教

育

主

免

専

攻

4 2

教

育

支

援

探

究

コ
ー

ス

発達支援専攻

3 4

特別支援教育専攻

養護教諭養成課程
養護教育コ ース 養護教育専攻

計

学校推薦型選抜

学校推薦型

選抜Ⅱ

( 大学入学共通

テス ト を 課す)

後期
日程

　 　 　 　 ―

総合型選抜

 ―

1 3 0

前期
日程

1 1 5

3 8

4 2

1 6

1 2

2 2

総合型選抜Ⅰ

( 大学入学共通テス ト を 課さ ない)

― 若干名 ―

一般選抜

1 3

7 2

2 5

人文科学科 ―

2 1

　 　 　 　 ―

　 ―

　 　 　 　 ―

2 2

―

―

6

8

―

2 5

1 5

2 6

3 2

　 　 　 　 ―

2 0

2 6

1 8

8

1 0

9

3 1

7 8

1 5

―

―

―

4 5

1 ,1 5 6 3

　 　 　 　 ―

各学科・

課程

若干名

―

―

各学科

若干名

各学科

若干名

各学科・

課程

若干名

5 0

　 　 　 　 ―

―

2 7 3

7 6

7 0

7 5

※
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（ 募集人員備考）  

1 ． 教育学部共同教員養成課程小中連携教育コ ース 中学校教育主免専攻（ 国語、 社会、 英語、 数学、 理

科、 保健体育） 及び教育支援探究コ ース 発達支援専攻は、 一般選抜（ 前期日程） 及び総合型選抜Ⅰ（ 私

費外国人留学生入試） で募集する 。  

 教育学部共同教員養成課程小中連携教育コ ース 中学校教育主免専攻の一般選抜（ 前期日程） 募集人

員における （  ） 内人数は、 それぞれの合格者数の目安と する 。  

教育学部共同教員養成課程小中連携教育コ ース 小学校教育主免専攻の学校推薦型選抜Ⅱ募集人員

には、 地域枠の募集人員（ 8 人）、 国際枠の募集人員（ 5 人）、 実技系特色枠（ 1 3 人） を 含む。 ま た、

実技系特色枠の募集人員の内訳は、 音楽（ ４ 人程度）、 美術（ ３ 人程度）、 技術（ ３ 人程度）、 家庭（ ３

人程度） と し 、（  ） 内人数は、 それぞれの合格者数の目安と する 。  

2 ． 医学部医学科の学校推薦型選抜Ⅱ募集人員には、 熊本医療枠の募集人員（ 1 0 人）、 地域枠（ 熊本県

出身等の卒業見込み者及び卒業者を 対象と し た学校推薦型選抜） の募集人員（ 1 1 人）、 みら い医療枠

の募集人員（ 5 人） を 含む。  

3 ． 医学部保健学科検査技術科学専攻の学校推薦型選抜Ⅱ募集人員には、 学部・ 大学院一体枠の募集人

員（ 4 人） を 含む。  

4 ． 工学部の学校推薦型選抜Ⅱ募集人員には、 職業教育を 主と する 専門高校（ 学科） 及び総合学科の出

身者を 対象と し た学校推薦型選抜Ⅱの募集人員（ 若干名） を 含む。（ 学校推薦型選抜Ⅱ（ イ ） と 称す

る 。）  

5 ． 情報融合学環の学校推薦型選抜Ⅱ募集人員には、 データ サイ エン ス 、 情報学に対する 強い勉学意欲

と 将来を 見据えた明確な勉学目的を 持つこ と はも と よ り 、 従来の常識にと ら われずに新たなこ と に積

極的にチャ レ ン ジし 、 多様な視点や優れた発想から 、 新たなイ ノ ベーショ ン 創出や社会の発展に貢献

し たいと いう 意欲を 持つ優秀な女子学生を 対象と し た学校推薦型選抜の募集人員（ 8 人） を 含む。（ 学

校推薦型選抜Ⅱ（ 女子枠） と 称する 。）  

6 ．共創学環の総合型選抜Ⅰ（ Kuma moto 探究入試【 地域課題解決挑戦型、グロ ーバルリ ーダー育成型】、

国際バカ ロ レ ア入試、 海外在住者入試） 及び総合型選抜Ⅱ（ Kuma moto 探究入試【 プレ ゼン テーショ

ン 型】） 募集人員の内訳は、 プレ ゼン テーショ ン 型（ 1 0 人程度）、 地域課題解決挑戦型（ 4 人程度）、

グ ロ ーバルリ ーダー育成型（ 4 人程度）、 国際バカロ レ ア入試（ ２ 人程度）、 海外在住者入試（ ２ 人程

度） と し 、 それぞれの合格者数の目安と する 。  

7 ． 共創学環の総合型選抜Ⅰ（ 帰国生徒入試及び私費外国人留学生入試） 募集人員は、 帰国生徒入試と

私費外国人留学生入試を 合わせて 3 人と する 。  

8 ． 総合型選抜、 学校推薦型選抜の入学手続完了者が募集人員に満たない場合（ 合格者が募集人員に満

たなかっ た場合も 含む） は、 その不足する 人員を 前期日程の募集人員にそれぞれ加える 。（ 医学部医学

科の学校推薦型選抜Ⅱ地域枠の募集人員（ 臨時定員） を 除く 。）  

 

※ 医学部医学科の募集人員について 

医学部医学科では、 本来、 入学定員（ 募集人員） が 1 0 5 人のと こ ろ 、 令和 9 年度（ 2 0 2 7 年度） 入

試における 入学定員（ 募集人員） は 1 0 9 人（ 一般選抜（ 前期日程）： 8 3 人、 学校推薦型選抜Ⅱ： 2 6

人（ 熊本医療枠： 1 0 人、 地域枠： 1 1 人、 みら い医療枠： 5 人）） と なっ ていま す。 こ れは、 熊本県内

の地域医療に志のあ る 学生の入学を 推進し 、 地域等における 医師不足を 解消する こ と を 目的と し て、

令和 8 年度に引き 続き 、 令和 9 年度においても 入学定員 4 人の臨時定員を 維持する こ と を 計画し て

いる ためです。  

 今後、 文部科学省大学設置・ 学校法人審議会での審議を 経て、 入学定員 4 人の臨時定員の維持が認

めら れた場合に、 令和 9 年度入試における 入学定員は 1 0 9 人と なり 、 本表の募集人員にて入学者選

抜を 実施する 予定です。  

なお、 本件については、 内容が確定次第、 本学ウ ェ ブサイ ト で情報を 更新し ていき ま すので、 随時

確認する よ う にし てく ださ い。（ https ://w w w .kuma moto-u.a c.jp/nyuushi/g a kubunyushi/bosyuj

in in 参照）  
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（ ２ ） 出 願 資 格 

次の１ ） ～３ ） のいずれかに該当する 者で、 かつ、 志望する 学部（ 学科・ 課程・ コ ース ・ 専攻） 及

び学環が指定する 令和 9 年度大学入学共通テス ト の教科・ 科目（ 指定する 教科・ 科目以上を 受験し た

者を 含む） を 受験し た者と し ま す。  

ただし 、総合型選抜（ Kuma moto 探究入試、国際バカ ロ レ ア入試、海外在住者入試、帰国生徒入試、

私費外国人留学生入試、 社会人入試）、 学校推薦型選抜については、 別に定める 出願要件（ 4 1 ～8 1 ペ

ージ参照） と し ま す。  

１ ）  高等学校又は中等教育学校を 卒業し た者及び令和 9 年 3 月ま でに卒業見込みの者 

２ ）  通常の課程によ る 1 2 年の学校教育を 修了し た者及び令和 9 年 3 月ま でに修了見込みの者( ※１ )  

※１  特別支援学校の高等部又は高等専門学校の 3 年次を 修了し た者（ 見込みの者） が該当し

ま す。  

３ ）  学校教育法施行規則（ 昭和 2 2 年文部省令第 1 1 号） 第 1 5 0 条の規定によ り 、 高等学校を 卒業

し た者と 同等以上の学力があ る と 認めら れる 者及び令和 9 年 3 月 3 1 日ま でにこ れに該当する 見

込みの者（ 次のア～カ に該当する 者）  

ア．  外国において学校教育における 1 2 年の課程を 修了し た者又はこ れに準ずる 者で文部科学大

臣の指定し たも の 

イ ．  文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程を 有する も のと し て認定し た在外教育施設の当

該課程を 修了し た者 

ウ ．  専修学校の高等課程（ 修業年限が 3 年以上であ る こ と その他の文部科学大臣が定める 基準を

満たすも のに限る 。） で文部科学大臣が別に指定する も のを 文部科学大臣が定める 日以後に修

了し た者 

エ．  文部科学大臣の指定し た者  

オ．  高等学校卒業程度認定試験規則によ る 高等学校卒業程度認定試験に合格し た者（ 旧規程によ

る 大学入学資格検定に合格し た者を 含む。） で、 1 8 歳に達し たも の  

カ . 学校教育法第 9 0 条第 2 項の規定によ り 大学に入学し た者であ っ て、 高等学校卒業程度認定

審査規則によ る 高等学校卒業程度認定審査に合格し 、 1 8 歳に達し たも の 

キ．  本学において、 個別の入学資格審査によ り 、 高等学校を 卒業し た者と 同等以上の学力がある

と 認めた者で、 1 8 歳に達し たも の（ ※２ ）   

    ※２  上記出願資格のキ． によ り 出願する 場合は、 個別の出願資格審査を 行いま す。  

詳細は、 熊本大学学生支援部入試課（ 0 9 6 -3 4 2 -2 1 4 8 ） にお問い合わせく ださ い。  

       期  限  令和 8 年 8 月 2 8 日（ 金）（ 必着、 郵送に限る ） ま で 

ただし 、 大学入学共通テス ト 出願の際に、 他大学の個別の入学資格審査によ り 出願資格

の認定を 受けて出願し た者で、 本学の個別学力検査に出願する 場合は、 令和 9 年 1 月 2 1

日（ 木）（ 必着、 郵送に限る ） ま でと し ま す。  
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（３）志 望 方 法 

１）一般選抜（前期日程・後期日程） 
各学部及び学環の志望方法は、次のとおりです。 

※ 教育学部の共同教員養成課程について第 2 志望まで受験を希望する者は、第 1 志望の出題科
目等に加えて第 2 志望の出題科目等も受験しなければなりません。 

※ 工学部の前期日程については第 2 志望まで受験を希望する者で、第 1 志望又は第 2 志望に材
料・応用化学科を志望する場合には、個別学力検査の理科の科目として、「物基・物」と「化基・
化」を選択してください。 

 

学 部 等 前 期 日 程 後 期 日 程 

文 学 部 人文科学科を志望してください。 

教 
育 
学 
部 

共同教員養成課程 

小中連携教育コース（小学校教育主
免専攻・中学校教育主免専攻（国語、
社会、英語、数学、理科、保健体育））、
教育支援探究コース（発達支援専
攻・特別支援教育専攻）の 9 つの中
から第２志望まで志望できます。 

後期日程は実施しません。 

養護教諭養成課程 
他の課程・コース等と併せて志望す
ることはできません。 

法 学 部 法学科を志望してください。 

理 学 部 理学科を志望してください。 

医 
学 
部 

医 学 科 医学科を志望してください。 後期日程は実施しません。 

保健学科 

3 専攻（看護学専攻、放射線技術科
学専攻、検査技術科学専攻）の中か
ら 1 専攻を志望してください。第 2
志望は認めません。 

後期日程は実施しません。 

薬 学 部 
薬学科、創薬・生命薬科学科のどち
らかを志望してください。第 2 志望
は認めません。 

後期日程は実施しません。 

工 学 部 

4 学科・1 課程（土木建築学科、機
械数理工学科、情報電気工学科、材
料・応用化学科、半導体デバイス工
学課程）の中から第 2 志望まで志望
できます。 

4 学科（土木建築学科、機械数
理工学科、情報電気工学科、材
料・応用化学科）の中から 1 学
科を志望してください。第 2 志
望は認めません。 

情報融合学環 情報融合学環を志望してください。 後期日程は実施しません。 

共創学環 共創学環を志望してください。 後期日程は実施しません。 
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２）総合型選抜Ⅰ・Ⅱ（Kumamoto 探究入試、国際バカロレア入試、海外在住者入試） 

志望方法は、次のとおりです。 

学 部 等 志 望 方 法 

共 創 学 環 共創学環を志望してください。 

３）総合型選抜Ⅰ（帰国生徒入試） 
各学部及び学環の志望方法は、次のとおりです。 

学 部 等 志 望 方 法 

法 学 部 法学科を志望してください。 

工 学 部 
4 学科・1 課程（土木建築学科、機械数理工学科、情報電気工学
科、材料・応用化学科、半導体デバイス工学課程）の中から 1 つ
を志望してください。第 2 志望は認めません。 

共 創 学 環 共創学環を志望してください。 

４）総合型選抜Ⅰ（社会人入試） 
志望方法は、次のとおりです。 

学 部 等 志 望 方 法 

医学部保健学科 看護学専攻を志望してください。 

５）総合型選抜Ⅰ（私費外国人留学生入試） 
各学部及び学環の志望方法は、5 3 ページを参照してください。 

６）学校推薦型選抜 1 
各学部及び学環の志望方法は、次のとおりです。 

学 部 等 志 望 方 法 

文 学 部 人文科学科を志望してください。 

法 学 部 法学科を志望してください。 

共 創 学 環 共創学環を志望してください。 

 
  

- 26 -



７）学校推薦型選抜Ⅱ 
各学部及び学環の志望方法は、次のとおりです。 

学 部 等 志 望 方 法 

教
育
学
部 

共同教員養成課程 

他の課程・コース等と併せて志望することはできません。 
小中連携教育コース小学校教育主免専攻において、地域枠、国
際枠、実技系特色枠の併願は認めません。実技系特色枠におい
ては、音楽、美術、技術、家庭の中から 1 つを志望してくださ
い。第 2 志望は認めません。 

養護教諭養成課程 他の課程・コース等と併せて志望することはできません。 

理 学 部 理学科を志望してください。 

医
学
部 

医 学 科 熊本医療枠、地域枠、みらい医療枠の併願は認めません。 

保 健 学 科 

3 専攻（看護学専攻、放射線技術科学専攻、検査技術科学専攻）
の中から 1 専攻を志望してください。第 2 志望は認めません。 
検査技術科学専攻において、一般枠と学部・大学院一体枠の併
願は認めません。 

薬 学 部 
薬学科、創薬・生命薬科学科のどちらかを志望してください。
第 2 志望は認めません。 

工 学 部 
4 学科・1 課程（土木建築学科、機械数理工学科、情報電気工
学科、材料・応用化学科、半導体デバイス工学課程）の中から
1 つを志望してください。第 2 志望は認めません。 

情報融合学環 女子枠を第１志望、一般枠を第２志望とすることを認めます。 

 

（４）推 薦 方 法 

  学校推薦型選抜Ⅰ・Ⅱ 

国公立大学（※独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学・学部を除く。以下同じ）の学校推薦型選
抜についての推薦は、受験生の属する出身学校長（高等学校長等）がこれを行い、一人の受験生につい
て一つの年度における推薦は、大学入学共通テストを課すもの及びこれを課さないものを含めて、一つ
の大学・学部（学環）の学校推薦型選抜募集単位（学科・課程・専攻等）に限られています。 

したがって、本学の学校推薦型選抜に出願した者は、他の国公立大学が実施する学校推薦型選抜に出
願することはできません。 
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（５）コース・教育プログラム 

学 部 等 所 属 等 

文 学 部 
２ 年次進級時に希望に応じ て各コ ース に分かれて所属し ま す。  

※特定のコ ース に希望が集中し たと き は調整が行われま す。  

教育学部 

共同教員
養成課程 

【 小中連携教育コ ース 小学校教育主免専攻】  

卒業には、 小学校教諭免許及び副専攻の教科に係る 中学校教諭免許

（ 国語、 社会、 数学、 理科、 英語、 音楽、 美術、 保健体育、 技術、 家

庭） の取得要件を 満たす必要があ り ま す。 副専攻の教科については、 本

人の希望及び入学試験の成績を 考慮し た上で、 入学時に決定し ま す。  

ただし 、 学校推薦型選抜Ⅱ（ 実技系特色枠） 合格者の中学校教諭免許

については、 受験し た教科と なり ま す。  

 

【 小中連携教育コ ース 中学校教育主免専攻】  

卒業には、 中学校教諭免許（ 受験し た教科） 及び小学校教諭免許の取

得要件を 満たす必要があり ま す。  

 

【 教育支援探究コ ース 発達支援専攻】  

卒業には、 小学校教諭免許の取得要件を 満たす必要があり ま す。  

 

【 教育支援探究コ ース 特別支援教育専攻】  

卒業には、 特別支援学校教諭免許及び小学校教諭免許の取得要件を 満

たす必要があ り ま す。  

養護教諭
養成課程 

【 養護教育コ ース 養護教育専攻】  

卒業には、 養護教諭免許の取得要件を 満たす必要があ り ま す。  

法 学 部 
入学時（ 1 年次） は、 法学・ 公共政策学コ ース に所属し ま す。  

２ 年次以降は、 法曹コ ース に所属する こ と ができ ま す。 ただし 、 法曹コ

ース への配属は、 在学中の成績に基づき 決定し ま す。  

理 学 部 
２ 年次後期に５ つのコ ース に分かれて所属し ま す。  

２ 年次前期に実施する コ ース 希望調査に基づき 、全員が希望する コ ース へ

進むこ と ができ ま す。  

工 学 部 

半導体デバイス工学課程を除く 4 学科は 2 年次進級時に学科毎に 3 つの
教育プログラムに分かれて所属します。 
各教育プログラムへの配属は、希望と 1 年次の成績に基づき決定します。 
なお、同一学科内であっても、教育プログラムによって取得可能な資格等
が異なります。（https://www.eng.kumamoto-u.ac.jp/department/ 参
照） 
なお、半導体デバイス工学課程は教育プログラムの選択はありません。 

情報融合学環 
2 年次進級時に 2 つのコースに分かれて所属します。 
各コースへの配属は、希望と 1 年次の成績に基づき決定します。 

共 創 学 環 
３年次進級時に希望に応じて２つのコースに分かれて配属します。 
※特定のコースに希望が集中したときは調整が行われることがあります。 
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試験日

学　 部　 等
学生募集

要項発表
出願期間 個別学力検査等 合格者発表 入学手続期間

Kum a m oto探究入試

【 地域課題解決挑戦型、

グ ロ ーバルリ ーダ ー育成型】

共創学環

国際バカ ロ レ ア 入試、

海外在住者入試
共創学環

帰国生徒入試

法学部

工学部

共創学環

合格発表後

～

3 月1 5 日（ 月）

私費外国人

留学生入試

文学部

教育学部

法学部

理学部

医学部

薬学部

工学部

情報融合学環

共創学環

合格発表後

～

3 月1 8 日（ 木）

社会人入試

医学部

〔 保健学科

（ 看護学専攻） 〕

6 月上旬
7 月1 5 日（ 水）

～

7 月2 1 日（ 火）

8 月2 8 日（ 金） 9 月1 0 日（ 木）
2 月1 6 日（ 火）

～

2 月1 7 日（ 水）

総

合

型

選

抜

Ⅱ

（

大

学

入

学

共

通

テ

ス

ト

を

課

す
）

Kum a m oto探究入試

【 プレ ゼン テ ーシ ョ ン 型】
共創学環 7 月中旬

9 月2 8 日（ 月）

～

1 0 月2 日（ 金）

1 0 月2 4 日（ 土）

1 1 月2 日（ 月）

※合格内定

2 月1 0 日（ 水）

2 月1 6 日（ 火）

～

2 月1 7 日（ 水）

　 　 　 2 月2 5 日（ 木）

　 教育学部、 医学部医学科、

　 保健学科検査技術科学専攻

　 及び薬学部は

　 2 月2 5 日（ 木） ・ 2 6 日（ 金）

総

合

型

選

抜

Ⅰ

（

大

学

入

学

共

通

テ

ス

ト

を

課

さ

な

い
）

総

合

型

選

抜

学校推薦型選抜Ⅰ

（ 大学入学共通テ ス ト を 課さ な い）

学

校

推

薦

型

選

抜

学校推薦型選抜Ⅱ

（ 大学入学共通テ ス ト を 課す）

1 2 月4 日（ 金）

2 月1 6 日（ 火）

～

2 月1 7 日（ 水）

教育学部

　 〔 共同教員養成課程小

　 中連携教育コ ース 小学

　 校教育主免専攻、 教育

　 支援探究コ ース 特別支

　 援教育専攻、 養護教諭

　 養成課程〕

理学部

医学部

薬学部

工学部

情報融合学環

2 月1 0 日（ 水）

1 月1 8 日（ 月）

～

1 月2 2 日（ 金）

2 月6 日（ 土）

1 1 月2 1 日（ 土）

文学部

法学部

共創学環

9 月下旬

1 1 月下旬

1 1 月2 日（ 月）

～

1 1 月6 日（ 金）

５ ． 入学者選抜実施日程

合格発表後

～

3 月2 6 日（ 金）

本試験： 令和9 年1 月1 6 日（ 土） ・ 1 7 日（ 日）

追試験： 令和9 年1 月2 3 日（ 土） ・ 2 4 日（ 日）

区　 　 分

3 月1 2 日（ 金） 3 月2 3 日（ 火）

一

般

選

抜

1 1 月下旬

1 月2 5 日（ 月）

～

2 月3 日（ 水）

3 月1 0 日（ 水）

合格発表後

～

3 月1 5 日（ 月）

文学部

法学部

理学部

工学部

文学部

教育学部

法学部

理学部

医学部

薬学部

工学部

情報融合学環

共創学環

前期日程

後期日程

大学入学共通テ ス ト

2 月1 6 日（ 火）

～

2 月1 7 日（ 水）

1 0 月2 4 日（ 土）

9 月2 8 日（ 月）

～

1 0 月2 日（ 金）

7 月中旬

1 1 月下旬
1 月2 5 日（ 月）

～

2 月3 日（ 水）

2 月2 5 日（ 木）

教育学部は

2 月2 5 日（ 木） ・ 2 6 日（ 金）

3 月1 0 日（ 水）

1 1 月2 日（ 月）
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６ ． 入学者選抜方法等

〔 一般選抜（ 前期日程・ 後期日程） 〕

　

○ × × × × × ×
令和9 年
2 月2 5 日

小学校教育主免専攻

国語

社会

英語

数学

理科

保健体育 ○

○ × × × × × ×
令和9 年
2 月2 5 日

○ × × × × × ×
令和9 年
2 月2 5 日

○ × ○ × × ○ 約4 倍
令和9 年
2 月2 5 日

･2 6 日

○
令和9 年
2 月2 5 日

･2 6 日

○ × × × × × ×
令和9 年
2 月2 5 日

○ × × × × × ×
令和9 年
2 月2 5 日

× × × ○ × × ×

× × × ○ × × ×

○ × × × × × ×

× ○

前

期

日

程

後

期

日

程

○ ×

放射線技術科学専攻

検査技術科学専攻

法学部

教

育

学

部

○

文学部

中

学

校

教

育

主

免

専

攻

教育支援

探究コ ース

発達支援専攻

特別支援教育専攻

養護教諭養成課程
養護教育コ ース 養護教育専攻

共創学環

　 入学者の選抜は、 大学入学共通テス ト 、 個別学力検査等の成績及び調査書の内容等を 総合的に判定し て行いま す。

×
○ ×

工

学

部

× × × ×

土木建築学科

機械数理工学科

理学部

文学部

令和9 年
3 月1 2 日

×

追加合格（ ただし 、 追加
合格を 実施し て 、 な お欠
員があ る 場合には、 欠員
補充第2 次募集を 行う こ と
があ る 。 ）

法学部

情報電気工学科

材料・ 応用化学科

令和9 年
2 月2 5 日

× × ×× ×

機械数理工学科

情報電気工学科

半導体デバイ ス 工学課程

工

学

部

土木建築学科

情報融合学環

令和9 年
2 月2 5 日

薬

学

部

薬学科
○ × ○ × × ○

×

×

× × × ×

令和9 年
2 月2 5 日

･2 6 日

× × ×

約4 倍

理学部

医

学

部

医学科

保

健

学

科

○

看護学専攻

×

創薬・ 生命薬科学科

共

同

教

員

養

成

課

程

小

中

連

携

教

育

コ
ー

ス

×

実技検査等 2 段階選抜

材料・ 応用化学科

追加合 格（ た だ し 、 追加
合格を 実施 し て 、 な お欠
員が あ る 場 合に は 、 欠員
補充第2 次募集を 行う こ と
があ る 。 ）

個別学力検査等 個

別

学

力

検

査

等

の

日

程

備   考

個

別

学

力

検

査

を

課

す

実

技

検

査

を

課

す

面

接

を

行

う

小

論

文

を

課

す

外

国

語

に

リ

ス

ニ

ン

グ

を

課

す

主

と

し

て
、

調

査

書

の

内

容

と

大

学

入

学

共

通

テ

ス

ト

の

成

績

に

よ

り

第

1

段

階

選

抜

を

行

い
、

そ

の

合

格

者

に

つ

い

て

更

に

必

要

な

検

査

等

を

行

う

令和9 年
2 月2 5 日

･2 6 日

第

一

段

階

選

抜

に

よ

る

合

格

者

数
（

募

集

人

員

に

対

す

る

倍

率
）

○

欠員補充の方法等

選抜方法等

学部等名
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〔 総合型選抜Ⅰ・ Ⅱ〕
　

医

学

部

保健学科　 看護学専攻 Ⅰ （ 社会人入試） × ○ ○ × × × ○ ○ ×
令和8 年

８ 月2 8 日

Ⅱ
（ Kuma moto探究入試）
【 プレ ゼン テ ーシ ョ ン 型】

○ × × ○ 約2 倍 × ○ × × （ 1 0 人程度）

Ⅰ
（ Kuma moto探究入試）
【 地域課題解決挑戦型】

× ○ × × × × ○ × × （ 4 人程度）

Ⅰ
（ Kuma moto探究入試）
【 グ ロ ーバルリ ーダー育成型】

× ○ × × × × ○ × × （ 4 人程度）

Ⅰ （ 国際バカ ロ レ ア 入試） × ○ × × × × ○ × × （ 2 人程度）

Ⅰ （ 海外在住者入試） × ○ × × × × ○ × × （ 2 人程度）

× ○ ○ × × × ○ × ×

土木建築学科 × ○ ○ × × × ○ × ×

機械数理工学科 × ○ ○ × × × ○ × ×

情報電気工学科 × ○ ○ × × × ○ × ×

材料・ 応用化学科 × ○ ○ × × × ○ × ×

半導体デバイ ス 工学課程 × ○ ○ × × × ○ × ×

共創学環 × ○ × × × × ○ ○ ×

Ⅰ （ 私費外国人留学生入試） × ○

○
（ 文学
部、 法
学部、
共創学
環以
外）

× × × ○

○
（ 文学
部、 法
学部、
共創学
環の
み）

×

令和9 年
2 月2 5 日

教育学部は
2 月2 5 日・

2 6 日

大

学

入

学

共

通

テ

ス

ト

以

外

の

学

力

検

査

を

課

す

書

類

審

査

を

行

う

2 段階選抜 実技検査等

募集人員

個

別

学

力

検

査

等

の

日

程

　 　  2 .共創学環の総合型選抜Ⅰ（ Kuma moto探究入試【 地域課題解決挑戦型、 グ ロ ーバルリ ーダー育成型】 、 国際バカ ロ レ ア 入試、
　 　 　  海外在住者入試） 及び総合型選抜Ⅱ（ Kuma moto探究入試【 プレ ゼン テーショ ン 型】 ） 募集人員における （ 　 ） 内人数は、 そ
　 　 　  れぞれの合格者数の目安を 示す。

注） １ .「 Ⅰ」 は「 総合型選抜Ⅰ」 （ 大学入学共通テス ト を 課さ ない総合型選抜） を 示し 、 「 Ⅱ」 は「 総合型選抜Ⅱ」  （ 大学入学共
　 　 　  通テス ト を 課す総合型選抜）  を 示す。

大

学

入

学

共

通

テ

ス

ト

を

免

除

大

学

入

学

共

通

テ

ス

ト

を

課

す

共創学環

令和9 年
2 月2 5 日

小

論

文

を

課

す

そ

の

他

令和8 年
1 0 月2 4 日

備

 

 

 

 

 

 

 

 

考

Ⅰ

文学部、 教育学部、 法学部、
理学部、 医学部、 薬学部、
工学部、 情報融合学環、
共創学環

（ 帰国生徒入試）
工
学
部

法学部 若干名

各学科・ 課程
若干名

私費外国人留
学生入試と 合
わせて 3 人

  各学部・ 学環
　     若干名
（ 共創学環は
帰国生徒入試
と 合わせて ３
人）

第

一

段

階

選

抜

に

よ

る

合

格

者

数

（

募

集

人

員

に

対

す

る

倍

率
）

2 2
人

2 人

実

技

検

査

を

課

す

面

接

を

行

う

選抜方法等

学部等名 （ 選抜区分名等）
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〔 学校推薦型選抜Ⅰ・ Ⅱ〕
　

　 　 　 　 　

書

類

審

査

を

行

う

第

一

段

階

選

抜

に

よ

る

合

格

者

数

（

募

集

人

員

に

対

す

る

倍

率
）

実

技

検

査

を

課

す

面

接

を

行

う

小

論

文

を

課

す

そ

の

他

× × × ○ ○ ×

音楽 ○ （ 4 人程度）

美術 （ 3 人程度）

技術 （ 3 人程度）

家庭 （ 3 人程度）

○ 約2 倍 × ○ ○ ×

× × × ○ × ×

○

×

○

× × × ○ 〇 ×

× × × ○ ○ ×

医

学

部
保

健

学

科 検査技術科学専攻 Ⅱ
一般枠

学部・ 大学院

一体枠
4 人○ × ×

1 0 人

1 1 人

5 人

1 8 人

9 人

9 人

放射線技術科学専攻

×

1 0 人

3 1 人

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

（ ア ）

7 人

8 人

1 5 人

( 若干名)

2 1 人

( 若干名)

2 5 人

( 若干名)

3 2 人

( 若干名)

5 人

　  　 3 .工学部各学科等の（ イ ） は、 職業教育を 主と する 専門高校（ 学科） 及び総合学科の出身者を 対象と する 学校推薦

○

　 　  2 .教育学部共同教員養成課程小中連携教育コ ース 小学校主免専攻の実技系特色枠における （ 　 ） 内の人数は、 合格

注）  1 .「 Ⅰ」 は「 学校推薦型選抜Ⅰ」 （ 大学入学共通テス ト を 課さ ない推薦） を 示し 、 「 Ⅱ」 は「 学校推薦型選抜 Ⅱ」

　 　 　 （ 大学入学共通テス ト を 課す推薦） を 示す。

　 　 　  者数の目安を 示す。

共創学環

○ ××

××

×

工

学

部

×

× × ○ ×

( イ )

（ ア ）

( イ )

一般枠

女子枠

　 　 　  型選抜の選抜方法等及び募集人員を 示す。

○ ×

薬

学

部

×

教

育

学

部

法学部

創薬・ 生命薬科学科

土木建築学科

機械数理工学科

情報電気工学科

半導体デバイ ス 工学課程

材料・ 応用化学科

看護学専攻

○

理学部

×

情報融合学環 Ⅱ ○ × ×

×

×

× ○

××Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

×

×

×

×

×

○ ×

×

備

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

考

○ × × ○ × ×

×

× ×

××

○ ×

○ × ×

大

学

入

学

共

通

テ

ス

ト

を

課

す

×

×

大

学

入

学

共

通

テ

ス

ト

を

免

除

×

大

学

入

学

共

通

テ

ス

ト

以

外

の

学

力

検

査

を

課

す

×文学部

共

同

教

員

養

成

課

程

小中連携教育コ ース

小学校教育主免専攻

教育支援探究コ ース

特別支援教育専攻
養護教諭養成課程

養護教育コ ース 養護教育専攻

実技系

特色枠

Ⅱ

Ⅰ

地域枠

国際枠

Ⅱ

( イ )

（ ア ）

( イ )

（ ア ）

○

薬学科

×Ⅱ

医学科

×

Ⅱ ○

Ⅰ

Ⅱ

熊本医療枠

地域枠

みら い

医療枠

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

× ○

入学定員の一部について、 出身学校長の推薦に基づき 、 個別学

力検査を 免除し 調査書を 主な資料と し て判定する

2 段階選抜 実 技 検 査 等

募集人員

( イ )

（ ア ）

× ○

×

×

×

( 若干名)

2 5 人

8 人

5 人

1 3 人

6 人

8 人

3 5 人

2 0 人

8 人

選抜方法等

学部等名
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７ ． 入学者選抜の実施教科・ 科目等 

（ １ ） 一般選抜 

入学者選抜の実施教科・ 科目等 

  大学入学共通テス ト の利用教科・ 科目の成績は令和９ 年度大学入学共通テス ト の成績に限り ま す。  
 

学部等名 
学力検査
等の区分
・ 日程 

大学入学共通テス ト の利用教科・ 科目名 個 別 学 力 検 査 等 大学入学共通テス ト ・ 個別学力検査等の配点等 

教科 科 目 名 等 教科等 科 目 名 等 
２ 段階 
選 抜 

試験の区分 国 語 地 歴 公 民 数 学 理 科 外国語 情 報 小論文 実 技 面 接 
主体性 
（ ※）  

配 点 
合 計 

文学部 人文科学科 

前期 
 
2 月2 5 日 

 
国 
 
地歴 
 
 
公民 
 
 
数 
 
 
 
理 
 
 
外 
 
情 

 
国語･････1  
 
地総・ 地探、 歴総・ 日探、  
歴総・ 世探から 1 又は2  
 
公・ 倫、 公・ 政経から 1  
 
 
数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  
  
数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  
 
物基・ 化基・ 生基・ 地基、  
物、 化、 生、 地から 1  
 
英、 独、 仏、 中、 韓から 1  
 
情報Ⅰ･････1  
 

〔 6 教科又は7 教科8 科目〕  
 
 
 
＊ 「 物基・ 化基・ 生基・ 地基」 については、 2 つを 選択解答

する こ と で「 理科1 科目」 受験と する 。  

国 
 
 
外 
 
 

現代の国語・ 言語文化・ 論理国語・ 文学
国語・ 古典探究 
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表Ⅰ・ 論表
Ⅱ・ 論表Ⅲ、 独、 仏、 中から 1  

 

大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  1 0 0  5 0  1 0 0  5 0      5 0 0  

個別学力検査 2 0 0      2 0 0      1 0  4 1 0  

計 3 0 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  1 0 0  5 0  3 0 0  5 0     1 0  9 1 0  

後期 
 
3 月1 2 日 

その他 小論文（ 課題文を 題材と し て 設問し 、 読
解力、 理解力、 論理的思考力及び表現力
を みる 。 ）  

 

大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  1 0 0  5 0  1 0 0  5 0      5 0 0  

個別学力検査        3 0 0    1 0  3 1 0  

計 1 0 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  1 0 0  5 0  1 0 0  5 0  3 0 0    1 0  8 1 0  

※主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度  

から 2  
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学部等名 

学 力 検
査等の 
区分・  
日程 

大学入学共通テス ト の利用教科・ 科目名 個 別 学 力 検 査 等 大学入学共通テス ト ・ 個別学力検査等の配点等 

教科 科 目 名 等 教科等 科 目 名 等 
２ 段階 
選 抜 

試験の区分 国 語 地 歴 公 民 数 学 理 科 外国語 情 報 小論文 実 技 面 接 
主体性 
（ ※）  

配 点 
合 計 

教育学部 

共
同
教
員
養
成
課
程 

小
中
連
携
教
育
 
 
  

小学校教育 
主免専攻 

前期 
 
2月25日 
・ 26日 

 
国 
 
地歴 
 
 
公民 
 
 
数 
 
 
 
理 
 
 
外 
 
情 

 
国語･････1  
 
地総・ 地探、 歴総・ 日探、  
歴総・ 世探から 1 又は2  
 
公・ 倫、 公・ 政経から 1  
 
 
数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  
  
数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  
 
物基・ 化基・ 生基・ 地基、  
物、 化、 生、 地 
 
英、 独、 仏、 中、 韓から 1  
 
情報Ⅰ･････1  
 

〔 6 教科又は7 教科8 科目〕  
 
 
 
＊地歴と 公民から 1 科目以上、 理科から 1 科目以上と

し 、 こ れら の教科の中から 3 科目受験する こ と 。  
 なお、 「 物基・ 化基・ 生基・ 地基」 については、

2 つを 選択解答する こ と で「 理科1 科目」 受験と す
る 。  
ただし 、 共同教員養成課程小中連携教育コ ース 『
中学校教育主免専攻（ 理科） 』 志望者については
、 地歴と 公民から 1 科目及び、 理科の「 物基・ 化基
・ 生基・ 地基」 、  
｢物｣、 「 化」 、 「 生」 、 「 地」 の5 科目から 2 科目
を 受験する こ と 。  
ま た、 「 理科」 においては、 同一名称のつく 科目
（ 例： 物理基礎と 物理） を 選択する こ と はでき な
い。  

 

外 
 
 
国 
 
数 
 
その他 

英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・  
論表Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 
 
現代の国語・ 言語文化・ 論理 
国語・ 文学国語・ 古典探究 
数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
面接 

 大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  1 0 0  

*5 0  
/1 0 0  

1 0 0  5 0     

面 接 の
評 価 に
含 み ま
す。  

5 0 0  

個別学力検査 *1 5 0    *1 5 0   1 5 0     6 0  3 6 0  

計 
*1 0 0  
/2 5 0  

*5 0  
/1 0 0  

*5 0  
*1 0 0  
/2 5 0  

*5 0  
/1 0 0  

2 5 0  5 0    6 0  8 6 0  

中学校教育 
主免専攻 
（ 国語 
・ 社会 
・ 英語）  

前期 
 
2月25日 
・ 26日 

国 
 
 
外 
 
 
 
その他 

現代の国語・ 言語文化・ 論理 
国語・ 文学国語・ 古典探究 
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・  
論表Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 
 
 
面接 

 大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  1 0 0  

*5 0  
/1 0 0  

1 0 0  5 0     

面 接 の
評 価 に
含 み ま
す。  

5 0 0  

個別学力検査 1 5 0      1 5 0     6 0  3 6 0  

計 2 5 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  1 0 0  

*5 0  
/1 0 0  

2 5 0  5 0    6 0  8 6 0  

中学校教育 
主免専攻 
（ 数学）  

前期 
 
2月25日 
・ 26日 

数 
 
 
外 
 
 
 
その他 

数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・  
論表Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 
 
 
面接 

 大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  1 0 0  

*5 0  
/1 0 0  

1 0 0  5 0     

面 接 の
評 価 に
含 み ま
す。  

5 0 0  

個別学力検
査 

   1 5 0   1 5 0     6 0  3 6 0  

計 1 0 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  2 5 0  

*5 0  
/1 0 0  

2 5 0  5 0    6 0  8 6 0  

中学校教育 
主免専攻 
（ 理科）  

前期 
 
2月25日 
・ 26日 

数 
 
 
外 
 
 
 
その他 

数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・  
論表Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 
 
 
面接 

 大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  *5 0  *5 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  5 0     

面 接 の
評 価 に
含 み ま
す。  

5 0 0  

個別学力検査    1 5 0   1 5 0     6 0  3 6 0  

計 1 0 0  *5 0  *5 0  2 5 0  1 0 0  2 5 0  5 0    6 0  8 6 0  

中学校教育 
主免専攻 
（ 保健体育）  

前期 
 
2月25日 
・ 26日 

外 
 
 
国 
 
数 
 
その他 

英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・  
論表Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 
 
現代の国語・ 言語文化・ 論理 
国語・ 文学国語・ 古典探究 
数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
実技、 面接 

 大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  1 0 0  

*5 0  
/1 0 0  

1 0 0  5 0     

面 接 の
評 価 に
含 み ま
す。  

5 0 0  

個別学力検査 *1 5 0    *1 5 0   1 5 0    3 0 0  6 0  6 6 0  

計 
*1 0 0  
/2 5 0  

*5 0  
/1 0 0  

*5 0  
*1 0 0  
/2 5 0  

*5 0  
/1 0 0  

2 5 0  5 0   3 0 0  6 0  1 1 6 0  

教
育
支
援
探
究
 
 
  

発達支援専攻 

前期 
 
2月25日 
・ 26日 

外 
 
 
国 
 
数 
 
その他 

英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・  
論表Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 
 
現代の国語・ 言語文化・ 論理 
国語・ 文学国語・ 古典探究 
数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
面接 

 大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  1 0 0  

*5 0  
/1 0 0  

1 0 0  5 0     

面 接 の
評 価 に
含 み ま
す。  

5 0 0  

個別学力検査 *1 5 0    *1 5 0   1 5 0     6 0  3 6 0  

計 
*1 0 0  
/2 5 0  

*5 0  
/1 0 0  

*5 0  
*1 0 0  
/2 5 0  

*5 0  
/1 0 0  

2 5 0  5 0    6 0  8 6 0  

特別支援教育
専攻 

前期 
 
2月25日 
・ 26日 

外 
 
 
国 
 
数 
 
その他 

英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・  
論表Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 
 
現代の国語・ 言語文化・ 論理 
国語・ 文学国語・ 古典探究 
数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
面接 

 大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  1 0 0  

*5 0  
/1 0 0  

1 0 0  5 0     

面 接 の
評 価 に
含 み ま
す。  

5 0 0  

個別学力検査 *1 5 0    *1 5 0   1 5 0     6 0  3 6 0  

計 
*1 0 0  
/2 5 0  

*5 0  
/1 0 0  

*5 0  
*1 0 0  
/2 5 0  

*5 0  
/1 0 0  

2 5 0  5 0    6 0  8 6 0  

養
護
教
諭
養
成
課
程 

養
護
教
育
 
 
  

養護教育専攻 

前期 
 
2月25日 
・ 26日 

 数 
 
 
外 
 
 
 
その他 

数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・  
論表Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 
 
 
面接 

 大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  1 0 0  

*5 0  
/1 0 0  

1 0 0  5 0     

面 接 の
評 価 に
含 み ま
す。  

5 0 0  

個別学力検査    1 5 0   1 5 0     6 0  3 6 0  

計 1 0 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  2 5 0  

*5 0  
/1 0 0  

2 5 0  5 0    6 0  8 6 0  

※主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度 

 

 

 

から 1  

（ 2 教科解答可）  

から 1  

（ 2 教科解答可）  

から 1  

（ 2 教科解答可）  

から 1  

（ 2 教科解答可）  

から  
１ 又は２  

から  
１ 又は２  
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学部等名 
学力検査
等の区分
・ 日程 

大学入学共通テス ト の利用教科・ 科目名 個 別 学 力 検 査 等 大学入学共通テス ト ・ 個別学力検査等の配点等 

教科 科 目 名 等 教科等 科 目 名 等 
２ 段階 
選 抜 

試験の区分 国 語 地 歴 公 民 数 学 理 科 外国語 情 報 小論文 実 技 面 接 
主体性 
（ ※）  

配 点 
合 計 

法学部 法学科 

前期 
 
2 月2 5 日 

 
国 
 
地歴 
 
 
公民 
 
数 
 
 
理 
 
 

外 
 
情 

 
国語･････1  

地総・ 地探、 歴総・ 日探、  
歴総・ 世探から 1 又は2  
 
公・ 倫、 公・ 政経から 1        

数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  
数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  

物基・ 化基・ 生基・ 地基、  
物、 化、 生、 地から 1  

英、 独、 仏、 中、 韓から 1  
 
情報Ⅰ･････1  
 

〔 6 教科又は7 教科8 科目〕  
 
＊ 「 物基・ 化基・ 生基・ 地基」 については、 2 つを 選択解答
する こ と で「 理科1 科目」 受験と する 。  

国 
 
 
外 
 
 

現代の国語・ 言語文化・ 論理国
語・ 文学国語・ 古典探究 
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表
Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 
 

 

大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  1 0 0  5 0  1 0 0  5 0      5 0 0  

個別学力検査 2 0 0      2 0 0      1 0  4 1 0  

計 3 0 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  1 0 0  5 0  3 0 0  5 0     1 0  9 1 0  

後期 
 
3 月1 2 日 

その他 小論文（ 社会に 関する 関心の
度合い、 理解力、 思考力及び
表現力を みる 。 ）  

 

大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  1 0 0  5 0  1 0 0  5 0      5 0 0  

個別学力検査        2 0 0    1 0  2 1 0  

計 1 0 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  1 0 0  5 0  1 0 0  5 0  2 0 0    1 0  7 1 0  

理学部 理学科 

前期 
 
2 月2 5 日 

 
国 
 
地歴 
 
 
公民 
 
 
数 
 
 
理 
 
外 
 
情 

 
国語･････1  

地総・ 地探、 歴総・ 日探、  
歴総・ 世探 
 
公・ 倫、 公・ 政経 
 

数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  
数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  

物、 化、 生、 地から 2  

英、 独、 仏、 中、 韓から 1  

情報Ⅰ･････1  

 
〔 6 教科8 科目〕  

 

数 
 
 
理 
 
 
外 

数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・  
数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
物基・ 物、 化基・ 化、  
生基・ 生、 地基・ 地から 2  
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表
Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 

 

大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  *5 0  *5 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  2 0      4 7 0  

個別学力検
査 

   2 0 0  2 0 0  1 0 0      1 0  5 1 0  

計 1 0 0  *5 0  *5 0  3 0 0  3 0 0  2 0 0  2 0     1 0  9 8 0  

後期 
 
3 月1 2 日 

数 
 
 
理 
 

数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・  
数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
物基・ 物、 化基・ 化、  
生基・ 生、 地基・ 地 
 

 
※上記2 教科5 科目の中から  

試験当日に任意の2 科目を 選
択 

 

大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  *5 0  *5 0  1 0 0  1 0 0  2 0 0  2 0      5 7 0  

個別学力検査    
*6 0 0  

（ 1 科目3 0 0 ）  
     1 0  6 1 0  

計 1 0 0  *5 0  *5 0  8 0 0  2 0 0  2 0     1 0  1 ,1 8 0  

医学部 医学科 

前期 
 
2 月2 5 日 
・ 2 6 日 

 
国 
 
地歴 
 
 
公民 
 
 

数 
 
 
理 
 
外 
 
情 

 
国語･････1  

地総・ 地探、 歴総・ 日探、  
歴総・ 世探 
 
公・ 倫、 公・ 政経 
 
 
数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  
数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  

物、 化、 生から 2  

英、 独、 仏、 中、 韓から 1  

情報Ⅰ･････1  

 
〔 6 教科8 科目〕  

 

数 
 
 
理 
 
 
外 
 
 
その他 

数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・  
数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
物基・ 物、 化基・ 化、  
生基・ 生から 2  
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表
Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 
 
面接 約4 倍 

大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  *5 0  *5 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  5 0     

面 接 の
評 価 に
含 み ま
す。  

5 0 0  

個別学力検査    2 0 0  2 0 0  2 0 0     2 0 0  8 0 0  

計 1 0 0  *5 0  *5 0  3 0 0  3 0 0  3 0 0  5 0    2 0 0  1 ,3 0 0  

※主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度  

から 2  

から 1  

から 2  

から 1  
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学部等名 
学力検査
等の区分
・ 日程 

大学入学共通テス ト の利用教科・ 科目名 個 別 学 力 検 査 等 大学入学共通テス ト ・ 個別学力検査等の配点等 

教科 科 目 名 等 教科等 科 目 名 等 
２ 段階 
選 抜 

試験の区分 国 語 地 歴 公 民 数 学 理 科 外国語 情 報 小論文 実 技 面 接 
主体性 
（ ※）  

配 点 
合 計 

医学部 
保健学科 

看護学専攻 
前期 
 
2 月2 5 日 

 
国 
 
地歴 
 
 
公民 
 
 
数 
 
 
 
理 
 
外 
 
情 

 
国語･････1  
 
地総・ 地探、 歴総・ 日探、  
歴総・ 世探 
 
公・ 倫、 公・ 政経 
 
 
数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  
  
数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  
 
物、 化、 生から 2  
 
英、 独、 仏、 中、 韓から 1  
 
情報Ⅰ･････1  
 

〔 6 教科8 科目〕  

国 
 
 
数 
 
外 
 

現代の国語・ 言語文化・ 論理国
語・ 文学国語（ 古文・ 漢文を 除
く ）  
 
数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表
Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 

 

大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  *5 0  *5 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  5 0      5 0 0  

個別学力検査 1 0 0    2 0 0   2 0 0      1 0  5 1 0  

計 2 0 0  *5 0  *5 0  3 0 0  1 0 0  3 0 0  5 0     1 0  1 ,0 1 0  

放射線技術 
科学専攻 

前期 
 
2 月2 5 日 

数 
 
 
理 
 
 
外 
 

数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・  
数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
物基・ 物、 化基・ 化、  
生基・ 生から 1  
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表
Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 

 

大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  *1 0 0  *1 0 0  2 0 0  2 0 0  1 0 0  5 0      7 5 0  

個別学力検査    1 0 0  1 0 0  1 0 0      1 0  3 1 0  

計 1 0 0  *1 0 0  *1 0 0  3 0 0  3 0 0  2 0 0  5 0     1 0  1 ,0 6 0  

検査技術 
科学専攻 

前期 
 
2 月2 5 日 
・ 2 6 日 

数 
 
 
理 
 
 
外 
 
 
その他 

数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・  
数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
物基・ 物、 化基・ 化、  
生基・ 生から 2  
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表
Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 
 
面接 

 

大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  *1 0 0  *1 0 0  2 0 0  2 0 0  2 0 0  1 0 0     

面 接 の
評 価 に
含 み ま
す。  

9 0 0  

個別学力検
査 

   2 0 0  2 0 0  2 0 0     3 0 0  9 0 0  

計 1 0 0  *1 0 0  *1 0 0  4 0 0  4 0 0  4 0 0  1 0 0    3 0 0  1 ,8 0 0  

薬学部 

薬学科 

前期 
 
2 月2 5 日 
・ 2 6 日 

 
国 
 
地歴 
 
 
公民 
 
 
数 
 
 
 
理 
 
 
外 
 
情 

 
国語･････1  
 
地総・ 地探、 歴総・ 日探、  
歴総・ 世探 
 
公・ 倫、 公・ 政経 
 
 
数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  
  
数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  
 
化･････1  
物、 生から 1  
 
英、 独、 仏、 中、 韓から 1  
 
情報Ⅰ･････1  
 

〔 6 教科8 科目〕  

数 
 
 
理 
 
 
外 
 
 
その他 

数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・  
数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
［ 化基・ 化］ と  
［ 物基・ 物、 生基・ 生］ から 1  
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表
Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 
 
面接 

約4 倍 

大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  *5 0  *5 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  5 0     

面 接 の
評 価 に
含 み ま
す。  

5 0 0  

個別学力検査    2 0 0  2 0 0  2 0 0     1 0 0  7 0 0  

計 1 0 0  *5 0  *5 0  3 0 0  3 0 0  3 0 0  5 0    1 0 0  1 ,2 0 0  

創薬・ 生命 
薬科学科 

前期 
 
2 月2 5 日 
・ 2 6 日 

数 
 
 
理 
 
 
外 
 
 
その他 

数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・  
数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
［ 化基・ 化］ と  
［ 物基・ 物、 生基・ 生］ から 1  
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表
Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 
 
面接 

約4 倍 

大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  *5 0  *5 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  5 0     

面 接 の
評 価 に
含 み ま
す。  

5 0 0  

個別学力検査    2 0 0  2 0 0  2 0 0     1 0 0  7 0 0  

計 1 0 0  *5 0  *5 0  3 0 0  3 0 0  3 0 0  5 0    1 0 0  1 ,2 0 0  

※主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度 

 

から 1  

から 1  

から 2  
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学部等名 
学力検査
等の区分
・ 日程 

大学入学共通テス ト の利用教科・ 科目名 個 別 学 力 検 査 等 大学入学共通テス ト ・ 個別学力検査等の配点等 

教科 科 目 名 等 教科等 科 目 名 等 
２ 段階 
選 抜 

試験の区分 国 語 地 歴 公 民 数 学 理 科 外国語 情 報 小論文 実 技 面 接 
主体性 
（ ※）  

配 点 
合 計 

工学部 

土木建築学科 

前期 
 
2 月2 5 日 

 
国 
 
地歴 
 
 
公民 
 
 

数 
 
 
 
理 
 
外 
 
情 

 
国語･････1  
 
地総・ 地探、 歴総・ 日探、  
歴総・ 世探 
 
公・ 倫、 公・ 政経 
 
 
数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  
  
数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  
 
物、 化、 生、 地から 2  
 
英、 独、 仏、 中、 韓から 1  
 
情報Ⅰ･････1  
 

〔 6 教科8 科目〕  

数 
 
 
理 
 
 
外 

数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・  
数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
［ 物基・ 物］ と  
［ 化基・ 化、 生基・ 生］ から 1  
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表
Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 

 

大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  *5 0  *5 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  5 0      5 0 0  

個別学力検査    2 0 0  2 0 0  1 5 0      1 0  5 6 0  

計 1 0 0  *5 0  *5 0  3 0 0  3 0 0  2 5 0  5 0     1 0  1 ,0 6 0  

後期 
 
3 月1 2 日 

その他 小論文（ 土木・ 建築分野に関連
の深い問題について の意見や考
え 方を 論述・ 図示さ せる 。 そ れ
によ り 、 論理的な 思考力、 表現
力、 独創性及び専門分野に対す
る 関心や意欲など を みる 。 ）  

 

大学入学 
共通テス ト  

2 0 0  *1 0 0  *1 0 0  2 0 0  2 0 0  2 0 0  1 0 0      1 0 0 0  

個別学力検査        3 0 0    1 0  3 1 0  

計 2 0 0  *1 0 0  *1 0 0  2 0 0  2 0 0  2 0 0  1 0 0  3 0 0    1 0  1 ,3 1 0  

機械数理 
工学科 

前期 
 
2 月2 5 日 

数 
 
 
理 
 
 
外 

数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・  
数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
［ 物基・ 物］ と  
［ 化基・ 化、 生基・ 生］ から 1  
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表
Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 

 

大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  *5 0  *5 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  5 0      5 0 0  

個別学力検査    2 0 0  2 0 0  1 5 0      1 0  5 6 0  

計 1 0 0  *5 0  *5 0  3 0 0  3 0 0  2 5 0  5 0     1 0  1 ,0 6 0  

後期 
 
3 月1 2 日 

その他 面接 
（ 面接の参考のた め、 簡単な 筆
記試験を 課す。 ）  

 

大学入学 
共通テス ト  

2 0 0  *1 0 0  *1 0 0  2 0 0  2 0 0  2 0 0  1 0 0     
面 接 の
評 価 に
含 み ま
す。  

1 0 0 0  

個別学力検査          3 0 0  3 0 0  

計 2 0 0  *1 0 0  *1 0 0  2 0 0  2 0 0  2 0 0  1 0 0    3 0 0  1 ,3 0 0  

情報電気 
工学科 

前期 
 
2 月2 5 日 

数 
 
 
理 
 
 
外 

数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・  
数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
［ 物基・ 物］ と  
［ 化基・ 化、 生基・ 生］ から 1  
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表
Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 

 

大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  *5 0  *5 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  5 0      5 0 0  

個別学力検査    2 0 0  2 0 0  1 5 0      1 0  5 6 0  

計 1 0 0  *5 0  *5 0  3 0 0  3 0 0  2 5 0  5 0     1 0  1 ,0 6 0  

後期 
 
3 月1 2 日 

その他 面接 

 

大学入学 
共通テス ト  

2 0 0  *1 0 0  *1 0 0  2 0 0  2 0 0  2 0 0  1 0 0     
面 接 の
評 価 に
含 み ま
す。  

1 0 0 0  

個別学力検査          3 0 0  3 0 0  

計 2 0 0  *1 0 0  *1 0 0  2 0 0  2 0 0  2 0 0  1 0 0    3 0 0  1 ,3 0 0  

材料・ 応用
化学科 

前期 
 
2 月2 5 日 

数 
 
 
理 
 
 
外 

数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・  
数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
［ 化基・ 化］ と  
［ 物基・ 物、 生基・ 生］ から 1  
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表
Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 

 

大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  *5 0  *5 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  5 0      5 0 0  

個別学力検査    2 0 0  2 0 0  1 5 0      1 0  5 6 0  

計 1 0 0  *5 0  *5 0  3 0 0  3 0 0  2 5 0  5 0     1 0  1 ,0 6 0  

後期 
 
3 月1 2 日 

その他 面接 

 

大学入学 
共通テス ト  

2 0 0  *1 0 0  *1 0 0  2 0 0  2 0 0  2 0 0  1 0 0     
面 接 の
評 価 に
含 み ま
す。  

1 0 0 0  

個別学力検査          3 0 0  3 0 0  

計 2 0 0  *1 0 0  *1 0 0  2 0 0  2 0 0  2 0 0  1 0 0    3 0 0  1 ,3 0 0  

半導体デバイ
ス 工学課程 

前期 
 
2 月2 5 日 

数 
 
 
理 
 
 
外 

数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・  
数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
［ 物基・ 物］ と  
［ 化基・ 化、 生基・ 生］ から 1  
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表
Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 

 

大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  *5 0  *5 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  5 0      5 0 0  

個別学力検査    2 0 0  2 0 0  1 5 0      1 0  5 6 0  

計 1 0 0  *5 0  *5 0  3 0 0  3 0 0  2 5 0  5 0     1 0  1 ,0 6 0  

※主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度 

 

から 1  
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学部等名 
学力検査
等の区分
・ 日程 

大学入学共通テス ト の利用教科・ 科目名 個 別 学 力 検 査 等 大学入学共通テス ト ・ 個別学力検査等の配点等 

教科 科 目 名 等 教科等 科 目 名 等 
２ 段階 
選 抜 

試験の区分 国 語 地 歴 公 民 数 学 理 科 外国語 情 報 小論文 実 技 面 接 
主体性 
（ ※）  

配 点 
合 計 

情報融合学環 

文系型 
前期 
 
2 月2 5 日 

国 
 
地歴 
 
 
公民 
 
数 
 
 

理 
 
外 
 
情 

国語･････1  
 
地総・ 地探、 歴総・ 日探、  
歴総・ 世探から 1 又は2  
 
公・ 倫、 公・ 政経から 1  
 
数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  
数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  
 
物基・ 化基・ 生基・ 地基、 物、 化、 生、 地から １ 又は２  
 
英、 独、 仏、 中、 韓から 1  
 
情報Ⅰ･････1  

〔 6 教科又は7 教科8 科目〕  
 
＊地歴と 公民から 1 科目以上、 理科から 1 科目以上と し 、 こ れ

ら の教科の中から 3 科目受験する こ と 。  
  なお、 「 物基・ 化基・ 生基・ 地基」 については、 2 つを 選

択解答する こ と で「 理科1 科目」 受験と する 。  
ま た、 「 理科」 においては、 同一名称のつく 科目（ 例： 物
理基礎と 物理） を 選択する こ と はでき ない。  

数 
 
外 

数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表
Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 

 

大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  1 0 0  

*5 0  
/1 0 0  

1 0 0  5 0      5 0 0  

個別学力検査    2 0 0   3 5 0      1 0  5 6 0  

計 1 0 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  3 0 0  

*5 0  
/1 0 0  

4 5 0  5 0     1 0  1 ,0 6 0  

理系型 
前期 
 
2 月2 5 日 

国 
 
地歴 
 
 
公民 
 

数 
 
 
理 
 
外 
 
情 

国語･････1  
 
地総・ 地探、 歴総・ 日探、  
歴総・ 世探 
 
公・ 倫、 公・ 政経 
 
数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  
数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  
 
物、 化、 生、 地から 2  
 
英、 独、 仏、 中、 韓から 1  
 
情報Ⅰ･････1  

〔 6 教科8 科目〕  

数 
 
 

外 

数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・  
数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表
Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 

 

大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  *5 0  *5 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  5 0      5 0 0  

個別学力検査    3 0 0   2 5 0      1 0  5 6 0  

計 1 0 0  *5 0  *5 0  4 0 0  1 0 0  3 5 0  5 0     1 0  1 ,0 6 0  

共創学環 

A方式 
前期 
 
2 月2 5 日 

国 
 
地歴 
 
 
公民 
 
数 
 
 
理 
 
外 
 
情 

国語･････1  
 
地総・ 地探、 歴総・ 日探、  
歴総・ 世探から 1 又は2  
 
公・ 倫、 公・ 政経から 1  
 
数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  
数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  
 
物基・ 化基・ 生基・ 地基、 物、 化、 生、 地から １  
 
英、 独、 仏、 中、 韓から 1  
 
情報Ⅰ･････1  

〔 6 教科又は7 教科8 科目〕  
 
＊「 物基・ 化基・ 生基・ 地基」 について は、 2 つを 選択解答

する こ と で「 理科1 科目」 受験と する 。  

国 
 
 
 
外 

現代の国語・ 言語文化・ 論理国
語・ 文学国語（ 古文・ 漢文を 除
く ）  
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表
Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 

 

大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  1 0 0  5 0  1 0 0  5 0      5 0 0  

個別学力検査 1 0 0      2 0 0      1 0  3 1 0  

計 2 0 0  
*5 0  

/1 0 0  
*5 0  1 0 0  5 0  3 0 0  5 0     1 0  8 1 0  

Ｂ 方式 
前期 
 
2 月2 5 日 

国 
 
地歴 
 
 
公民 
 

数 
 
 
理 
 
外 
 
情 

国語･････1  
 
地総・ 地探、 歴総・ 日探、  
歴総・ 世探 
 
公・ 倫、 公・ 政経 
 
数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  
数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  
 
物、 化、 生、 地から 2  
 
英、 独、 仏、 中、 韓から 1  
 
情報Ⅰ･････1  

〔 6 教科8 科目〕  

数 
 
 
外 

数Ⅰ・ 数Ⅱ・  
数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ  
 
英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表
Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ 

 

大学入学 
共通テス ト  

1 0 0  *5 0  *5 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  5 0      5 0 0  

個別学力検査    2 0 0   1 0 0      1 0  3 1 0  

計 1 0 0  *5 0  *5 0  3 0 0  1 0 0  2 0 0  5 0     1 0  8 1 0  

※主体性を 持っ て多様な人々と 協働し て学ぶ態度 

から  

1 又は2  

から 1  

から 2  

から1 

- 38 -



 
 
【 大学入学共通テス ト の利用教科・ 科目名】 欄 

（ 1 ）「 地歴」 と 「 公民」 及び「 理科」 について選択解答さ せる 学部学科等において、 指定数以上の教

科・ 科目を 解答し ている 者の成績は、 第１ 解答科目を 採用し ま す。  

（ 2 ）「 地歴」 及び「 公民」 において、 ２ 科目選択する 場合、「 公・ 倫」 と 「 公・ 政経」 の組合せを 選択

する こ と はでき ま せん。  

（ 3 ）「 理科」 について選択解答さ せる 学部等において、「 物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」

を 選択する 場合は、 出題範囲（「 物理基礎」 ､「 化学基礎」、「 生物基礎」、「 地学基礎」） のう ち、 い

ずれか２ つを 選択解答し なければなり ま せん。  

（ 4 ）「 外国語」 において「 英語」 を 選択する 受験者は、 リ ーディ ン グと リ ス ニン グの双方を 解答し なけ

ればなり ま せん。（ リ ス ニン グ の免除を 許可さ れた者を 除く 。）  

（ 5 ） 教育学部及び情報融合学環（ 文系型） において、「 地歴」 と 「 公民」 及び「 理科」 の教科について、

４ 科目を 受験し ている 者は、 各々の教科の第 1 解答科目を 採用し 、 第２ 解答科目のう ち高得点の

科目を 採用し ま す。（ 教育学部共同教員養成課程小中連携教育コ ース 『 中学校教育主免専攻（ 理

科）』 志望者の選考では、 理科２ 科目と 、「 地歴」 と 「 公民」 の第１ 解答科目を 採用し ま す。）  

ま た、「 理科」 においては、「 物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」 において選択し た２ つ

と 、「 物理」、「 化学」、「 生物」、「 地学」 の４ 科目から 選択し た１ 科目は、 同一名称のつく 科目（ 例：

物理基礎と 物理） にする こ と はでき ま せん。 こ の組み合わせで受験し た場合は、 第２ 解答科目を

「 ０ 点」 と し て取り 扱いま す。  

（ 6 ） 教育学部、 理学部、 医学部医学科、 医学部保健学科、 薬学部、 工学部、 情報融合学環及び共創学

環（ B 方式） において、「 地歴」 と 「 公民」 について、 第 1 解答科目が当該学部の指定し た利用教

科･科目でなく 、第２ 解答科目が当該学部の指定し た利用教科･科目であ る 場合は、当該利用教科・

科目を 「 ０ 点」 と し て取り 扱いま す。  

 

【 個別学力検査等】 欄 

（ 1 ） 国語の出題範囲は次のと おり と し ま す。  

   ・ 文学部、 教育学部、 法学部：「 現代の国語」、「 言語文化」、「 論理国語」、「 文学国語」、「 古典探究」

と し ま す。  

   ・ 医学部（ 保健学科看護学専攻）、 共創学環（ A 方式）：「 現代の国語」、「 言語文化」、「 論理国語」、

「 文学国語」（ 古文・ 漢文を 除く ） と し ま す。  

（ 2 ） 数学の出題範囲は次のと おり と し ま す。  

   ・ 教育学部、 医学部（ 保健学科看護学専攻）、 情報融合学環（ 文系型）、 共創学環（ B 方式）： 数Ⅰ・

数Ⅱ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ と し 、 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ａ は全範囲、 数Ｂ は「 数列」、 数Ｃ は「 ベク ト ル」

と し ま す。  

   ・ 理学部、 医学部（ 保健学科看護学専攻を 除く 。）、 薬学部、 工学部、 情報融合学環（ 理系型）： 数

Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ と し 、 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・ 数Ａ は全範囲、 数Ｂ は「 数列」、 数

Ｃ は「 ベク ト ル」 及び「 平面上の曲線と 複素数平面」 と し ま す。  

（ 3 ） 理科の出題範囲は次のと おり と し ま す。  

     物理は、「 物理基礎」 と 「 物理」 を 併せた範囲と し ま す。  

   化学は、「 化学基礎」 と 「 化学」 を 併せた範囲と し ま す。  

     生物は、「 生物基礎」 と 「 生物」 を 併せた範囲と し ま す。  

     地学は、「 地学基礎」 と 「 地学」 を 併せた範囲と し ま す。  

（ 4 ） 外国語（ 英語） は、 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅰ、 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ、 英語コ ミ ュ ニケー

ショ ン Ⅲ、 論理・ 表現Ⅰ、 論理・ 表現Ⅱ、 論理・ 表現Ⅲを 出題範囲と し ま す。 ま た、 リ ス ニン グ

テス ト は行いま せん。  
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（ 5 ） 医学部医学科及び薬学部の入学志願者が、 前期日程において募集人員の約４ 倍を 超える 場合は、

２ 段階選抜を 実施する こ と があり ま す。  

（ 6 ） 教育学部（ 養護教諭養成課程を 除く 。） の前期日程は、 共同教員養成課程小中連携教育コ ース（ 小

学校教育主免専攻、 中学校教育主免専攻（ 国語、 社会、 英語、 数学、 理科、 保健体育）） 及び教育

支援探究コ ース（ 発達支援専攻、 特別支援教育専攻） の９ つの中から 第 2 志望ま で志望する こ と

ができ ま す（ 2 5 ページ参照）。  

ま た、 第２ 志望ま で受験を 希望する 者は、 第１ 志望の出題科目等に加えて第２ 志望の出題科目等

も 受験し なければなり ま せん。 教育学部の前期日程において、 選択教科の部分について指定数以

上の教科の解答を 可と し ま す。 指定数以上の教科を 解答し ている 場合は、 高得点の教科を 採用し

ま す。  

（ 7 ） 工学部の前期日程は、 学科等について第２ 志望ま で認めま す。  

ただし 、 第２ 志望ま で受験を 希望する 者で、 第１ 志望又は第２ 志望に材料・ 応用化学科を 志望す

る 場合には、 理科の科目と し て、「 物基・ 物」 と 「 化基・ 化」 を 選択し てく ださ い。  

 

 ○一般選抜（ 前・ 後期日程） の個別学力検査問題について 

（ 1 ） 本学のアド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーを 実現する ため必要と 認める 範囲で、「 入試過去問題活用宣言」

に参加し ている 大学「 提供大学」 の入試過去問題を 使用し て出題する こ と があ り ま す。  

（ 2 ） 入試過去問題を 使用する 際は、 そのま ま 使用する こ と も 、 一部改変する こ と も あ り ま す。 ま た、

使用し た過去問題については、 入試終了後、 受験生に分かる よ う な形で公表し ま す。  

（ 3 ）「 入試過去問題活用宣言」 についての詳細及び参加大学の一覧については、 次の URL にて公表し

ていま す。  

https ://w w w .nyushika komon.jp  

 

【 大学入学共通テス ト ・ 個別学力検査等の配点等】 欄 

（ 1 ） 配点に＊印を 付し てあ る 教科は選択教科を 示し ま す。  

（ 2 ） 大学入学共通テス ト で課す「 外国語『 英語』」 については、 リ ーディ ン グ（ １ ０ ０ 点満点） を ２ ０

０ 点満点に、 リ ス ニン グ（ １ ０ ０ 点満点） を ５ ０ 点満点に換算し 、 その合計点を ２ ０ ０ 点満点に

圧縮し たう えで、 学部等における 配点のと おり 換算し ま す。  

なお、 工学部及び薬学部においては、 リ ーディ ン グ（ １ ０ ０ 点満点） 及びリ ス ニン グ（ １ ０ ０ 点

満点） の成績を そのま ま ２ ０ ０ 点満点と し たう えで、 配点のと おり 換算し ま す。  

ま た、受験上の配慮によ り リ ス ニン グを 免除さ れた者については、リ ーディ ン グ（ １ ０ ０ 点満点）

を ２ ０ ０ 点満点に換算し たう えで、 学部等における 配点のと おり 換算し ま す。  

（ 3 ）「 数学」 及び「 理科」 について２ 科目を 課す学部等における １ 科目の配点は、 それぞれの合計点の

２ 分の１ です。  

 

実技検査の内容（ 教育学部）  

共同教員養成課程 小中連携教育コ ース  中学校教育主免専攻（ 保健体育）  

専攻等 検    査    内    容 

保健体育 

 

器械（ マッ ト ） 運動、 及び走・ 跳・ 投運動に関する 基礎的運動能力の実技試験を 課す。 

 ＊入学志願者は、 実技に必要な体育館シュ ーズ、 服装等は全て各自で準備する こ と 。  
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（ 2 ） 総合型選抜 

入試区分 ※ 学部・ 学環 ページ 

総合型選抜Ⅰ 
Kuma moto 探究入試 

【 地域課題解決挑戦型】  

共創学環 

4 2  

総合型選抜Ⅰ 
Kuma moto 探究入試 

【 グ ロ ーバルリ ーダー育成型】  
4 3  

総合型選抜Ⅱ 
Kuma moto 探究入試 

【 プレ ゼン テーショ ン 型】  
4 4  

総合型選抜Ⅰ 国際バカ ロ レ ア入試 4 5  

総合型選抜Ⅰ 海外在住者入試 4 6  

総合型選抜Ⅰ 社会人入試 医学部保健学科看護学専攻 4 7  

総合型選抜Ⅰ 帰国生徒入試 

法学部 

工学部 

共創学環 

4 8 ～5 1  

総合型選抜Ⅰ 私費外国人留学生入試 

文学部 

教育学部 

法学部 

理学部 

医学部 

薬学部 

工学部 

情報融合学環 

共創学環 

5 2 ～5 6  

  

※ 「 総合型選抜Ⅰ」： 大学入学共通テス ト を 課さ ない総合型選抜 

「 総合型選抜Ⅱ」： 大学入学共通テス ト を 課す総合型選抜 
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1 ） Kuma moto 探究入試【 地域課題解決挑戦型】（ 総合型選抜Ⅰ（ 大学入学共通テス ト を 課さ ない））  

実 施 学 部 等 名 共創学環 

区 分 【 地域課題解決挑戦型】  

募 集 人 員 
4 人程度※ 

※Kuma moto 探究入試、 国際バカ ロ レ ア入試、 海外在住者入試を 合わせて 2 2 人 

出 願 要 件 

本学が開講する 地域課題解決セミ ナーを 受講し 、 修了し た者であっ て、 次の 1 ）

～5 ） のいずれかに該当し 、 合格し た場合、 入学する こ と を 確約でき る も の 

1 ） 高等学校若し く は中等教育学校を 令和 7 年 3 月以降に卒業し た者及び令和 9

年 3 月卒業見込みの者 

2 ） 通常の課程によ る 1 2 年の学校教育を 令和 7 年 3 月以降に修了し た者及び令

和 9 年 3 月修了見込みの者 

3 ） 外国において学校教育における 1 2 年の課程を 令和 7 年 3 月以降に修了し た

者及び令和 9 年 3 月 3 1 日ま でに修了見込みの者 

4 ） 文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程を 有する も のと し て認定し た在

外教育施設の当該課程を 令和 7 年 3 月以降に修了し た者及び令和 9 年 3 月

3 1 日ま でに修了見込みの者 

5 ） 専修学校の高等課程（ 修業年限が 3 年以上である こ と その他の文部科学大臣

が定める 基準を 満たすも のに限る 。） で文部科学大臣が別に指定する も のを 文

部科学大臣が定める 日以後の令和 7 年 3 月以降に修了し た者及び令和 9 年 3

月 3 1 日ま でに修了見込みの者 

選 抜 方 法 等 
大学入学共通テス ト を 免除し 、 出願書類（ 志望理由書等） 及び面接の成績によ り

総合的に判定し ま す。  

出 願 期 間 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 9 月 2 8 日（ 月） ～令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 0 月 2 日（ 金） 

選 抜 期 日 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 0 月 2 4 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 1 月 2 日（ 月）  

そ の 他 

本学が開講する 地域課題解決セミ ナーは、 複数回の講義を オン ラ イ ン （ オン デマ

ン ド 形式） で受講後、 課さ れる 課題を 提出し 最終評価を 行いま す。 地域課題解決

セミ ナーの詳細については共創学環のウ ェ ブサイ ト で公表し ま す。 面接では、 本

学が開講する 地域課題解決セミ ナーの内容を 踏ま え、 質疑応答を 行いま す。  
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1 ） Kuma moto 探究入試【 グ ロ ーバルリ ーダー育成型】（ 総合型選抜Ⅰ（ 大学入学共通テス ト を 課さ ない））  

実 施 学 部 等 名 共創学環 

区 分 【 グ ロ ーバルリ ーダー育成型】  

募 集 人 員 
4 人程度※ 

※Kuma moto 探究入試、 国際バカ ロ レ ア入試、 海外在住者入試を 合わせて 2 2 人 

出 願 要 件 

本学が開講する グ ロ ーバル課題解決セミ ナーを 受講し 、 修了し た者であ っ て、 次

の 1 ） ～5 ） のいずれかに該当し 、 合格し た場合、 入学する こ と を 確約でき る も の 

1 ） 高等学校若し く は中等教育学校を 令和 7 年 3 月以降に卒業し た者及び令和 9

年 3 月卒業見込みの者 

2 ） 通常の課程によ る 1 2 年の学校教育を 令和 7 年 3 月以降に修了し た者及び令

和 9 年 3 月修了見込みの者 

3 ） 外国において学校教育における 1 2 年の課程を 令和 7 年 3 月以降に修了し た

者及び令和 9 年 3 月 3 1 日ま でに修了見込みの者 

4 ） 文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程を 有する も のと し て認定し た在

外教育施設の当該課程を 令和 7 年 3 月以降に修了し た者及び令和 9 年 3 月

3 1 日ま でに修了見込みの者  

5 ） 専修学校の高等課程（ 修業年限が 3 年以上である こ と その他の文部科学大臣

が定める 基準を 満たすも のに限る 。） で文部科学大臣が別に指定する も のを 文

部科学大臣が定める 日以後の令和 7 年 3 月以降に修了し た者及び令和 9 年 3

月 3 1 日ま でに修了見込みの者 

選 抜 方 法 等 
大学入学共通テス ト を 免除し 、 出願書類（ 志望理由書等） 及び面接の成績によ り

総合的に判定し ま す。  

出 願 期 間 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 9 月 2 8 日（ 月） ～令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 0 月 2 日（ 金） 

選 抜 期 日 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 0 月 2 4 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 1 月 2 日（ 月）  

そ の 他 

本学が開講する グ ロ ーバル課題解決セミ ナーは、 複数回の講義（ 一部英語によ る ）

を オン ラ イ ン （ オン デマン ド 形式） で受講後、 課さ れる 課題を 提出し 最終評価を

行いま す。 グ ロ ーバル課題解決セミ ナーの詳細については共創学環のウ ェ ブサイ

ト で公表し ま す。 面接では、 本学が開講する グ ロ ーバル課題解決セミ ナーの内容

を 踏ま え、 質疑応答を 行いま す。  
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1 ） Kuma moto 探究入試【 プレ ゼン テーショ ン 型】（ 総合型選抜Ⅱ（ 大学入学共通テス ト を 課す））  

実 施 学 部 等 名 共創学環 

区 分 【 プレ ゼン テーショ ン 型】  

募 集 人 員 
1 0 人程度※ 

※Kuma moto 探究入試、 国際バカ ロ レ ア入試、 海外在住者入試を 合わせて 2 2 人 

出 願 要 件 

次の 1 ） ～5 ） 及び 6 ） ～7 ） のいずれかに該当し 、 合格し た場合、 入学する こ と

を 確約でき る も の 

1 ） 高等学校若し く は中等教育学校を 令和 7 年 3 月以降に卒業し た者及び令和 9

年 3 月卒業見込みの者 

2 ） 通常の課程によ る 1 2 年の学校教育を 令和 7 年 3 月以降に修了し た者及び令

和 9 年 3 月修了見込みの者 

3 ） 外国において学校教育における 1 2 年の課程を 令和 7 年 3 月以降に修了し た

者及び令和 9 年 3 月 3 1 日ま でに修了見込みの者 

4 ） 文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程を 有する も のと し て認定し た在

外教育施設の当該課程を 令和 7 年 3 月以降に修了し た者及び令和 9 年 3 月

3 1 日ま でに修了見込みの者  

5 ） 専修学校の高等課程（ 修業年限が 3 年以上である こ と その他の文部科学大臣

が定める 基準を 満たすも のに限る 。） で文部科学大臣が別に指定する も のを 文

部科学大臣が定める 日以後の令和 7 年 3 月以降に修了し た者及び令和 9 年 3

月 3 1 日ま でに修了見込みの者 

6 ） 高等学校も し く は中等教育学校（ 後期課程） の教育課程内の授業等において

探究活動（ 課題研究） に取り 組んだ経験がある 者 

7 ） 教育課程外で探究活動に取り 組んだ経験がある 者（ 課題研究、 部活動、 委員

会活動、 課外活動、 自主活動など 活動の形式は問わない。）  

選 抜 方 法 等 

出願書類（ 志望理由書、 探究学習活動報告書、 探究学習の成果物等）、 面接（ プレ

ゼン テーショ ン 形式を 含む） の成績によ り 総合判定のう え合格内定者を 決定し 、

さ ら に令和 9 年度大学入学共通テス ト で指定する 以下の教科・ 科目の成績（ 素点）

の総得点が概ね 6 0 ％に達し た合格内定者を 最終合格者と し て決定し ま す。  

 

大学入学共通テス ト で受験を 要する 教科・ 科目等 

 国 ： 国語･････1  

数 ： 数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  

数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  

外 ： 英、 独、 仏、 中、 韓から 1  

情 ： 情報Ⅰ･････1  

 地歴： 地総・ 地探、 歴総・ 日探、 歴総・ 世探  

 公民： 公・ 倫、 公・ 政経 

 理 ： 物基・ 化基・ 生基・ 地基、 物、 化、 生、 地から 1  

〔 5 教科 6 科目〕  
＊ 地歴、 公民又は理科のう ち から 1 科目を 選択する こ と 。  

＊「 地歴」 と 「 公民」 及び「 理科」 について、 指定数以上の教科・ 科目を 解答し ている 者の成績は、 第 1

解答科目を 採用する 。 さ ら に、「 地歴」・「 公民」 と 「 理科」 の双方を 受験し た場合、 概ね 6 0 ％の判定

の際には、 得点の高い方を 採用する 。  

＊「 物基・ 化基・ 生基・ 地基」 について は、 2 つを 選択解答する こ と で「 理科 1  科目」 受験と する 。  

出 願 期 間 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 9 月 2 8 日（ 月） ～令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 0 月 2 日（ 金） 

選 抜 期 日 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 0 月 2 4 日（ 土）  

合格内定者発表日 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 1 月 2 日（ 月）  

合 格 発 表 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 1 0 日（ 水）  

そ の 他 
志願者数が募集人員の約 2 倍を 超える 場合は出願書類によ り 、 2 段階選抜を 実施
する こ と があ り ま す。  

から 1  
から 1  
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2 ） 国際バカ ロ レ ア入試（ 総合型選抜Ⅰ（ 大学入学共通テス ト を 課さ ない））  

実 施 学 部 等 名 共創学環 

募 集 人 員 
2 人程度※ 

※Kuma moto 探究入試、 国際バカ ロ レ ア入試、 海外在住者入試を 合わせて 2 2 人 

出 願 要 件 

次の 1 ） 及び 2 ） のいずれにも 該当し 、 合格し た場合、 入学する こ と を 確約でき る

も の 

1 ） ス イ ス 民法典に基づく 財団法人であ る 国際バカロ レ ア事務局から 国際バカ ロ

レ ア資格証書（ IB フ ルディ プロ マ） を 授与さ れた者及び令和 9 年 3 月 3 1 日

ま でに授与見込みの者で、 令和 9 年 3 月 3 1 日ま でに 1 8 歳に達する も の 

2 ） 国際バカ ロ レ ア資格の取得において、 次の①及び②に該当する 者 

①言語Ａ を 日本語によ り 履修し 、 成績評価が 4 以上の者又は言語Ｂ を 日本語

によ り 履修し 、 Hig he r Leve l で成績評価が 6 以上の者 

②グ ループ 3 ～5 から 1 科目を 履修し 、Hig he r Leve l で成績評価が 4 以上の

者 

選 抜 方 法 等 出願書類（ 志望理由書等） 及び面接の成績によ り 総合的に判定し ま す。  

出 願 期 間 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 9 月 2 8 日（ 月） ～令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 0 月 2 日（ 金） 

選 抜 期 日 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 0 月 2 4 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 1 月 2 日（ 月）  

そ の 他   
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3 ） 海外在住者入試（ 総合型選抜Ⅰ（ 大学入学共通テス ト を 課さ ない））  

実 施 学 部 等 名 共創学環 

募 集 人 員 
2 人程度※ 

※Kuma moto 探究入試、 国際バカ ロ レ ア入試、 海外在住者入試を 合わせて 2 2 人 

出 願 要 件 

日本国籍を 有し ない者、 かつ、 出願時において継続し て 1 年以上海外に在住し て

いる 者であっ て、 次の 1 ） ～7 ） のいずれか及び 8 ） に該当する も の 

1 ） 外国において、 学校教育における 1 2 年の課程を 修了し た者及び令和 9 年

（ 2 0 2 7 年） 3 月 3 1 日ま でに修了見込みの者又はこ れら に準ずる 者で文部科

学大臣の指定し たも の 

2 ） ス イ ス 民法典に基づく 財団法人であ る 国際バカロ レ ア事務局が授与する 国際

バカ ロ レ ア資格を 取得し た者 

3 ） ド イ ツ 連邦共和国の各州において大学入学資格と し て認めら れている アビ ト

ゥ ア資格を 取得し た者 

4 ） フ ラ ン ス 共和国において大学入学資格と し て認めら れている バカ ロ レ ア資格

を 取得し た者 

5 ） 英国において大学入学資格と し て認めら れている GCE-A レ ベル又は ICE－

A レ ベル資格を 取得し た者 

6 ） 国際的な評価団体（ WAS C、 CIS 、 ACS I、 NEAS C、 Cog nia 、 COBIS ） から

教育活動等に係る 認定を 受けた外国に所在する 教育施設に置かれる 1 2 年の課

程を 修了し た者及び令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 3 月 3 1 日ま でに修了見込みの者 

7 ） 欧州連合構成国において大学入学資格と し て認めら れている ヨ ーロ ピ アン ・

バカ ロ レ ア資格を 取得し た者 

8 ）「 日本語教育の参照枠」 において、 高度に自立し て日本語を 理解し 使用する こ

と ができ る 水準と さ れている B2 以上の能力を 有する と 証明する 者 

選 抜 方 法 等 出願書類（ 志望理由書等） 及び面接の成績によ り 総合的に判定し ま す。  

出 願 期 間 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 9 月 2 8 日（ 月） ～令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 0 月 2 日（ 金） 

選 抜 期 日 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 0 月 2 4 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 1 月 2 日（ 月）  

そ の 他 必要に応じ て、 面接試験を オン ラ イ ン で実施し ま す。  
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4 ） 社会人入試（ 総合型選抜Ⅰ（ 大学入学共通テス ト を 課さ ない））  

実 施 学 部 等 名 

医学部 保健学科 

看護学専攻 

募 集 人 員 2 人 

出 願 要 件 

 

大学入学資格を 有する 社会人で、 社会人経験（ 注） を 1 年以上有し 、 令和 9 年 

4 月 1 日現在で満 2 3 歳以上の者 

 

（ 注) 1 ． 定時制・ 通信制及び夜間部以外の学校（ 大学を 含む） の在学期間は社会

人の経験年数に含めない。  

2 ． 家事従事者・ 自営業等を 含む。  

選 抜 方 法 等 
大学入学共通テス ト を 免除し 、 調査書、 志望理由書、 英語、 小論文及び面接の成

績によ り 総合的に判定し ま す。  

出 願 期 間 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 7 月 1 5 日（ 水） ～令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 7 月 2 1 日（ 火） 

選 抜 期 日 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 8 月 2 8 日（ 金）  

合 格 発 表 日 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 9 月 1 0 日（ 木）  

そ の 他 
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5 ） 帰国生徒入試（ 総合型選抜Ⅰ（ 大学入学共通テス ト を 課さ ない））  

実 施 学 部 等 名 
法学部 法学科 

（ 法学・ 公共政策学コ ース ）  

募 集 人 員 若干名 

出 願 要 件 

日本国籍を 有する 者又は日本国の永住許可を 得ている 者であ っ て、 外国の学校教

育を 受けた、 次のいずれかに該当する も の 

1 ） 外国の教育機関において、 最終の学年を 含め 2 年以上継続し て学校教育を 受

け、 1 2 年の課程（ 日本における 通常の課程によ る 学校教育の期間を 含む） を 、

令和 7 年（ 2 0 2 5 年） 4 月 1 日から 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 3 月 3 1 日ま でに修

了（ 卒業） し た者及び修了（ 卒業） 見込みの者又はこ れら に準ずる 者で文部科

学大臣が指定し たも の 

  ただし 、 外国に設置さ れたも のであっ ても 、 日本の学校教育法に準拠し た教

育を 行っ ている 学校に在学し た者については、その期間を 外国において学校教

育を 受けたも のと はみなさ ない 

2 ） 外国において、 ス イ ス 民法典に基づく 財団法人であ る 国際バカロ レ ア事務局

が授与する 国際バカロ レ ア資格を 令和 7 年（ 2 0 2 5 年） 又は令和 8 年（ 2 0 2 6

年） に取得し た者 

3 ） ド イ ツ 連邦共和国の各州において大学入学資格と し て認めら れている アビ ト

ゥ ア資格を 令和 7 年（ 2 0 2 5 年） 又は令和 8 年（ 2 0 2 6 年） に取得し た者 

4 ） フ ラ ン ス 共和国において大学入学資格と し て認めら れている バカ ロ レ ア資格

を 令和 7 年（ 2 0 2 5 年） 又は令和 8 年（ 2 0 2 6 年） に取得し た者 

5 ） 英国において大学入学資格と し て認めら れている GCE－Aレ ベル又はICE－A 

レ ベル資格を 令和 7 年（ 2 0 2 5 年） 又は令和 8 年（ 2 0 2 6 年） に取得し た者 

6 )  国際的な評価団体（ WAS C、 CIS 、 ACS I、 NEAS C、 Cog nia 、 COBIS ） から

教育活動等に係る 認定を 受けた外国に所在する 教育施設において、最終学年を

含め 2 学年以上継続し て学校教育を 受け、 1 2 年の課程（ 日本における 通常の

課程によ る 学校教育の期間を 含む） を 、 令和 7 年（ 2 0 2 5 年） 4 月 1 日から 令

和 9 年（ 2 0 2 7 年） 3 月 3 1 日ま でに修了（ 卒業） し た者及び令和 9 年（ 2 0 2 7

年） 3 月 3 1 日ま でに修了（ 卒業） 見込みの者 

7 ） 欧州連合構成国において大学入学資格と し て認めら れている ヨ ーロ ピ アン ・

バカ ロ レ ア資格を 令和 7 年( 2 0 2 5 年) 又は令和 8 年( 2 0 2 6 年) に取得し た者 

選 抜 方 法 等 

出願書類（ 令和 7 年（ 2 0 2 5 年） 1 月 1 日以降に受験し た TOEFL-iBT、 TOEIC 

L&R、 IELTS のいずれかのス コ ア の提出を 含みま す。 た だし 、 TOEFL-ITP 、

TOEIC-IP のス コ アは認めま せん。）、 個別学力検査（ 国語）、 書類審査及び面接の

成績によ り 総合的に判定し ま す。  

※個別学力検査（ 国語） は、 一般選抜（ 前期日程） における 個別学力検査と 同一

の試験を 課し ま す。 出題範囲は次のと おり と し ま す。   

現代の国語・ 言語文化・ 論理国語・ 文学国語（ 古文・ 漢文を 除く ）  

出 願 期 間 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 2 5 日（ 月） ～令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 3 日（ 水）  

選 抜 期 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 2 5 日（ 木）  

合 格 発 表 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 3 月 1 0 日（ 水）  

そ の 他  
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実 施 学 部 等 名 

工        学        部 

土木建築学科 
機械数理 

工学科 

情報電気 

工学科 

材料・ 応用 

化学科 

半導体デバイ

ス 工学課程 

募 集 人 員 若干名 

出 願 要 件 

日本国籍を 有する 者又は日本国の永住許可を 得ている 者であ っ て、 外国の学校教

育を 受けた、 次のいずれかに該当する も の 

1 ）  外国の教育機関において、 最終の学年を 含め 2 年以上継続し て学校教育を

受け、 1 2 年の課程（ 日本における 通常の課程によ る 学校教育の期間を 含む）

を 、 令和 7 年（ 2 0 2 5 年） 4 月 1 日から 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 3 月 3 1 日ま で

に修了（ 卒業） し た者及び修了（ 卒業） 見込みの者又はこ れら に準ずる 者で文

部科学大臣が指定し たも の 

   ただし 、 外国に設置さ れたも のであっ ても 、 日本の学校教育法に準拠し た教

育を 行っ ている 学校に在学し た者については、その期間を 外国において学校教

育を 受けたも のと はみなさ ない 

2 ）  外国において、ス イ ス 民法典に基づく 財団法人であ る 国際バカロ レ ア事務局

が授与する 国際バカロ レ ア資格を 令和 7 年（ 2 0 2 5 年） 又は令和 8 年（ 2 0 2 6

年） に取得し た者 

3 ）  ド イ ツ 連邦共和国の各州において大学入学資格と し て認めら れている ア ビ

ト ゥ ア資格を 令和 7 年（ 2 0 2 5 年） 又は令和 8 年（ 2 0 2 6 年） に取得し た者 

4 ）  フ ラ ン ス 共和国において大学入学資格と し て認めら れている バカ ロ レ ア 資

格を 令和 7 年（ 2 0 2 5 年） 又は令和 8 年（ 2 0 2 6 年） に取得し た者 

5 ）  英国において大学入学資格と し て認めら れている GCE－Aレ ベル又はICE－

A レ ベル資格を 令和7 年（ 2 0 2 5 年） 又は令和8 年（ 2 0 2 6 年） に取得し た者 

6 )  国際的な評価団体（ WAS C、 CIS 、 ACS I、 NEAS C、 Cog nia 、 COBIS ） から

教育活動等に係る 認定を 受けた外国に所在する 教育施設において、最終学年を

含め 2 学年以上継続し て学校教育を 受け、 1 2 年の課程（ 日本における 通常の

課程によ る 学校教育の期間を 含む） を 、 令和 7 年（ 2 0 2 5 年） 4 月 1 日から 令

和 9 年（ 2 0 2 7 年） 3 月 3 1 日ま でに修了（ 卒業） し た者及び令和 9 年（ 2 0 2 7

年） 3 月 3 1 日ま でに修了（ 卒業） 見込みの者 

7 )  欧州連合構成国において大学入学資格と し て認めら れている ヨ ーロ ピ アン・

バカ ロ レ ア資格を 令和 7 年( 2 0 2 5 年) 又は令和 8 年( 2 0 2 6 年) に取得し た者 

選 抜 方 法 等 

出願書類（ 令和 7 年（ 2 0 2 5 年） 1 月 1 日以降に受験し た TOEFL-iBT、 TOEIC 

L&R、 IELTS のいずれかのス コ ア の提出を 含みま す。 た だし 、 TOEFL-ITP 、

TOEIC-IP のス コ アは認めま せん。）、 個別学力検査（ 5 0 ページ参照） 及び面接の

成績によ り 総合的に判定し ま す。  

出 願 期 間 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 2 5 日（ 月） ～令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 3 日（ 水）  

選 抜 期 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 2 5 日（ 木）  

合 格 発 表 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 3 月 1 0 日（ 水）  

そ の 他 
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帰国生徒入試学力検査実施教科・ 科目等（ 工学部）  

学 科 等 名 入学志願者に解答さ せる 教科・ 科目名等 その他 

土 木 建 築 学 科 

数（ 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ）  

理（ 「 物基・ 物」 と 「 化基・ 化、 生基・ 生から 1 」 ）  

面 接 一般選抜（ 前

期日程） に お

け る 個別学力

検査と 同一の

試験を 課す。  

（ 注）1 及び 2

を 併せて 参照

する こ と 。  

機 械 数 理 工 学 科 

情 報 電 気 工 学 科 

材 料 ・ 応 用 化 学 科 

数（ 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ）  

理（ 「 化基・ 化」 と 「 物基・ 物、 生基・ 生から 1 」 ）  

面 接 

半導体デバイ ス 工学課程 
数（ 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ）  

理（ 「 物基・ 物」 と 「 化基・ 化、 生基・ 生から 1 」 ）  

面 接 

（ 注） 1 ． 数学の出題範囲は、 次のと おり と し ま す。  

       数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ と し 、 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・ 数Ａ は全範囲、 数Ｂ は「 数

列」 、 数Ｃ は「 ベク ト ル」 及び「 平面上の曲線と 複素数平面」 と し ま す。  

2 ． 令和 7 年（ 2 0 2 5 年） 1 月 1 日以降に受験し た TOEFL-iBT、 TOEIC L&R、 IELTS のいずれ

かのス コ アの提出が必要です。（ TOEFL-ITP、 TOEIC-IP のス コ アは認めま せん。）  
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実 施 学 部 等 名 共創学環 

募 集 人 員 私費外国人留学生入試と 合わせて 3 人 

出 願 要 件 

日本国籍を 有する 者又は日本国の永住許可を 得ている 者であ っ て、 外国の学校教

育を 受けた、 次のいずれかに該当する も の 

1 ）  外国の教育機関において、 最終の学年を 含め 2 年以上継続し て学校教育を

受け、 1 2 年の課程（ 日本における 通常の課程によ る 学校教育の期間を 含む）

を 、 令和 7 年（ 2 0 2 5 年） 4 月 1 日から 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 3 月 3 1 日ま で

に修了（ 卒業） し た者及び修了（ 卒業） 見込みの者又はこ れら に準ずる 者で文

部科学大臣が指定し たも の 

ただし 、 外国に設置さ れたも のであっ ても 、 日本の学校教育法に準拠し た教

育を 行っ ている 学校に在学し た者については、その期間を 外国において学校教

育を 受けたも のと はみなさ ない 

2 ）  外国において、ス イ ス 民法典に基づく 財団法人であ る 国際バカロ レ ア事務局

が授与する 国際バカロ レ ア資格を 令和 7 年（ 2 0 2 5 年） 又は令和 8 年（ 2 0 2 6

年） に取得し た者 

3 ）  ド イ ツ 連邦共和国の各州において大学入学資格と し て認めら れている ア ビ

ト ゥ ア資格を 令和 7 年（ 2 0 2 5 年） 又は令和 8 年（ 2 0 2 6 年） に取得し た者 

4 ） フ ラ ン ス 共和国において大学入学資格と し て認めら れている バカ ロ レ ア資格

を 令和 7 年（ 2 0 2 5 年） 又は令和 8 年（ 2 0 2 6 年） に取得し た者 

5 ）  英国において大学入学資格と し て認めら れている GCE－A レ ベル又は ICE

－A レ ベル資格を 令和 7 年（ 2 0 2 5 年） 又は令和 8 年（ 2 0 2 6 年） に取得し た

者 

6 ）  国際的な評価団体（ WAS C、 CIS 、 ACS I、 NEAS C、 Cog nia 、 COBIS ） か

ら 教育活動等に係る 認定を 受けた外国に所在する 教育施設において、最終学年

を 含め 2 学年以上継続し て学校教育を 受け、 1 2 年の課程（ 日本における 通常

の課程によ る 学校教育の期間を 含む） を 、 令和 7 年（ 2 0 2 5 年） 4 月 1 日から

令和 9 年（ 2 0 2 7 年）3 月 3 1 日ま でに修了（ 卒業）し た者及び令和 9 年（ 2 0 2 7

年） 3 月 3 1 日ま でに修了（ 卒業） 見込みの者 

7 ） 欧州連合構成国において大学入学資格と し て認めら れている ヨ ーロ ピ アン ・

バカ ロ レ ア資格を 令和 7 年( 2 0 2 5 年) 又は令和 8 年( 2 0 2 6 年) に取得し た者 

選 抜 方 法 等 

出願書類（ 令和 7 年（ 2 0 2 5 年） 1 月 1 日以降に受験し た TOEFL-iBT、 TOEIC 

L&R、 IELTS のいずれかのス コ ア の提出を 含みま す。 た だし 、 TOEFL-ITP 、

TOEIC-IP のス コ アは認めま せん。）、 小論文、 書類審査及び面接の成績によ り 総

合的に判定し ま す。  

出 願 期 間 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 2 5 日（ 月） ～令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 3 日（ 水）  

選 抜 期 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 2 5 日（ 木）  

合 格 発 表 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 3 月 1 0 日（ 水）  

そ の 他  
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6 ） 私費外国人留学生入試（ 総合型選抜Ⅰ（ 大学入学共通テス ト を 課さ ない））  

（ 1 ） 出願資格 

 日本国籍を 有し ない者で、 かつ、 独立行政法人日本学生支援機構が実施する 2 0 2 6 年度日本留学試験

を 受験し た者のう ち、 次のいずれかに該当する も の 

 ただし 、 医学部医学科については日本語の読解の得点が 1 2 0 点以上、 聴解・ 聴読解の得点が 1 2 0 点

以上、理科の得点がそれぞれ 6 0 点以上及び数学が 1 2 0 点以上を 満たし ている こ と 。工学部及び共創学

環については総合得点が 5 0 ％以上を 満たし ている こ と 。 情報融合学環については理科を 除く 科目の総

合得点が 5 0 ％以上を 満たし ている こ と 。  

① 外国において、 学校教育における 1 2 年の課程を 修了し た者及び令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 3 月 3 1 日

ま でに修了見込みの者又はこ れら に準ずる 者で文部科学大臣の指定し たも の 

② ス イ ス 民法典に基づく 財団法人であ る 国際バカ ロ レ ア 事務局が授与する 国際バカ ロ レ ア 資格を 取

得し た者 

③ ド イ ツ 連邦共和国の各州において大学入学資格と し て認めら れている ア ビ ト ゥ ア 資格を 取得し た

者 

④ フ ラ ン ス 共和国において大学入学資格と し て認めら れている バカロ レ ア資格を 取得し た者 

⑤ 英国において大学入学資格と し て認めら れている GCE－A レ ベル又は ICE－A レ ベル資格を 取得

し た者 

⑥ 国際的な評価団体（ WAS C、 CIS 、 ACS I、 NEAS C、 Cog nia 、 COBIS ） から 教育活動等に係る 認定

を 受けた外国に所在する 教育施設に置かれる 1 2 年の課程を 修了し た者及び令和 9 年（ 2 0 2 7 年）

3 月 3 1 日ま でに修了見込みの者 

⑦ 欧州連合構成国において大学入学資格と し て認めら れている ヨ ーロ ピ アン・ バカ ロ レ ア資格を 取得

し た者 

（ 注）  出身国の学制によ り 年数が不足し ている など 、 出願資格を 満たし ていないも のは事前相談を 行

いま すので、 下記の期限ま でに連絡し てく ださ い。  

連絡締切日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 1 2 日（ 火） ま で 

問合せ先  熊本大学学生支援部入試課 

電話： 0 9 6 -3 4 2 -2 1 4 8 、 月～金曜日（ 休日を 除く 。）、 8 時 3 0 分～1 7 時 1 5 分 

E-Ma il： nyushi@ jimu.kuma moto-u.a c.jp  

（ 2 ） 募集人員 

 各学部・ 学環と も 若干名 ※共創学環は、 帰国生徒入試と 合わせて 3 人 
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（ 3 ） 志望方法 

 各学部及び学環の志望方法は次のと おり です。  

※ 教育学部について第 2 志望ま で受験を 希望する 場合は、第 1 志望の出題科目等に加えて第 2 志望の

出題科目等も 受験し なければなり ま せん。  

学 部 等 志  望  方  法 

文 学 部 人文科学科を 志望し てく ださ い。  

教 

育 

学 

部 

共同教員養成課程 

小中連携教育コ ース （ 小学校教育主免専攻、 中学校教育主免専攻（ 国語、

社会、 英語、 数学、 理科、 保健体育））、 教育支援探究コ ース （ 発達支援専

攻、 特別支援教育専攻） の 9 つの中から 第 2 志望ま で志望する こ と がで

き ま す。  

養護教諭養成課程 他の課程・ コ ース 等と 併せて志望する こ と はでき ま せん。  

法 学 部 法学科を 志望し てく ださ い。  

理 学 部 理学科を 志望し てく ださ い。  

医 

学 

部 

医 学 科 医学科を 志望し てく ださ い。  

保 健 学 科 
3 専攻（ 看護学専攻、 放射線技術科学専攻、 検査技術科学専攻） の中から

1 専攻を 志望し てく ださ い。 第 2 志望は認めま せん。  

薬 学 部 
薬学科、 創薬・ 生命薬科学科のど ちら かを 志望し てく ださ い。 第 2 志望は

認めま せん。  

工 学 部 

4 学科・ 1 課程（ 土木建築学科、 機械数理工学科、 情報電気工学科、 材料・

応用化学科、 半導体デバイ ス 工学課程） の中から 1 つを 志望し てく ださ

い。 第 2 志望は認めま せん。  

情 報 融 合 学 環 情報融合学環を 志望し てく ださ い。  

共 創 学 環 共創学環を 志望し てく ださ い。  

 

- 53 -



（ ４ ） 入学者選抜方法等

物理 化学 生物

文系 ○ ○
コ ース 1 ･コ ース 2

から ど ちら か1 つを

自由選択

－ － － 自由選択

小 学 校 教 育 主 免 専 攻

発達支援専攻

特別支援教育専攻

文系 ○ ○ コ ース 1 － － － 日本語

理系 ○ － コ ース 2 自由選択

コ ース 2

コ ース 1

理系 ○ － コ ース 2 － － － 自由選択

文系 ○ ○

コ ース 1 ･コ ース 2

から ど ち ら か1 つ

を 自由選択

－ － － 自由選択

　 （ 注1 ） 入学志願者は、 志望する 学部が指定する 日本留学試験の文系又は理系分野の科目を 受験し な け ればな り ま せん。

　 　 　 　 ※　 日本留学試験について は、 下記に照会し て く ださ い。

　 　 　 　 　 　 　 　 照会先　 　 〒1 5 3 -8 5 0 3 　 東京都目黒区駒場4 －5 －2 9

（ ５ ） その他

コ ース 2

共 創 学 環

－

6 月／1 1 月

日本語

自由選択コ ース 2
化学と

１ 科目選択

－ －

2 科目自由選択

コ ース 2

－

2 科目自由選択

2 科目自由選択

コ ース 1

○

放 射 線 技 術 科 学 専 攻

文系 ○ ○

法 学 部

理 学 部

○ －

医

　

学

　

部

－

材 料 ・ 応 用 化 学 科

教

　

育

　

学

　

部

理系 ○

理系

　 　 入学者の選抜は、 2 0 2 6 年度日本留学試験の成績及び本学が実施する 個別学力検査等の成績・ 書類審査を 総合し て 行いま す。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 選抜方法等 利

用

系

日

本

語

総

合

科

目

数　 学

理科

出題言語 成績利用
本学が課す

個別学力検査等
　 学　 部　 等

養護教諭養成課程

養護教育コ ース 養護教育専攻

検 査 技 術 科 学 専 攻

保

健

学

科

看 護 学 専 攻

小

中

連

携

教

育

コ
ー

ス

中学校教育主免専攻

（ 数学、 理科）

　 　 詳細について は、 令和8 年（ 2 0 2 6 年） 1 1 月下旬に本学ウ ェ ブサイ ト で公表する 「 令和9 年度（ 2 0 2 7 年度） 熊本大学総合

　 型選抜Ⅰ（ 私費外国人留学生入試） 学生募集要項」 を 確認し て く ださ い。

○ － 自由選択

機 械 数 理 工 学 科

情 報 電 気 工 学 科

半 導 体 デ バ イ ス 工 学 課 程

                                          電話　 0 3 -6 4 0 7 -7 4 5 7

                                          独立行政法人 日本学生支援機構 留学生事業部 留学試験課　

　 （ 注2 ） 数学について

　 　 　 　 　 コ ース 1 …文系学部及び数学を 必要と する 程度が比較的少な い理系学部用

　 　 　 　 　 コ ース 2 …数学を 高度に必要と する 学部用

土 木 建 築 学 科

理系

情 報 融 合 学 環

                                          h ttp s ://w w w .ja s s o .g o .jp /ryug a ku/e ju/ind e x.h tm l

一般選抜（ 前期

日程） におけ る

個別学力検査と

同一の試験を 課

す。

た だ し 、 文 学

部、 法学部及び

共 創 学 環 は 除

く 。

（ 個別学力検査

実施教科・ 科目

等について は、

5 5 ～ 5 6 ペ ージ

を 参照し て く だ

さ い。 ）

文 学 部

医 学 科

理系 ○

共

同

教

員

養

成

課

程

小

中

連

携

教

育

コ
ー

ス

中学校教育主免専攻

（ 国語、 社会、 英語、

保健体育）

教

育

支

援

探

究

コ
ー

ス

○

工

　

学

　

部

創 薬 ・ 生 命 薬 科 学 科
－

薬

学

部

自由選択

薬 学 科

（ 注２ ）（ 注１ ）
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（ ６ ） 個別学力検査実施教科・ 科目等

入　 学　 志　 願　 者　 に　 解　 答　 さ 　 せ　 る

教　 　 科　 　 ・ 　 　 科　 　 目　 　 名　 　 等

小論文（ 出題の一部は英語の文章と する ）

面  接

中 学 校 教 育 主 免 専 攻

（ 国 語 、 社 会 、 英 語 ）

国（ 現代の国語・ 言語文化・ 論理国語・ 文学国語・ 古典探究）

外 （ 英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ）

面　 接

中 学 校 教 育 主 免 専 攻

（ 保 健 体 育 ）

外 （ 英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ）

国 （ 現代の国語・ 言語文化・ 論理国語・ 文学国語・ 古典探究）

数 （ 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ）

面　 接

実　 技

中 学 校 教 育 主 免 専 攻

（ 数 学 、 理 科 ）

小論文

面　 接

数 （ 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ）

理 （ 物基・ 物、 化基・ 化、 生基・ 生、 地基・ 地から 2 ）

外 （ 英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ）

面　 接

（ 注）

3

参照

数 （ 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ）

理 （ 物基・ 物、 化基・ 化、 生基・ 生から 2 ）

外 （ 英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ）

面　 接

（ 注）

3

参照

国 （ 現代の国語・ 言語文化・ 論理国語・ 文学国語（ 古文・ 漢文を 除く ） ）

数 （ 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ）

外 （ 英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ）

面　 接

（ 注）

2

3

参照

数 （ 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ）

理 （ 物基・ 物、 化基・ 化、 生基・ 生から 1 ）

外 （ 英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ）

面　 接

数（ 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ）

理（ 物基・ 物、 化基・ 化、 生基・ 生から 2 ）

外（ 英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ）

面　 接

理 学 部

医

 

学

 

部

医 学 科

保

健

学

科

看 護 学 専 攻

（ 注）

3

 参照

放 射 線 技 術 科 学 専 攻

検 査 技 術 科 学 専 攻

法 学 部

その他学　 部　 等　 名

外 （ 英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ）

国 （ 現代の国語・ 言語文化・ 論理国語・ 文学国語・ 古典探究）

数 （ 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ）

面　 接

教

 

育

 

学

 

部

共

同

教

員

養

成

課

程

小中連携教育コ ース

　 小学校教育主免専攻

小

中

連

携

教

育

コ
ー

ス

養護教諭養成課程

養護教育コ ース 養護教育専攻

文 学 部

（ 注）

1

2

3

参照

教育支援探究コ ース

　 発達支援専攻

　 特別支援教育専攻

数 （ 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ）

外 （ 英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ）

面　 接

から１
（ ２ 教科解答可）

から１
（２教科解答可）
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入　 学　 志　 願　 者　 に　 解　 答　 さ 　 せ　 る

教　 　 科　 　 ・ 　 　 科　 　 目　 　 名　 　 等
その他学　 部　 等　 名

数 （ 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ）

理 （ 「 化基・ 化」 と 「 物基・ 物、 生基・ 生から 1 」 ）

面　 接

数 （ 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ）

理 （ 「 物基・ 物」 と 「 化基・ 化、 生基・ 生から 1 」 ）

面　 接

数（ 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ）

外（ 英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ）

面　 接

（ 注）

3

参照

小論文

面　 接

　 　 ※　 個別学力検査で課す「 外国語（ 英語） 」 について、 リ ス ニン グ テス ト は行いま せん。

　 　 　 3 ． 数学の出題範囲は、 次のと おり と し ま す。

　 　 　 　   ・ 教育学部、 医学部（ 保健学科看護学専攻） ： 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ と し 、 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ａ は全範囲、 数Ｂ は

　 　 　   　 「 数列」 、 数Ｃ は「 ベク ト ル」 と し ま す。
　 　 　 　   ・ 理学部、 医学部（ 保健学科看護学専攻を 除く 。 ） 、 薬学部、 工学部、 情報融合学環： 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・

　 　 　 　   数Ｃ と し 、 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・ 数Ａ は全範囲、 数Ｂ は「 数列」 、 数Ｃ は「 ベク ト ル」 及び「 平面上の曲線と 複素数平面」

　 　 　 　   と し ま す。

　 　 　 2 ． 国語の出題範囲は次のと おり と し ま す。
　 　 　 　   ・ 教育学部： 「 現代の国語」 、 「 言語文化」 、 「 論理国語」 、 「 文学国語」 、 「 古典探究」 と し ま す。

　 　 　 　   ・ 医学部（ 保健学科看護学専攻） ： 「 現代の国語」 、 「 言語文化」 、 「 論理国語」 、 「 文学国語」 （ 古文・ 漢文を 除く ）

　 　 　 　   と し ま す。

　 　 　 4 ． 工学部では、 令和7 年（ 2 0 2 5 年） １ 月１ 日以降に受験し たTOEFL-iBT、 TOEIC L& R、 IELTS のいずれかのス コ ア の提出

　 　 　   が必要です。 （ TOEFL-ITP、 TOEIC-IPのス コ ア は認めま せん。 ）

数 （ 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ）

理 （ 「 物基・ 物」 と 「 化基・ 化、 生基・ 生から 1 」 ）

面　 接

（ 注）

3

参照

機 械 数 理 工 学 科

半 導 体 デ バ イ ス 工 学 課 程

情 報 電 気 工 学 科

材 料 ・ 応 用 化 学 科

共 創 学 環

（ 注） 1 ． 教育学部（ 養護教諭養成課程を 除く 。 ） は、 第２ 志望ま で認めま す（ 5 3 ページ参照） 。

　 　 　 　   なお、 第2 志望ま で受験を 希望する 者は、 第1 志望の出題科目等に加え て第2 志望の出題科目等も 受験し なければなり ま せ

　 　 　   ん。

　 　 　 　   選択教科の部分については、 指定数以上の教科の解答を 可と し ま す。 指定数以上の教科を 解答し ている 場合は、 高得点の

　 　 　   教科を 採用し ま す。

　 　 　 　   教育学部の面接試験では、 一般的な面接と 希望する 課程に関する 面接を 行いま す。

（ 注）

3

参照
創 薬 ・ 生 命 薬 科 学 科

情 報 融 合 学 環

工

　

学

　

部

土 木 建 築 学 科

薬

学

部

薬 学 科 数 （ 数Ⅰ・ 数Ⅱ・ 数Ⅲ・ 数Ａ ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ）

理 （ 「 化基・ 化」 と 「 物基・ 物、 生基・ 生から 1 」 ）

外（ 英コ Ⅰ・ 英コ Ⅱ・ 英コ Ⅲ・ 論表Ⅰ・ 論表Ⅱ・ 論表Ⅲ）

面　 接
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（ ３ ） 学校推薦型選抜 

入試区分 ※ 学部・ 学環 ページ 

学校推薦型選抜Ⅰ 

文学部 5 8  

法学部 5 9 ～6 1  

共創学環 6 2  

学校推薦型選抜Ⅱ 

教育学部 6 3 ～6 8  

理学部 6 9  

医学部医学科 7 0 ～7 3  

医学部保健学科 7 4 ～7 6  

薬学部 7 7  

工学部 7 8 ～7 9  

情報融合学環 8 0 ～8 1  

  

※ 「 学校推薦型選抜Ⅰ」： 大学入学共通テス ト を 課さ ない学校推薦型選抜 

「 学校推薦型選抜Ⅱ」： 大学入学共通テス ト を 課す学校推薦型選抜 
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学校推薦型選抜Ⅰ（ 大学入学共通テス ト を 課さ ない）  

実 施 学 部 等 名 文学部 人文科学科 

募 集 人 員 2 5 人 

出 願 要 件 

推薦人員は、 一つの学校から 3 人ま でと し ま す。  

志望学科への入学の意志が強固な者で、 次の 1 ) ～3 ) の全ての要件を 満たすも

の 

1 ）  次のいずれかに該当する 者 

  ①  高等学校（ 特別支援学校の高等部を 含む。） 又は中等教育学校を 令和 

9 年 3 月卒業見込みの者（ 令和 8 年度中に卒業を 認めら れる 者を 含む。）

  ②  高等専門学校の第 3 学年を 令和 9 年 3 月修了見込みの者 

  ③  文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程又は相当する 課程を 有す 

る も のと し て認定又は指定し た在外教育施設の当該課程を 令和 9 年 3 月 

修了見込みの者（ 令和 8 年度中に修了を 認めら れる 者を 含む。）  

2 ）  上記 1 ) の教育施設における 全体の学習成績の状況が 4 .0 以上であっ て、

人物・ 能力及び適性等について当該学校長が責任を 持っ て推薦でき る 者 

3 ）  合格し た場合、 入学する こ と を 確約でき る 者 

選 抜 方 法 等 
大学入学共通テス ト を 免除し 、 推薦書、 調査書、 志望理由書、 小論文及び面接

の成績によ り 総合的に判定し ま す。  

出 願 期 間 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 1 月 2 日（ 月） ～令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 1 月 6 日（ 金） 

選 抜 期 日 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 1 月 2 1 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 2 月 4 日（ 金）  

そ の 他 
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学校推薦型選抜Ⅰ（ 大学入学共通テス ト を 課さ ない）  

実 施 学 部 等 名 法学部 法学科 

募 集 人 員 3 5 人 

出 願 要 件 

推薦人員は、 一つの学校から 3 人ま でと し ま す。  

志望学科への入学の意志が強固な者で、 次の 1 ) ～3 ) の全ての要件を 満たすも

の 

1 ）  次のいずれかに該当する 者 

  ①  高等学校（ 特別支援学校の高等部を 含む。） 又は中等教育学校を 令和 8  

年 3 月以降に卒業し た者及び令和 9 年３ 月卒業見込みの者 

  ②  高等専門学校の第 3 学年を 令和 9 年 3 月修了見込みの者 

  ③  文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程又は相当する 課程を 有す

る も のと し て認定又は指定し た在外教育施設の当該課程を 令和 8 年３ 月

以降に卒業し た者及び令和 9 年 3 月修了見込みの者 

2 ）  学業・ 人物と も に優れており 、 かつ、 人間社会に対する 関心が強く 、 様々 

な問題を 社会科学的観点から 分析・ 解決し ていこ う と する 熱意と 意欲を も つ

人物と し て、 当該学校長が責任を 持っ て推薦でき る 者 

3 ）  合格し た場合、 入学する こ と を 確約でき る 者 

選 抜 方 法 等 

大学入学共通テス ト を 免除し 、 出願書類（ 推薦書、 調査書、 志望理由書）、 小論

文及び面接の成績によ り 総合的に判定し ま す。  

ま た、 グ ロ ーバル教育を 重視する ため、 英語資格・ 検定試験の成績を 別途記載

する 「 ス コ ア換算表」 に基づき 、 点数化し 加点し ま す。  

出 願 期 間 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 1 月 2 日（ 月） ～令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 1 月 6 日（ 金） 

選 抜 期 日 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 1 月 2 1 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 2 月 4 日（ 金）  

そ の 他 
志願者数が募集人員の約 2 倍を 超える 場合は、 出願書類によ り 、 2 段階選抜を

実施する こ と があ り ま す。  
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法学部学校推薦型選抜Ⅰにおける 英語資格・ 検定試験の利用方法について 

 

（ １ ） 利用でき る 英語資格・ 検定試験の要件等 

利用でき る 英語資格・ 検定試験の種類は、 次の（ ２ ） 対象と なる 英語資格・ 検定試験及び換算表

のと おり です。  

ス コ アは、 高等学校等の入学年以降に受験し たも のから 出願期限ま でに提出でき る 試験を 対象と

し ま す。  

なお、 複数の英語資格・ 検定試験を 受験し ている 場合は、 最も 高い評価と なる 成績のみを 対象と

し ま す。  

（ ※英語資格・ 検定試験の受験は、 出願要件ではあ り ま せん。 当該試験を 受験し ていない場合で

あ っ ても 本選抜へ出願する こ と は可能です。 ）  

 

（ ２ ） 対象と なる 英語資格・ 検定試験及び換算表 

【 ス コ ア換算表】  

※ TOEIC L&R 及び TOEIC S &W については、 TOEIC S &W ス コ アを 2 .5 倍し て TOEIC L&R のス コ

アと 合算し たス コ アで判定し ま す。  

 

（ ３ ） 加点方法（ 配点）  

志願者から 提出さ れた英語資格・ 検定試験のス コ アを 上記「 ス コ ア換算表」 に基づき 換算し 、 加点

し ま す。  

 

（ ４ ） ス コ ア証明書等の提出における 注意事項 

次のと おり 出願時に各英語資格・ 検定試験において必要な証明書等を 提出し てく ださ い。  

なお、 複数の英語資格・ 検定試験のス コ アを 提出する こ と も 可能ですが、 最も 高い評価と なる 成

績のみを 「 英語資格・ 検定試験によ る 加点」 の対象と し ま す。  

 

得 点 
実用英語 

技能検定 

（ 英検）  

GTEC IELTS  TEAP 

TOEFL 

iBT 

( 2 0 2 6 年 

1 月 2 0 日

以前実施

の試験)  

TOEFL 

iBT 

( 2 0 2 6 年

1 月 2 1 日

以降実施

の試験)  

TOEIC 
 L& R／ 
TOEIC  
S & W 

TOEIC 
Brid g e  
L& R／ 
TOEIC  

Brid g e  

S & W 

ケ ン ブリ ッ ジ 

英語検定 

２ ０  
3 4 0 0  

|  

2 6 0 0   

1 4 0 0  
|  

1 3 5 0  

9 .0  
|  

7 .0  

4 0 0  
|  

3 7 5  

1 2 0  
|  

9 5  

6 .0  
|  

5 .0  

1 9 9 0  
|  

1 8 4 5  
 

2 3 0  
|  

1 8 0  

１ ５  
2 5 9 9  

|  

2 3 0 0  

1 3 4 9  
|  

1 1 8 0  

6 .5  
|  

5 .5  

3 7 4  
|  

3 0 9  

9 4  
|  

7 2  

4 .5  
|  

4 .0  

1 8 4 0  
|  

1 5 6 0  
 

1 7 9  
|  

1 6 0  

１ ０  
2 2 9 9  

|  

1 9 5 0  

1 1 7 9  
|  

9 3 0  

5 .0  
|  

4 .0  

3 0 8  
|  

2 2 5  

7 1  
|  

4 2  

3 .5  
|  

3 .0  

1 5 5 5  
|  

1 1 5 0  

2 0 0  
|  

1 7 0  

1 5 9  
|  

1 4 0  

５  
1 9 4 9  

|  

1 7 0 0   

9 2 9  
|  

6 8 0  
 

2 2 4  
|  

1 3 5  
 

 1 1 4 5  
|  

6 2 5  

1 6 9  
|  

1 2 9  

1 3 9  
|  

1 2 0  
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英語資格・ 検定試験名 必要と なる 証明書類（ 成績証明書等は写し も 可と する 。 ）  

実用英語技能検定 

（ 英検）  

「 合格証明書」 （ 和文・ 英文と も に可）  

 又は「 英検CS Eス コ ア証明書」  又は「 個人成績表」   

※以下の試験を 対象と し ま す。 級の合格・ 不合格にかかわら ず、

英検 CS E ス コ アで判定し ま す。  

「 従来型の実用英語技能検定（ 英検）」、  

「 英検 S -Inte rview 」、「 英検 S -CBT」、「 英検 CBT」  

GTEC 
「 GTEC Of f icia l S core  Ce rtif ica te」   

※CBT タ イ プと 検定版を 対象と し ま す。  

IELTS  

「 IELTS  Te s t Report Form」 （ 成績証明書）   

※以下の試験を 対象と し ま す。  

Inte rna tiona l Eng lish  La ng ua g e  Te sting  S ys tem ( IELTS )   

「 アカデミ ッ ク ・ モジュ ール」、  

Compute r-de live red  IELTS  Aca demic IELTS  f or UKVI   

「 アカデミ ッ ク ・ モジュ ール」  

TEAP （ 4 技能）  「 成績表」   

TOEFL iBT 

「 TOEFL Inte rne t-ba sed  Te st Ta ke r S core  Report」   

※TOEFL iBT テス ト の Test Da te  ス コ アのみを 出願ス コ アと

し て利用し ま す。  

※My Be st TM ス コ アは利用し ま せん。  

※TOEFL iBT テス ト Home  Ed it ion 及び S pecia l Home  Ed ition

は利用し ま せん。  

TOEIC L&R ＋ TOEIC 

S &W 

以下の①及び②の両方を 提出し てく ださ い。  

①「 TOEIC Lis te n ing  &  Rea d ing  Of f ic ia l S core  Ce rt if ica te 」   

② 「 TOEIC S pe a king  &  Writ ing  Of f ic ia l S core  Ce rt if ica te 」   

※TOEIC Lis ten ing  &  Rea d ing  Te sts  及び TOEIC S pea king  

&  Writ ing  Te sts  の両方の認定証が必要です。  

TOEIC S pea king  &  Writing  Tes ts  のス コ アを 2 .5  倍にし て、 

TOEIC Lis te ning  &  Rea d ing  Te sts のス コ アと 合算し ま す。  

TOEIC P rog ra m IP テス ト （ 団体受験） の成績は利用し ま せん。 

TOEIC Brid g e  L&R ＋ 

TOEIC Brid g e  S &W 

以下の①及び②の両方を 提出し てく ださ い。  
①「 TOEIC Brid g e  Lis te n ing  &  Re a d ing  Of f ic ia l S core  Ce rt i
f ica te 」   
②「 TOEIC Brid g e  S pe a king  &  Writ ing  Of f ic ia l S core  Ce rt if  
ica te 」   
※TOEIC Brid g e  Lis tening  &  Rea d ing  Te s ts  及び TOEIC 
Brid g e  S pe a king  &  Writ ing  Te s ts  の両方の認定証が必要で
す。  
TOEIC Prog ra m IP テス ト （ 団体受験） の成績は利用し ま せん。 

ケ ン ブリ ッ ジ英語検定 

「 S ta te ment of  Re su lts 」（ 結果ス テート メ ン ト ）又は「 Cert if ica te 」

（ 認定証）   

※以下の試験を 対象と し ま す。  

「 C2  P rof icie ncy」、「 C1  Adva nced」、「 B2  Firs t / B2  Firs t f or 

S chools」、「 B1  P re lim ina ry / B1  Pre limina ry f or S chools」、  

「 A2  Key / A2  Key f or S chools」  

※Ling ua skill は利用し ま せん。  
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学校推薦型選抜Ⅰ（ 大学入学共通テス ト を 課さ ない）  

実 施 学 部 等 名 共創学環 

募 集 人 員 1 5 人 

出 願 要 件 

推薦人員は、 一つの学校から 2 人ま でと し ま す。  

入学の意志が強固な者で、 次の 1 ) ～3 ) の全ての要件を 満たすも の 

1 ）  次のいずれかに該当する 者 

  ①  高等学校（ 特別支援学校の高等部を 含む。） 又は中等教育学校を 令和 

9 年 3 月卒業見込みの者（ 令和 8 年度中に卒業を 認めら れる 者を 含む。）

  ②  高等専門学校の第 3 学年を 令和 9 年 3 月修了見込みの者 

  ③  文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程又は相当する 課程を 有す 

る も のと し て認定又は指定し た在外教育施設の当該課程を 令和 9 年 3 月 

修了見込みの者（ 令和 8 年度中に修了を 認めら れる 者を 含む。）  

2 ）  上記 1 ) の教育施設における 全体の学習成績の状況が 4 .0 以上であっ て、

人物・ 能力及び適性等について当該学校長が責任を 持っ て推薦でき る 者 

3 ）  合格し た場合、 入学する こ と を 確約でき る 者 

選 抜 方 法 等 
大学入学共通テス ト を 免除し 、 推薦書、 調査書、 志望理由書、 小論文及び面接

の成績によ り 総合的に判定し ま す。  

出 願 期 間 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 1 月 2 日（ 月） ～令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 1 月 6 日（ 金） 

選 抜 期 日 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 1 月 2 1 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 8 年（ 2 0 2 6 年） 1 2 月 4 日（ 金）  

そ の 他 
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学校推薦型選抜Ⅱ（ 地域枠）（ 大学入学共通テス ト を 課す）  

実 施 学 部 等 名 
教育学部 共同教員養成課程 

小中連携教育コ ース  小学校教育主免専攻 

募 集 人 員 8 人 

出 願 要 件 

推薦人員は、 一つの学校から 3 人ま でと し ま す。 なお、 学校推薦型選抜Ⅱ（ 国際枠）
及び（ 実技系特色枠） と の併願はでき ま せん。  

次の 1 ) ～6 ) ま での全ての要件を 満たすも の 

1 ）  次のいずれかに該当する 者 

① 高等学校（ 特別支援学校の高等部を 含む。） 又は中等教育学校を 令和 8 年 3 月
以降に卒業し た者又は令和 9 年 3 月卒業見込みの者 

② 高等専門学校の第 3 学年を 令和 9 年 3 月修了見込みの者 

③ 文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程又は相当する 課程を 有する も のと
し て認定又は指定し た在外教育施設の当該課程を 令和 8 年 3 月以降に修了し た者
又は令和 9 年 3 月修了見込みの者 

2 ）  上記 1 ） の教育施設における 学習成績の状況が 3 .7 以上であっ て、 人物・ 能力及
び適性等について当該学校長が責任を も っ て推薦でき る 者 

3 )  将来、 熊本県採用小学校教員と し て教職に就く こ と を 強く 希望し 、 学校のみなら
ず地域社会に貢献し よ う と する 強い意志を 有する 者 

4 )  熊本市を 除く 県内地域において情熱を 持っ て勤務する こ と を 志す者 

5 ）  令和 9 年度大学入学共通テス ト の 6 教科又は７ 教科 8 科目以上（ 選抜方法等欄
参照） を 受験し た者 

6 ）  合格し た場合、 入学する こ と を 確約でき る 者 

選 抜 方 法 等 

大学入学共通テス ト 、 推薦書、 調査書及び面接の成績によ り 総合的に判定し ま す。  
なお、 面接においては本選抜の実施目的を 考慮し 、 特に熊本市を 除く 県内地域への教
育に対する 熱意及び当該地域の小学校教員と し て定着でき る 可能性等の観点から 資質
等を 評価し ま す。  

大学入学共通テス ト で受験を 要する 教科・ 科目 
 国 ： 国語･････1  

地歴： 地総・ 地探、 歴総・ 日探、 歴総・ 世探から 1 又は 2  
 公民： 公・ 倫、 公・ 政経から 1  
 数 ： 数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  

数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  
 理 ： 物基・ 化基・ 生基・ 地基、 物、 化、 生、 地から 1 又は 2             
 外 ： 英、 独、 仏、 中、 韓から 1  

 情 ： 情報Ⅰ･････1  
〔 6 教科又は 7 教科 8 科目〕  

＊ 地歴と 公民から 1 科目以上、 理科から 1 科目以上と し 、 こ れら の教科の中から 3 科目受験する こ と 。  

な お、「 物基・ 化基・ 生基・ 地基」 について は、 2 つを 選択解答する こ と で「 理科 1 科目」 受験と する 。  

   ま た、「 理科」 において は、 同一名称のつく 科目（ 例： 物理基礎と 物理） を 選択する こ と はでき な い。  

出 願 期 間 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 1 8 日（ 月） ～令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 2 2 日（ 金）  

選 抜 期 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 6 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 1 0 日（ 水）  

そ の 他 

※本選抜は、 各地域の創生には資質・ 能力の高い小学校教員の円滑な確保が望ま れる
こ と 等を 背景と し て実施する も のです。  

し たがっ て、 将来的に熊本県採用小学校教員と し て採用さ れた後は、 熊本市を 除く
県内のど の地域においても 勤務する こ と を 志し 、 地域経済や社会の変化、 人口減少等
の課題に対し て教育面から 解決し 、 新たな発展に貢献し よ う と する 強い意欲等を 持つ
者を 対象と し ま す。  

ま た、 入学後は、 熊本県の学校教育の状況や県内各地域の小学校の魅力を 伝える こ
と を 目的と する 、 熊本県教育委員会と 連携し た講義と 熊本市を 除く 県内地域の指定さ
れた小学校における 教育実習を 履修する こ と になり ま す。  

から 1 又は 2  
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学校推薦型選抜Ⅱ（ 国際枠）（ 大学入学共通テス ト を 課す）  

実 施 学 部 等 名 
教育学部 共同教員養成課程 

小中連携教育コ ース  小学校教育主免専攻 

募 集 人 員 ５ 人 

出 願 要 件 

学校推薦型選抜Ⅱ（ 地域枠） 及び（ 実技系特色枠） と の併願はでき ま せん。  

志望専攻への入学の意志が強固な者で、 次の 1 ) ～6 ) の全ての要件を 満たすも の。  

1 ）  次のいずれかに該当する 者 

 ① 高等学校（ 特別支援学校の高等部を 含む。） 又は中等教育学校を 令和 8 年 3 月

以降に卒業し た者又は令和 9 年 3 月卒業見込みの者 

 ②  高等専門学校の第 3 学年を 令和 9 年 3 月修了見込みの者 

③ 文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程又は相当する 課程を 有する も の

と し て認定又は指定し た在外教育施設の当該課程を 令和 8 年 3 月以降に修了し

た者又は令和 9 年 3 月修了見込みの者 

2 ）  上記 1 ） の教育施設における 学習成績の状況が 3 .7 以上であっ て、 人物・ 能力及

び適性等について当該学校長が責任を も っ て推薦でき る 者 

3 )  将来、 熊本県及び熊本市採用小学校教員と し て教職に就く こ と を 強く 希望し 、 特

に教育の国際化に貢献し よ う と する 強い意志を 有する 者 

4 )  入学後は、教育の国際化に特化し た英語によ る イ マージョ ン 教育を 実践形式で学

ぶこ と を 希望する 者 

5 ）  令和 9 年度大学入学共通テス ト の 6 教科又は７ 教科 8 科目以上（ 選抜方法等欄

参照） を 受験し た者 

6 ）  合格し た場合、 入学する こ と を 確約でき る 者 

選 抜 方 法 等 

大学入学共通テス ト 、 推薦書、 調査書及び面接の成績によ り 総合的に判定し ま す。  

なお、 面接においては本選抜の実施目的を 考慮し 、 特に熊本県内の教育の国際化に対

する 熱意及び当該地域の小学校教員と し て定着でき る 可能性等の観点から 資質等を 評

価し ま す。  

 

大学入学共通テス ト で受験を 要する 教科・ 科目 
 国 ： 国語･････1  

地歴： 地総・ 地探、 歴総・ 日探、 歴総・ 世探から 1 又は 2  
 公民： 公・ 倫、 公・ 政経から 1  
 数 ： 数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  

数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  
 理 ： 物基・ 化基・ 生基・ 地基、 物、 化、 生、 地から 1 又は 2             
 外 ： 英、 独、 仏、 中、 韓から 1  

情 ： 情報Ⅰ･････1   
〔 6 教科又は 7 教科 8 科目〕  

＊ 地歴と 公民から 1 科目以上、 理科から 1 科目以上と し 、 こ れら の教科の中から 3 科目受験する こ と 。  

な お、「 物基・ 化基・ 生基・ 地基」 について は、 2 つを 選択解答する こ と で「 理科 1 科目」 受験と する 。  

   ま た、「 理科」 において は、 同一名称のつく 科目（ 例： 物理基礎と 物理） を 選択する こ と はでき な い。  

出 願 期 間 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 1 8 日（ 月） ～令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 2 2 日（ 金）  

選 抜 期 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 6 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 1 0 日（ 水）  

そ の 他 

※本選抜は、 教育の国際化に対応する ために、 日本の学習指導要領に基づく 英語によ
る イ マージョ ン 教育に興味を 持ち、 さ ら に専門性を 高めたいと いう 意志のあ る 学生を
確保する ために実施する も のです。  

ま た、 入学後は、 本学附属学校国際ク ラ ス や熊本県及び熊本市の外国人児童を 受け
入れている 拠点校での教育実習や海外の教育機関での教育研修を 予定し ていま す。  

から 1 又は 2   
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学校推薦型選抜Ⅱ（ 実技系特色枠）（ 大学入学共通テス ト を 課す）  

実 施 学 部 等 名 
教育学部 共同教員養成課程 

小中連携教育コ ース  小学校教育主免専攻 

募 集 人 員 
※（  ） 内の人数

は、 それぞれの合

格者数の目安を 示

す。  

1 ３ 人 

音楽 美術 技術 家庭 

（ 4 人程度）  （ 3 人程度）  （ ３ 人程度）  （ ３ 人程度）  

出 願 要 件 

学校推薦型選抜Ⅱ（ 地域枠） 及び（ 国際枠） と の併願はでき ま せん。  

【 音楽、 美術、 技術、 家庭】  

志望専攻への入学の意志が強固な者で、 次の 1 ) ～4 ) の全ての要件を 満たすも の 

1 ）  次のいずれかに該当する 者 

 ① 高等学校（ 特別支援学校の高等部を 含む。） 又は中等教育学校を 令和 8 年 3 月

以降に卒業し た者又は令和 9 年 3 月卒業見込みの者 

 ②  高等専門学校の第 3 学年を 令和 9 年 3 月修了見込みの者 

  ③ 文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程又は相当する 課程を 有する も の

と し て認定又は指定し た在外教育施設の当該課程を 令和 8 年 3 月以降に修了し

た者又は令和 9 年 3 月修了見込みの者 

2 ）  上記 1 ） の教育施設における 全体の学習成績の状況が 3 .7 以上であ っ て、 人物・

能力及び適性等について当該学校長が責任を も っ て推薦でき る 者 

3 ）  令和 9 年度大学入学共通テス ト の〔 6 教科又は 7 教科 8 科目以上〕（ 選抜方法等

欄参照） を 受験し た者 

4 ）  合格し た場合、 入学する こ と を 確約でき る 者 

選 抜 方 法 等 

大学入学共通テス ト 、 推薦書、 調査書、 志望理由書、 実技（ 音楽のみ） 及び面接の成
績によ り 総合的に判定し ま す。  
なお、 音楽で課す実技は、 6 6 ページを 参照し てく ださ い。  

 
大学入学共通テス ト で受験を 要する 教科・ 科目 

国 ： 国語･････1  
 地歴： 地総・ 地探、 歴総・ 日探、 歴総・ 世探から 1 又は 2  
 公民： 公・ 倫、 公・ 政経から 1  
 数 ： 数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  

数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  
 理 ： 物基・ 化基・ 生基・ 地基、 物、 化、 生、 地から 1 又は 2  
 外 ： 英、 独、 仏、 中、 韓から 1    

情 ： 情報Ⅰ･････1           〔 6 教科又は 7 教科 8 科目〕  
 
＊ 地歴と 公民から 1 科目以上、 理科から 1 科目以上と し 、 こ れら の教科の中から 3 科目受験する こ と 。  

な お、「 物基・ 化基・ 生基・ 地基」 について は、 2 つを 選択解答する こ と で「 理科 1 科目」 受験と する 。  

   ま た、「 理科」 において は、 同一名称のつく 科目（ 例： 物理基礎と 物理） を 選択する こ と はでき な い。  

出 願 期 間 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 1 8 日（ 月） ～令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 2 2 日（ 金）  

選 抜 期 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 6 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 1 0 日（ 水）  

そ の 他 

共同教員養成課程小中連携教育コ ース は小学校・ 中学校の免許取得要件を 満たすこ

と を 必須と し ていま す。 入学後は、 小学校教諭免許取得要件を 満たすこ と を 必須と し

て、 二つ目の免許は受験し た教科（ 音楽、 美術、 技術、 家庭） の中学校教諭免許取得

要件を 満たす必要があ り ま す。  

から 1 又は 2   
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実技検査の内容（ 教育学部）  

共同教員養成課程 小中連携教育コ ース  小学校教育主免専攻（ 音楽）  

実技系 

専 攻 
検    査    内    容 

音  楽 

 

全員が次の 1 ～4 の試験を 受ける こ と 。  

 

1 . 楽典  

2 . 新曲視唱 

3 . 音階： 長・ 短両調の音階奏法（ ピ アノ 演奏によ る ）  

ト 長調（ ホ短調）、 ニ長調（ ロ 短調）、 ヘ長調（ ニ短調）、 変ロ 長調（ ト 短調） のう ち、  

当日 1 つを 指定する 。（ ハノ ン 《 ピ アノ 教則本》 No. 3 9  を 参照、 両調と も 繰り 返し は

省く 。短調は和声的短音階に続けて旋律的短音階を 弾き 、その後カデン ツ を 演奏する こ

と 。）  

4 . 専門課題 

次の ( A) 〜( D)  のう ち 1 つを 選択する こ と 。  

( A) ピ アノ 課題： L.v. Bee thoven（ Op . 4 9 、 No. 1 、 2 ; Op . 2 7 、 No. 2  を 除く 。） ピ ア

ノ ・ ソ ナタ よ り 任意の曲の第 1 楽章（ 繰り 返し は省く 。）  

( B) 声楽課題： イ タ リ ア歌曲、 ド イ ツ 歌曲、 日本歌曲（ 日本の伝統音楽の歌を 含む。） 等

の声楽曲から 任意の 1 曲 

( C) 邦楽器を 含む任意の弦楽器、 管楽器、 打楽器課題： 任意の１ 曲 

( D) 即興演奏、 諸民族の音楽等、 楽譜のないジャ ン ルの音楽課題： 5 分程度 

 

( 注)  

1 . 上記の 4 . 専門課題については出願時に演奏曲目調書を 提出する 。  

その際、（ A） ～（ C） を 選択し た場合、 演奏する 曲の楽譜を 2 部、 氏名を 記載し て提出する こ と 。 

（ D） を 選択し た場合、 演奏に用いる 楽器等を 含め、 その内容について調書に説明を 記載する こ と 。

ま た、（ C） あ る いは（ D） を 選択し た場合、 演奏する 楽器は各自持参する こ と 。 演奏曲は、 ピ アノ

伴奏付き 楽曲であ っ ても 、 伴奏無し で演奏する こ と 。  

2 . 演奏は原則暗譜と する 。   

3 . ピ アノ 伴奏者は本学で用意する 。 志願者が伴奏者を 同伴する こ と は認めない。  
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学校推薦型選抜Ⅱ（ 大学入学共通テス ト を 課す）  

実 施 学 部 等 名 
教育学部 共同教員養成課程  

教育支援探究コ ース  特別支援教育専攻 

募 集 人 員 6 人 

出 願 要 件 

志望コ ース ・ 専攻への入学の意志が強固な者で、 次の 1 ) ～4 ) の全ての要件を 満たす

も の 

1 ）  次のいずれかに該当する 者 

  ① 高等学校（ 特別支援学校の高等部を 含む。） 又は中等教育学校を 令和 8 年 3

月以降に卒業し た者又は令和 9 年 3 月卒業見込みの者 

  ②  高等専門学校の第 3 学年を 令和 9 年 3 月修了見込みの者 

  ③ 文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程又は相当する 課程を 有する も の

と し て認定又は指定し た在外教育施設の当該課程を 令和 8 年 3 月以降に修了

し た者又は令和 9 年 3 月修了見込みの者 

2 ）  上記 1 ） の教育施設における 全体の学習成績の状況が 3 .7 以上であっ て、人物・

能力及び適性等について当該学校長が責任を も っ て推薦でき る 者 

3 ）  令和 9 年度大学入学共通テス ト の 6 教科又は 7 教科 8 科目以上（ 選抜方法等

欄参照） を 受験し た者 

4 ）  合格し た場合、 入学する こ と を 確約でき る 者 

選 抜 方 法 等 

大学入学共通テス ト 、 推薦書、 調査書、 志望理由書及び面接の成績によ り 総合的に判

定し ま す。  

 

大学入学共通テス ト で受験を 要する 教科・ 科目 

国 ： 国語･････1  

地歴： 地総・ 地探、 歴総・ 日探、 歴総・ 世探から 1 又は 2  

公民： 公・ 倫、 公・ 政経から 1  

 

数 ： 数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  

数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  

 

理 ： 物基・ 化基・ 生基・ 地基、  

物、 化、 生、 地      

外 ： 英、 独、 仏、 中、 韓から 1  

情 ： 情報Ⅰ･････1  

                〔 6 教科又は 7 教科 8 科目〕  

＊ 地歴と 公民から 1 科目以上、 理科から 1 科目以上と し 、 こ れら の教科の中から 3 科目受験する こ と 。 

な お、「 物基・ 化基・ 生基・ 地基」 について は、 2 つを 選択解答する こ と で「 理科 1 科目」 受験と す

る 。  

ま た、「 理科」 においては、 同一名称のつく 科目（ 例： 物理基礎と 物理） を 選択する こ と はでき な い。 
 

出 願 期 間 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 1 8 日（ 月） ～令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 2 2 日（ 金）  

選 抜 期 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 6 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 1 0 日（ 水）  

そ の 他  

 

 

から 1 又は 2  

から 1 又は 2  
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学校推薦型選抜Ⅱ（ 大学入学共通テス ト を 課す）  

実 施 学 部 等 名 
教育学部 養護教諭養成課程 

養護教育コ ース  養護教育専攻 

募 集 人 員 8 人 

出 願 要 件 

志望コ ース ・ 専攻への入学の意志が強固な者で、 次の 1 ) ～4 ) の全ての要件を 満たす

も の 

1 ）  次のいずれかに該当する 者 

  ① 高等学校（ 特別支援学校の高等部を 含む。） 又は中等教育学校を 令和 8 年 3 月

以降に卒業し た者又は令和 9 年 3 月卒業見込みの者 

  ② 高等専門学校の第 3 学年を 令和 9 年 3 月修了見込みの者 

  ③ 文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程又は相当する 課程を 有する も の

と し て認定又は指定し た在外教育施設の当該課程を 令和 8 年 3 月以降に修了し

た者又は令和 9 年 3 月修了見込みの者 

2 ）  上記 1 ） の教育施設における 全体の学習成績の状況が 4 .0 以上であ っ て、 人物・

能力及び適性等について当該学校長が責任を も っ て推薦でき る 者 

3 ）  令和 9 年度大学入学共通テス ト の 6 教科又は 7 教科 8 科目以上（ 選抜方法等欄

参照） を 受験し た者 

4 ）  合格し た場合、 入学する こ と を 確約でき る 者 

選 抜 方 法 等 

大学入学共通テス ト 、 推薦書、 調査書及び面接の成績によ り 総合的に判定し ま す。  

 

大学入学共通テス ト で受験を 要する 教科・ 科目 
国 ： 国語･････1  
地歴： 地総・ 地探、 歴総・ 日探、 歴総・ 世探から 1 又は 2  
公民： 公・ 倫、 公・ 政経から 1  

 
数 ： 数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  

数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  
 

理 ： 物基・ 化基・ 生基・ 地基、  
物、 化、 生、 地      

外 ： 英、 独、 仏、 中、 韓から 1  
情 ： 情報Ⅰ･････1  
                〔 6 教科又は 7 教科 8 科目〕  

＊ 地歴と 公民から 1 科目以上、 理科から 1 科目以上と し 、 こ れら の教科の中から 3 科目受験する こ と 。  

な お、「 物基・ 化基・ 生基・ 地基」 について は、 2 つを 選択解答する こ と で「 理科 1 科目」 受験と する 。  

ま た、「 理科」 において は、 同一名称のつく 科目（ 例： 物理基礎と 物理） を 選択する こ と はでき な い。  

 

出 願 期 間 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 1 8 日（ 月） ～令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 2 2 日（ 金）  

選 抜 期 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 6 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 1 0 日（ 水）  

そ  の  他  

から 1 又は 2  

から 1 又は 2  
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学校推薦型選抜Ⅱ（ 大学入学共通テス ト を 課す）  

実 施 学 部 等 名 理学部 理学科 

募 集 人 員 2 0 人 

出 願 要 件 

志望学科への入学の意志が強固な者で、 次の 1 ) ～4 ) の全ての要件を 満たすも の 

1 ）  次のいずれかに該当する 者 

  ①  高等学校（ 特別支援学校の高等部を 含む。） 又は中等教育学校を 令和 8 年

3 月以降に卒業し た者及び令和 9 年 3 月卒業見込みの者 

  ②  高等専門学校の第 3 学年を 令和 9 年 3 月修了見込みの者 

   ③ 文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程又は相当する 課程を 有する

も のと し て認定又は指定し た在外教育施設の当該課程を 令和 8 年 3 月以

降に修了し た者及び令和 9 年 3 月修了見込みの者 

2 ）  上記 1 ） の教育施設における 学習成績が優良な者のう ち、 人物・ 能力及び適

性等について当該学校長が責任を も っ て推薦でき る 者 

3 ）  令和 9 年度大学入学共通テス ト の 6 教科 8 科目以上（ 選抜方法等欄参照）

を 受験し た者 

4 ）  合格し た場合、 入学する こ と を 確約でき る 者 

選 抜 方 法 等 

大学入学共通テス ト 、推薦書、調査書、志望理由書及び面接の成績によ り 総合的に

判定し ま す。  

 

大学入学共通テス ト で受験を 要する 教科・ 科目 

 国 ： 国語･････1  

 地歴： 地総・ 地探、 歴総・ 日探、 歴総・ 世探 

公民： 公・ 倫、 公・ 政経 

 数 ： 数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  

数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  

 理 ： 物、 化、 生、 地から 2  

 外 ： 英、 独、 仏、 中、 韓から 1  

 情 ： 情報Ⅰ･････1    

                   〔 6 教科 8 科目〕  

出 願 期 間 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 1 8 日（ 月） ～令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 2 2 日（ 金）  

選 抜 期 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 6 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 1 0 日（ 水）  

そ  の  他  

 

 

 

 

 

から 1  
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学校推薦型選抜Ⅱ（ 熊本医療枠）（ 大学入学共通テス ト を 課す）  

実 施 学 部 等 名 医学部 医学科 

募 集 人 員 1 0 人 

出 願 要 件 

推薦人員は、 一つの学校から 1 人と し ま す。  

ただし 、 熊本県内の高等学校が推薦でき る 人数は、 一つの学校から 5 人以内、 福

岡県、 佐賀県、 長崎県、 大分県、 宮崎県、 鹿児島県、 沖縄県の高等学校が推薦でき

る 人数は、 一つの学校から 3 人以内と し ま す。  

なお、 学校推薦型選抜Ⅱ（ 地域枠） 及び（ みら い医療枠） と の併願はでき ま せん。 

志望学科への入学の意志が強固な者で、 次の 1 ) ～6 ) の全ての要件を 満たすも の 

1 ）  次のいずれかに該当する 者 

  ①  高等学校（ 特別支援学校の高等部を 含む。） 又は中等教育学校を 令和 9 年

3 月卒業見込みの者（ 令和 8 年度中に卒業を 認めら れる 者を 含む。）  

  ②  高等専門学校の第 3 学年を 令和 9 年 3 月修了見込みの者 

  ③ 文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程又は相当する 課程を 有する

も のと し て認定又は指定し た在外教育施設の当該課程を 令和 9 年 3 月修了

見込みの者（ 令和 8 年度中に修了を 認めら れる 者を 含む。）  

2 ）  上記 1 ） の教育施設における 全体の学習成績の状況が 4 .0 以上であ っ て、 人

物・ 能力及び適性等について当該学校長が責任を も っ て推薦でき る 者 

3 ）  令和 9 年度大学入学共通テス ト の 6 教科 8 科目以上（ 選抜方法等欄参照）  

を 受験し た者 

4 ）  大学卒業後、 次にあげる i) 及び ii) を 確約でき る 者 

i） 卒業後 2 年間は熊本大学病院も し く は指定関連医療機関で初期臨床研修を

受ける こ と  

ii） 卒業後 3 年目から 5 年目ま では熊本大学病院研修プロ グラ ム によ る 専攻医

研修を 受ける こ と  

※ 熊本大学大学院医学教育部へ進学し た場合、 修学期間は上記期間へ含める

こ と が可能 

5 ）  4 ） に対し て「 同意書」 を 提出でき る 者 

6 ）  合格し た場合、 入学する こ と を 確約でき る 者 

選 抜 方 法 等 

大学入学共通テス ト 、 推薦書、 調査書、 志望理由書（ 8 0 0 字程度）、 小論文及び面

接の成績によ り 総合的に判定し ま す。  

 

大学入学共通テス ト で受験を 要する 教科・ 科目 

 国 ： 国語･････1  

 地歴： 地総・ 地探、 歴総・ 日探、 歴総・ 世探 

公民： 公・ 倫、 公・ 政経 

 数 ： 数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  

数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  

 理 ： 物、 化、 生から 2  

 外 ： 英、 独、 仏、 中、 韓から 1  

 情 ： 情報Ⅰ･････1  

              〔 6 教科 8 科目〕  

出 願 期 間 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 1 8 日（ 月） ～令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 2 2 日（ 金）  

選 抜 期 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 6 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 1 0 日（ 水）  

そ  の  他  

から 1   
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学校推薦型選抜Ⅱ（ 地域枠）（ 大学入学共通テス ト を 課す）  

実 施 学 部 等 名 医学部 医学科 

募 集 人 員 1 1 人 

出 願 要 件 

熊本県内の高等学校が推薦でき る 人数は、 一つの学校から 4 人以内と し ま す。  

熊本県外の高等学校が推薦でき る 人数は、 一つの学校から 3 人以内と し 、 出願時

において保護者（ 注１ ） が 3 年以上継続し て熊本県内に在住（ 住民登録） し てい

る 者を 対象と し ま す。  

なお、 学校推薦型選抜Ⅱ（ 熊本医療枠） 及び（ みら い医療枠） と の併願はでき ま

せん。  

志望学科への入学の意志が強固、 かつ将来、 熊本県の地域医療を 目指す者で、 次

の 1 ) ～5 ) の全ての要件を 満たすも の 

1 ）  高等学校（ 特別支援学校の高等部を 含む。） 又は中等教育学校を 令和 7 年 3

月以降に卒業し た者及び令和 9 年 3 月卒業見込みの者 

2 ）  上記 1 ） の教育施設における 全体の学習成績の状況が 4 .0 以上であ っ て、

将来、熊本県の地域医療において中心的役割を 担う 人材である と 判断でき 、人

物・ 能力及び適性等について当該学校長が責任を も っ て推薦でき る 者 

3 ）  令和 9 年度大学入学共通テス ト の 6 教科 8 科目以上（ 選抜方法等欄参照）

を 受験し た者 

4 ）  合格し た場合、熊本県医師修学資金の貸与を 受け入学し 、在学中は継続し て

貸与を 受ける こ と を 確約でき る 者（ 注２ ）  

5 ）  合格し た場合、 卒業後、 専門領域と し て選択する 診療科について、 以下のい

ずれかのも のを 推奨さ れている こ と を 十分に理解の上、 入学する こ と ができ

る 者 

【 選択を 推奨する 診療科】  

 総合診療科、 救急科、 内科、 外科、 小児科、 産婦人科、 整形外科 

 ※いずれも 新専門医制度の基本領域における 診療科を 指す。  

（ 注１ ） 熊本大学における 保護者の定義は、 次のと おり と し ま す。（ 学校教育法

から 引用）  

子に対し て親権を 行う 者（ 親権を 行う 者のないと き は、 未成年後見人）

を いう 。  

（ 注２ ） 卒業後の決めら れた一定期間、 熊本県知事が指定する 地域の病院等で

勤務し ていただき ま す。  

選 抜 方 法 等 

大学入学共通テス ト 、 推薦書、 調査書、 志望理由書（ 地域医療に対する 抱負や意

見について 8 0 0 字程度） 及び面接の成績によ り 総合的に判定し ま す。  

 

大学入学共通テス ト で受験を 要する 教科・ 科目 

国 ： 国語･････1  

地歴： 地総・ 地探、 歴総・ 日探、 歴総・ 世探 

公民： 公・ 倫、 公・ 政経 

数 ： 数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  

数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  

理 ： 物、 化、 生から 2       

外 ： 英、 独、 仏、 中、 韓から 1  

情 ： 情報Ⅰ･････1  

            〔 6 教科 8 科目〕  

 

から 1   
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出 願 期 間 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 1 8 日（ 月） ～令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 2 2 日（ 金） 

選 抜 期 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 6 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 1 0 日（ 水）  

そ の 他 

( 1 ) 卒業後、 専門領域と し て選択する 診療科の推奨について 

 地域枠入試で入学し た方は、 卒業後、 ２ 年間の臨床研修修了年度に公表さ れ

ている 「 熊本県医師修学資金貸与医師キャ リ ア形成プロ グ ラ ム 」 の中から 選択

し たコ ース に沿っ て勤務し ていただき ま す。  

その際、 地域の医療提供体制の確保に資する 以下の診療科※のコ ース を 選択

する こ と を 推奨し ま す。  

・「 総合診療科」、「 救急科」、「 内科」、「 外科」、「 小児科」、「 産婦人科」、「 整形外

科」  

※ いずれも 新専門医制度の基本領域における 診療科を 指し ま す。  

 

( 2 ) 詳細について 

地域枠の趣旨及び( 1 ) の診療科の推奨等について十分にご 理解のう え、 受験

し ていただく ため、 オープン キャ ン パス において説明会を 実施し ま す。  

オープン キャ ン パス に参加でき なかっ た方には、 別途説明会の動画を 視聴で

き る 機会を 設定し ま す。  

なお、 試験は、 同説明会への参加又は動画の視聴を 前提に実施し ま す。 受験

を 考えている 方は、 試験において不利益になら ないよ う に説明会に参加又は動

画を 視聴する よ う にし てく ださ い。  

  その他詳細については、熊本大学医学部医学科ウ ェ ブサイ ト で令和 8 年 8 月

頃にお知ら せし ま す。  

 

URL： http s ://w w w .medpha s .kuma moto-u.a c.jp/med ica l/ 

 

 

 

 

 

 

  

- 72 -

https://www.medphas.kumamoto-u.ac.jp/medical/


学校推薦型選抜Ⅱ（ みら い医療枠）（ 大学入学共通テス ト を 課す）  

実 施 学 部 等 名 医学部 医学科 

募 集 人 員 5 人 

出 願 要 件 

推薦人員は、 一つの学校から 4 人以内と し ま す。  

なお、 学校推薦型選抜Ⅱ（ 熊本医療枠） 及び（ 地域枠） と の併願はでき ま せん。  

志望学科への入学の意志が強固な者で、 次の 1 ) ～3 ) の全ての要件を 満たすも の 

1 ）  次のいずれかに該当する 者 

  ①  高等学校（ 特別支援学校の高等部を 含む。） 又は中等教育学校を 令和 9 年 

3 月卒業見込みの者（ 令和 8 年度中に卒業を 認めら れる 者を 含む。）  

  ②  高等専門学校の第 3 学年を 令和 9 年 3 月修了見込みの者 

  ③ 文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程又は相当する 課程を 有する  

も のと し て認定又は指定し た在外教育施設の当該課程を 令和 9 年 3 月修了 

見込みの者（ 令和 8 年度中に修了を 認めら れる 者を 含む。）  

2 ）  人物・ 能力及び適性等について当該学校長が責任を も っ て推薦でき る 者 

3 ）  令和 9 年度大学入学共通テス ト の 6 教科 8 科目以上（ 選抜方法等欄参照）  

を 受験し た者 

選 抜 方 法 等 

大学入学共通テス ト 、 推薦書、 調査書、 志望理由書（ 8 0 0 字程度）、 小論文及び面

接の成績によ り 総合的に判定し ま す。  

大学入学共通テス ト で受験を 要する 教科・ 科目 
 国 ： 国語･････1  
 地歴： 地総・ 地探、 歴総・ 日探、 歴総・ 世探 

公民： 公・ 倫、 公・ 政経 
 数 ： 数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  

数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  
 理 ： 物、 化、 生から 2  
 外 ： 英、 独、 仏、 中、 韓から 1  
 情 ： 情報Ⅰ･････1    

              〔 6 教科 8 科目〕  

出 願 期 間 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 1 8 日（ 月） ～令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 2 2 日（ 金） 

選 抜 期 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 6 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 1 0 日（ 水）  

そ の 他 

「 みら い医療枠」 は、 将来、 未来医療・ 先進医療のリ ーダーと なる 医師又はリ

サーチマイ ン ド に富む臨床医を 育成し 、 国内外の医学研究・ 医療を 牽引する 優秀

な人材を 輩出する こ と を 目的に学生を 募集し ていま す。  

当該枠で入学し た学生は、 1 年次から 講座に所属し て医学に関する 研究や実験

に取り 組み、 西日本医学生セミ ナーやプレ 柴三郎研究発表会等に参加し ま す。 さ

ら に、 学生の学びたいテーマで講義を デザイ ン する など 、 先進医療を 学ぶための

カ リ キュ ラ ム を 履修し ま す。 なお、 3 年次以上の学年では海外留学（ 短期研修） を

推奨し 、 希望者には留学費用の補助を 行っ ていま す。  
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学校推薦型選抜Ⅱ（ 大学入学共通テス ト を 課す）  

実 施 学 部 等 名 

医学部 保健学科 

 看護学専攻 放射線技術科学専攻 

募 集 人 員 1 8 人 9 人 

出 願 要 件 

志望専攻への入学の意志が強固な者で、 次の 1 ) ～4 ) の全ての要件を 満たすも の 

1 ）  次のいずれかに該当する 者 

 ①  高等学校（ 特別支援学校の高等部を 含む。） 又は中等教育学校を 令和 7 年 3 月

以降に卒業し た者及び令和 9 年 3 月卒業見込みの者 

 ②  高等専門学校の第 3 学年を 令和 9 年 3 月修了見込みの者 

 ③  文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程又は相当する 課程を 有する も の 

と し て認定又は指定し た在外教育施設の当該課程を 令和 7 年 3 月以降に修了し

た者及び令和 9 年 3 月修了見込みの者 

2 ）  上記 1 ） の教育施設における 全体の学習成績の状況が 4 .0 以上であ っ て、 人 

物・ 能力及び適性等について当該学校長が責任を も っ て推薦でき る 者 

3 ）  令和 9 年度大学入学共通テス ト の 6 教科 8 科目以上（ 選抜方法等欄参照） を

受験し た者 

4 ）  合格し た場合、 入学する こ と を 確約でき る 者 

 

選 抜 方 法 等 

大学入学共通テス ト 、 推薦書、 調査書、 志望理由書及び面接の成績によ り 総合的に

判定し ま す。  

 

大学入学共通テス ト で受験を 要する 教科・ 科目 
国 ： 国語･････1  
地歴： 地総・ 地探、 歴総・ 日探、 歴総・ 世探 
公民： 公・ 倫、 公・ 政経 

 
数 ： 数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  

数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  
 

理 ： 物、 化、 生から 2       
外 ： 英、 独、 仏、 中、 韓から 1  
情 ： 情報Ⅰ･････1  
            〔 6 教科 8 科目〕  

 

出 願 期 間 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 1 8 日（ 月） ～令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 2 2 日（ 金）  

選 抜 期 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 6 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 1 0 日（ 水）  

そ の 他 
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学校推薦型選抜Ⅱ（ 一般枠）（ 大学入学共通テス ト を 課す）  

実 施 学 部 等 名 

医学部 保健学科 

検査技術科学専攻 

募 集 人 員 ９ 人 

出 願 要 件 

志望専攻への入学の意志が強固な者で、 次の 1 ) ～4 ) の全ての要件を 満たすも の 

なお、 学校推薦型選抜Ⅱ（ 学部・ 大学院一体枠） と の併願はでき ま せん。  

1 ）  次のいずれかに該当する 者 

 ①  高等学校（ 特別支援学校の高等部を 含む。） 又は中等教育学校を 令和 7 年 3 月

以降に卒業し た者及び令和 9 年 3 月卒業見込みの者 

 ②  高等専門学校の第 3 学年を 令和 9 年 3 月修了見込みの者 

 ③  文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程又は相当する 課程を 有する も の 

と し て認定又は指定し た在外教育施設の当該課程を 令和 7 年 3 月以降に修了し

た者及び令和 9 年 3 月修了見込みの者 

2 ）  上記 1 ） の教育施設における 全体の学習成績の状況が 4 .0 以上であ っ て、 人 

物・ 能力及び適性等について当該学校長が責任を も っ て推薦でき る 者 

3 ）  令和 9 年度大学入学共通テス ト の 6 教科 8 科目以上（ 選抜方法等欄参照） を

受験し た者 

4 ）  合格し た場合、 入学する こ と を 確約でき る 者 

選 抜 方 法 等 

大学入学共通テス ト 、 推薦書、 調査書、 志望理由書及び面接の成績によ り 総合的に

判定し ま す。  

 

大学入学共通テス ト で受験を 要する 教科・ 科目 
国 ： 国語･････1  
地歴： 地総・ 地探、 歴総・ 日探、 歴総・ 世探 
公民： 公・ 倫、 公・ 政経 

 
数 ： 数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  

数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  
 

理 ： 物、 化、 生から 2       
外 ： 英、 独、 仏、 中、 韓から 1  
情 ： 情報Ⅰ･････1  
            〔 6 教科 8 科目〕  

 

出 願 期 間 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 1 8 日（ 月） ～令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 2 2 日（ 金）  

選 抜 期 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 6 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 1 0 日（ 水）  

そ の 他 
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学校推薦型選抜Ⅱ（ 学部・ 大学院一体枠）（ 大学入学共通テス ト を 課す）  

実 施 学 部 等 名 
医学部 保健学科 

検査技術科学専攻 

募 集 人 員 4 人 

出 願 要 件 

志望専攻への入学の意志が強固な者で、 次の 1 ) ～5 ) の全ての要件を 満たすも の 

なお、 学校推薦型選抜Ⅱ（ 一般枠） と の併願はでき ま せん。  

1 ） 次のいずれかに該当する 者 

  ①  高等学校（ 特別支援学校の高等部を 含む。） 又は中等教育学校を 令和 7 年 3

月以降に卒業し た者及び令和 9 年 3 月卒業見込みの者 

  ②  高等専門学校の第 3 学年を 令和 9 年 3 月修了見込みの者 

  ③  文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程又は相当する 課程を 有する も の

と し て認定又は指定し た在外教育施設の当該課程を 令和 7 年 3 月以降に修了

し た者及び令和 9 年 3 月修了見込みの者 

2 ） 上記 1 ） の教育施設における 全体の学習成績の状況が 4 .0 以上であ っ て、 人物・

能力及び適性等について当該学校長が責任を も っ て推薦でき る 者 

3 ） 令和 9 年度大学入学共通テス ト の 6 教科 8 科目以上（ 選抜方法等欄参照） を 受

験し た者 

4 ） 合格し た場合、 入学する こ と を 確約でき る 者 

5 ） 合格し た場合、 卒業後に熊本大学大学院保健学教育部博士前期課程への進学が確

約でき る 者 

選 抜 方 法 等 

大学入学共通テス ト 、推薦書、小論文（ 提示する 保健医療分野に関する 課題について、

1 ,2 0 0 字程度で論述する 。 課題の内容は、 募集要項で公表予定。）、 調査書、 志望理由

書及び面接の成績によ り 総合的に判定し ま す。  

 

大学入学共通テス ト で受験を 要する 教科・ 科目 

国 ： 国語･････1  

地歴： 地総・ 地探、 歴総・ 日探、 歴総・ 世探 

公民： 公・ 倫、 公・ 政経 

数 ： 数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  

数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  

理 ： 物、 化、 生から 2       

外 ： 英、 独、 仏、 中、 韓から 1  

情 ： 情報Ⅰ･････1             〔 6 教科 8 科目〕  

出 願 期 間 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 1 8 日（ 月） ～令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 2 2 日（ 金） 

選 抜 期 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 6 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 1 0 日（ 水）  

そ の 他 

（ １ ）「 学部・ 大学院一体枠」 では、 次世代を 担う 若手研究者・ 教育者の育成を 目的と

し て学生を 募集し ま す。 入学後は学部在籍時よ り 大学院指導教員の下での研究活動や

大学院講義の受講を 進め、 大学院博士前期ま での一貫し た教育を 行いま す。 こ れによ

り 、 学生は大学院での明確な目標を 持ちながら 学部での学修を 行う こ と ができ 、 十分

な時間を かけて大学院卒業後のキャ リ ア形成に備える こ と ができ ま す。  

（ ２ ） 小論文（ 提示する 保健医療分野に関する 課題について、 1 ,2 0 0 字程度で論述す

る 。 課題の内容は、 募集要項で公表予定。） については、 出願時に推薦書等と 一緒に提

出し てく ださ い。  

（ ３ ）「 学部・ 大学院一体枠」 の趣旨を 十分にご 理解のう え受験し ていただく ために説

明会の実施等を 予定し ており ま す。 詳細については、 熊本大学医学部保健学科ウ ェ ブ

サイ ト にて令和 8 年 7 月頃にお知ら せし ま す。 URL : http s ://w w w .hs .kuma moto-

u.a c.jp /s choo l/ 

ま た、 小論文の課題については、 令和 8 年 1 1 月下旬に公表予定の募集要項に掲載し

ま す。  
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学校推薦型選抜Ⅱ（ 大学入学共通テス ト を 課す）  

実 施 学 部 等 名 

薬 学 部 

薬学科 創薬・ 生命薬科学科 

募 集 人 員 8 人 1 0 人 

出 願 要 件 

推薦人員は、 両学科と も 一つの学校から 3 人ま でと し ま す。  

志望学科への入学の意志が強固な者で、 次の 1 ) ～4 ) の全ての要件を 満たすも の 

1 ）  次のいずれかに該当する 者 

  ①  高等学校（ 特別支援学校の高等部を 含む。） 又は中等教育学校を 令和 8 年 

3 月以降に卒業し た者及び令和 9 年 3 月卒業見込みの者 

  ②  高等専門学校の第 3 学年を 令和 9 年 3 月修了見込みの者 

  ③  文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程又は相当する 課程を 有する  

も のと し て認定又は指定し た在外教育施設の当該課程を 令和 8 年 3 月以 

降に修了し た者及び令和 9 年 3 月修了見込みの者 

2 ）  上記 1 ) の教育施設における 学習成績が優良な者のう ち、 人物・ 能力及び適 

性等について当該学校長が責任を も っ て推薦でき る 者 

3 ）  令和 9 年度大学入学共通テス ト の 6 教科 8 科目以上（ 選抜方法等欄参照） 

を 受験し た者 

4 ）  合格し た場合、 入学する こ と を 確約でき る 者 

選 抜 方 法 等 

大学入学共通テス ト 、 推薦書、 調査書、 志望理由書及び面接の成績によ り 総合的

に判定し ま す。  

 

大学入学共通テス ト で受験を 要する 教科・ 科目 
国 ： 国語･････1  
地歴： 地総・ 地探、 歴総・ 日探、 歴総・ 世探 
公民： 公・ 倫、 公・ 政経 

 
数 ： 数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  

数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  
 

理 ： 化･････1  
物、 生から 1       

外 ： 英、 独、 仏、 中、 韓から 1  
情 ： 情報Ⅰ･････1  
            〔 6 教科 8 科目〕  

 

出 願 期 間 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 1 8 日（ 月） ～令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 2 2 日（ 金） 

選 抜 期 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 6 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 1 0 日（ 水）  

そ の 他 
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学校推薦型選抜Ⅱ（ ア）（ 大学入学共通テス ト を 課す）  

実 施 学 部 等 名 

工        学        部 

土木建築学科 
機械数理 

工学科 

情報電気 

工学科 

材料・ 応用 

化学科 

半導体デバイ ス

工学課程 

募 集 人 員 3 1 人 2 1 人 2 5 人 3 2 人 5 人 

出 願 要 件 

志望学科等への入学の意志が強固な者で、 次の 1 ) ～4 ) の全ての要件を 満たすも の 

1 ）  次のいずれかに該当する 者 

  ① 高等学校（ 特別支援学校の高等部を 含む。） 又は中等教育学校を 令和 8 年 3

月以降に卒業し た者又は令和 9 年 3 月卒業見込みの者 

  ② 文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程又は相当する 課程を 有する も

のと し て認定又は指定し た在外教育施設の当該課程を 令和 8 年 3 月以降に修

了し た者又は令和 9 年 3 月修了見込みの者 

2 ）  上記 1 ) の教育施設における 学習成績が優良な者のう ち、 人物・ 能力及び適性等

について当該学校長が責任を も っ て推薦でき る 者 

3 ）  令和 9 年度大学入学共通テス ト の 6 教科 8 科目以上（ 選抜方法等欄参照） を

受験し た者 

4 ）  合格し た場合、 入学する こ と を 確約でき る 者 

選 抜 方 法 等 

大学入学共通テス ト 、 推薦書、 調査書、 志望理由書及び面接の成績によ り 総合的に判

定し ま す。  

なお、 機械数理工学科、 材料・ 応用化学科の面接では、 口頭試問が含ま れま す。  

 

大学入学共通テス ト で受験を 要する 教科・ 科目 
国 ： 国語･････1  
地歴： 地総・ 地探、 歴総・ 日探、 歴総・ 世探 
公民： 公・ 倫、 公・ 政経 

 
数 ： 数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  

数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  
 

理 ： 物、 化、 生、 地から 2       
外 ： 英、 独、 仏、 中、 韓から 1  
情 ： 情報Ⅰ･････1  
          〔 6 教科 8 科目〕  

 

出 願 期 間 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 1 8 日（ 月） ～令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 2 2 日（ 金）  

選 抜 期 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 6 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 1 0 日（ 水）  

そ の 他  
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学校推薦型選抜Ⅱ（ イ ）（ 大学入学共通テス ト を 課す）  

実 施 学 部 等 名 

工        学        部 

土木建築学科 
機械数理 

工学科 

情報電気 

工学科 

材料・ 応用 

化学科 

半導体デバイ ス

工学課程 

募 集 人 員 若干名 

出 願 要 件 

職業教育を 主と する 専門高校( 学科) 及び総合学科を 令和 9 年 3 月卒業見込みの者（ 令

和 8 年度中に卒業を 認めら れる 者を 含む。） で、 次の 1 ) ～4 ) の全ての要件を 満たす

も の 

1 ）  職業教育を 主と する 専門高校（ 学科） においては、 高等学校の学習成績概評

がＡ で、 最上位又はそれに準ずる 者 

総合学科においては、 高等学校の学習成績概評がＡ の者に限る  

2 ）  人物・ 能力及び適性等について当該高等学校長が責任を も っ て推薦でき る 者 

3 ）  令和 9 年度大学入学共通テス ト の 3 教科 4 科目以上（ 選抜方法等欄参照） を

受験し た者 

4 ）  合格し た場合、 入学する こ と を 確約でき る 者 

（ 注）  総合学科については、下記の表で示す工学部各学科等の対象と なる 系列に関

する 教科・ 科目を 2 0 単位以上修得（ 見込みを 含む） し た者 

選 抜 方 法 等 

大学入学共通テス ト 、 推薦書、 調査書及び面接の成績によ り 総合的に判定し ま す。  

なお、 機械数理工学科、 情報電気工学科、 材料・ 応用化学科、 半導体デバイ ス 工学課

程の面接では、 口頭試問が含ま れま す。  

大学入学共通テス ト で受験を 要する 教科・ 科目 

 数： 数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  

数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  

 外： 英、 独、 仏、 中、 韓から 1  

情： 情報Ⅰ･････1    

〔 3 教科 4 科目〕  

出 願 期 間 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 1 8 日（ 月） ～令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 2 2 日（ 金）  

選 抜 期 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 6 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 1 0 日（ 水）  

そ の 他 

工学部各学科等において対象と なる 、 職業教育を 主と する 専門高校（ 学科） 及び総合

学科の系列は次のと おり です。  

学 科 等 
対 象 等 

専門高校（ 学科）  総合学科の系列 

土木建築学科 
土木・ 建築・ 都市・ 環境関

連の学科 

土木・ 建築・ 都市・ 環境関連

の系列 

機械数理工学科 機械・ 工学関連の学科 機械・ 工学関連の系列 

情報電気工学科 
情報・ 電気・ 電子・ 通信関

連の学科 

情報・ 電気・ 電子・ 通信関連

の系列 

材料･応用化学科 化学・ 工学関連の学科 化学・ 工学関連の系列 

半導体デバイ ス 工学課程 

電子・ 電気・ 情報・ 通信・

機械・ 材料・ 化学等半導体

関連の学科 

電子・ 電気・ 情報・ 通信・ 機

械・ 材料・ 化学等半導体関連

の系列 
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学校推薦型選抜Ⅱ（ 一般枠）（ 大学入学共通テス ト を 課す）  

実 施 学 部 等 名 情報融合学環 

募 集 人 員 7 人 

出 願 要 件 

入学の意志が強固な者で、 次の 1 ) ～4 ) の全ての要件を 満たすも の 

1 ）  次のいずれかに該当する 者 

  ① 高等学校（ 特別支援学校の高等部を 含む。） 又は中等教育学校を 令和 8 年 3 月 

以降に卒業し た者又は令和 9 年 3 月卒業見込みの者 

  ② 文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程又は相当する 課程を 有する も の 

と し て認定又は指定し た在外教育施設の当該課程を 令和 8 年 3 月以降に修了し  

た者又は令和 9 年 3 月修了見込みの者 

2 ）  上記 1 ) の教育施設における 学習成績が優良な者のう ち、 人物・ 能力及び適性等 

について当該学校長が責任を も っ て推薦でき る 者 

3 ）  令和 9 年度大学入学共通テス ト の 6 教科又は 7 教科 8 科目以上（ 選抜方法等欄 

参照） を 受験し た者 

4 ）  合格し た場合、 入学する こ と を 確約でき る 者 

選 抜 方 法 等 

大学入学共通テス ト 、 推薦書、 調査書、 志望理由書及び面接の成績によ り 総合的に判

定し ま す。 なお、 面接には口頭試問が含ま れま す。  

大学入学共通テス ト で受験を 要する 教科・ 科目 

【 文系型】  

国 ： 国語･････1  

地歴： 地総・ 地探、 歴総・ 日探、  

歴総・ 世探から 1 又は 2  

公民： 公・ 倫、 公・ 政経から 1  

 

数 ： 数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  

数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  

 

理 ： 物基・ 化基・ 生基・ 地基、  

物、 化、 生、 地      

外 ： 英、 独、 仏、 中、 韓から 1  

情 ： 情報Ⅰ･････1  

       〔 6 教科又は 7 教科 8 科目〕  

 

＊  地歴と 公民から 1 科目以上、 理科から 1 科目以

上と し 、 こ れら の教科の中から 3 科目受験する こ と 。 

な お、「 物基・ 化基・ 生基・ 地基」 については、 2 つを

選択解答する こ と で「 理科 1 科目」 受験と する 。  

ま た、「 理科」 において は、 同一名称のつく 科目（ 例：

物理基礎と 物理） を 選択する こ と はでき ない。  

【 理系型】  

国 ： 国語･････1  

地歴： 地総・ 地探、 歴総・ 日探、  

歴総・ 世探 

公民： 公・ 倫、 公・ 政経 

 

数 ： 数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  

数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  

 

理 ： 物、 化、 生、 地から 2       

外 ： 英、 独、 仏、 中、 韓から 1  

情 ： 情報Ⅰ･････1  

            〔 6 教科 8 科目〕  

 

出 願 期 間 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 1 8 日（ 月） ～令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 2 2 日（ 金）  

選 抜 期 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 6 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 1 0 日（ 水）  

そ  の  他  

から  

1 又は 2  

から  

1 又は 2  

から 1   
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学校推薦型選抜Ⅱ（ 女子枠）（ 大学入学共通テス ト を 課す）  

実 施 学 部 等 名 情報融合学環 

募 集 人 員 8 人 

出 願 要 件 

本選抜を 第 1 志望と し 、 学校推薦型選抜Ⅱ（ 一般枠） を 第 2 志望と する こ と を 認め

ま す。  
入学の意志が強固な者で、 次の 1 ) ～4 ) の全ての要件を 満たすも の 
1 ）  次のいずれかに該当する 者 

  ① 高等学校（ 特別支援学校の高等部を 含む。） 又は中等教育学校を 令和 8 年 3
月 

以降に卒業し た者又は令和 9 年 3 月卒業見込みの者 
  ② 文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程又は相当する 課程を 有する も の 

と し て認定又は指定し た在外教育施設の当該課程を 令和 8 年 3 月以降に修了
し た者又は令和 9 年 3 月修了見込みの者 

2 ）  上記 1 ) の教育施設における 学習成績が優良な者のう ち、 人物・ 能力及び適性等
について当該学校長が責任を も っ て推薦でき る 者 

3 ）  令和 9 年度大学入学共通テス ト の 6 教科又は 7 教科 8 科目以上（ 選抜方法等
欄参照） を 受験し た者 

4 ）  合格し た場合、 入学する こ と を 確約でき る 者 

選 抜 方 法 等 

大学入学共通テス ト 、 推薦書、 調査書、 志望理由書及び面接の成績によ り 総合的に判

定し ま す。 なお、 面接には口頭試問が含ま れま す。  

大学入学共通テス ト で受験を 要する 教科・ 科目 

【 文系型】  

国 ： 国語･････1  

地歴： 地総・ 地探、 歴総・ 日探、  

歴総・ 世探から 1 又は 2  

公民： 公・ 倫、 公・ 政経から 1  

 

数 ： 数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  

数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  

 

理 ： 物基・ 化基・ 生基・ 地基、  

物、 化、 生、 地      

外 ： 英、 独、 仏、 中、 韓から 1  

情 ： 情報Ⅰ･････1  

       〔 6 教科又は 7 教科 8 科目〕 

 

＊  地歴と 公民から 1 科目以上、理科から 1 科目以

上と し 、こ れら の教科の中から 3 科目受験する こ と 。 

な お、「 物基・ 化基・ 生基・ 地基」 については、 2 つ

を 選択解答する こ と で「 理科 1 科目」 受験と する 。  

ま た、「 理科」 において は、同一名称のつく 科目（ 例：

物理基礎と 物理） を 選択する こ と はでき ない。  

【 理系型】  

国 ： 国語･････1  

地歴： 地総・ 地探、 歴総・ 日探、  

歴総・ 世探 

公民： 公・ 倫、 公・ 政経 

 

数 ： 数Ⅰ・ 数Ａ ･････1  

数Ⅱ・ 数Ｂ ・ 数Ｃ ･････1  

 

理 ： 物、 化、 生、 地から 2       

外 ： 英、 独、 仏、 中、 韓から 1  

情 ： 情報Ⅰ･････1  

            〔 6 教科 8 科目〕  

 

出 願 期 間 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 1 8 日（ 月） ～令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 1 月 2 2 日（ 金）  

選 抜 期 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 6 日（ 土）  

合 格 発 表 日 令和 9 年（ 2 0 2 7 年） 2 月 1 0 日（ 水）  

そ の 他 

データ サイ エン ス 、情報学に対する 強い勉学意欲と 将来を 見据えた明確な勉学目的
を 持つこ と はも と よ り 、従来の常識にと ら われずに新たなこ と に積極的にチャ レ ン ジ
し 、多様な視点や優れた発想から 、新たなイ ノ ベーショ ン 創出や社会の発展に貢献し
たいと いう 意欲を 持つ優秀な女子学生の積極的な出願を 期待し ま す。  

 

から  

1 又は 2  

から  

1 又は 2  

から 1   
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８ ． 障がい等を 有する 入学志願者と の事前相談 

 身体に障がい等を 有し 、 本学において受験上及び修学上の配慮を 必要と する 者は、 出願に当たっ ては

以下によ り 相談し てく ださ い。  

（ １ ） 対象と なる 者 

区   分 対象と なる 者 

〔 ア〕 視覚障がい 

・ 点字によ る 教育を 受けている 者 

・ 両眼の矯正視力がおおむね 0 .3  未満の者のう ち、拡大鏡等の使用によ っ ても

通常の文字、 図形等の視覚によ る 認識が不可能又は著し く 困難な程度の者 

・ 視力以外の視機能障がいが高度の者のう ち、 拡大鏡等の使用によ っ ても 通常

の文字、 図形等の視覚によ る 認識が不可能又は著し く 困難な程度の者 

・ 上記以外で視覚に関する 配慮を 必要と する 者 

〔 イ 〕 聴覚障がい 
・ 両耳の平均聴力レ ベルが 6 0 デシベル以上の者 

・ 上記以外で聴覚に関する 配慮を 必要と する 者 

〔 ウ 〕 肢体不自由 

・ 体幹の機能障がいによ り 座位を 保つこ と ができ ない者又は困難な者 

・ 両上肢の機能障がいが著し い者 

・ 上記以外で肢体不自由に関する 配慮を 必要と する 者 

〔 エ〕 病   弱 
・ 慢性の呼吸器疾患、 心臓疾患、腎臓疾患、 消化器疾患等の状態が継続し て医療

又は生活規制を 必要と する 程度の者又はこ れに準ずる 者 

〔 オ〕 発達障がい 

・ 学習障がい、 注意欠如・ 多動症（ 注意欠陥多動性障がい） 、 自閉ス ペク ト ラ ム

症（ 自閉症、 アス ペルガー症候群、 その他の広汎性発達障がい等） 等のため配

慮を 必要と する 者 

〔 カ 〕 そ の 他 ・ 〔 ア〕 ～〔 オ〕 の区分以外の者で受験上及び修学上の配慮を 必要と する 者 

（ ２ ） 相談の時期 

入 試 区 分 

視覚・ 聴覚障がい、体幹及び両上

肢の機能障がいが著し い者で、

「 点字解答」 及び「 代筆解答」 を

希望する 者 

左記以外の 受験上の 配慮を 希

望する 者 

総合型選抜Ⅰ（ 社会人入試）  令和 8 年  6 月 2 6 日（ 金） ま で 令和 8 年  7 月  ７ 日（ 火） ま で 

総合型選抜Ⅰ・ Ⅱ（ Kuma moto

探究入試、 国際バカ ロ レ ア 入

試、 海外在住者入試）  

令和 8 年  8 月 2 4 日（ 月） ま で 令和 8 年  9 月 1 8 日（ 金） ま で 

学校推薦型選抜Ⅰ 令和 8 年  9 月 1 8 日（ 金） ま で 令和 8 年 1 0 月 2 3 日（ 金） ま で 

学校推薦型選抜Ⅱ  令和 8 年 1 2 月  1 日（ 火） ま で 令和 9 年  1 月  8 日（ 金） ま で 

一般選抜 （ 前期日程・ 後期日程）、 

総合型選抜Ⅰ（ 帰国生徒入試、 私

費外国人留学生入試）  

令和 8 年 1 2 月  1 日（ 火） ま で 令和 9 年  1 月 1 5 日（ 金） ま で 

相談の内容によ っ ては対応に時間を 要する こ と があ り 、 本学の試験ま でに対応でき ず受験上の配慮が

講じ ら れないこ と も あ り ま すので、 でき る だけ早い時期に相談し てく ださ い。  

ただし 、 期限後に不慮の事故等によ り 身体に障がい等を 有する こ と と なっ た場合は、 その際に相談し

てく ださ い。  

（ ３ ） 相談の方法 

 ①  事前相談票及び医師の診断書を 提出し てく ださ い。  

    なお、 必要な場合は本学において、 入学志願者又はその立場を 代弁し 得る 出身学校関係者等と の 

面接を 行う こ と があり ま す。  

 ②  事前相談票は、本学ウ ェ ブサイ ト（ http s ://w w w .kuma moto-u.a c.jp/nyuushi/g a kubunyush i/）

掲載の様式を ご 利用く ださ い。  

（ ４ ） 問合せ先 

〒8 6 0 -8 5 5 5  熊本市中央区黒髪 2 丁目 4 0 番１ 号 熊本大学学生支援部入試課  

電話： 0 9 6 -3 4 2 -2 1 4 8 、 月～金曜日（ 休日を 除く 。 ） 、 8 時 3 0 分～1 7 時 1 5 分 

E-Ma il： nyushi@ jimu.kuma moto-u.a c.jp  
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９ ． 入学志願者の入学検定料の免除 

被災し た入学志願者の経済的負担を 軽減し 、 受験機会の確保を 図る ために、 令和 9 年度入学者選抜試

験において、 次のと おり 検定料免除の特例措置を 実施し ま す。  

（ １ ） 特例措置の対象と なる 入学者選抜試験 

一般選抜（ 前期日程・ 後期日程）、 総合型選抜Ⅰ・ Ⅱ（ Kuma moto 探究入試、 国際バカロ レ ア入試、

海外在住者入試、 社会人入試、 帰国生徒入試、 私費外国人留学生入試）、 学校推薦型選抜Ⅰ・ Ⅱ 

 

（ ２ ） 措置内容 

入学検定料の全額免除 

 

（ ３ ） 免除の対象者 

「 令和 8 年度（ 令和 8 年 4 月 1 日から 令和 9 年 3 月 3 1 日ま で） に発生し た災害救助法の適用を 受

けた災害」 によ り 被災し た入学志願者で次の①、 ②のいずれかに該当する 方 

① 入学志願者又は入学志願者の主たる 家計支持者（ 入学志願者の学資を 主と し て負担する 者） が所

有する 自宅家屋が全壊、 大規模半壊、 中規模半壊、 半壊又は流失し た場合 

② 主たる 家計支持者が死亡又は行方不明の場合 

なお、 入学検定料の免除の対象と なる 入学試験は、 原則、 当該災害が発生し た後に出願期間が設定さ

れている も のに限り ま す。  

 

（ ４ ） 申請方法 

出願期間の開始日 1 週間前ま でに、 所定の申請書類を 郵送（ 申請期限必着） 又は持参によ り 提出し て

く ださ い。 申請が承認さ れま し たら 、 イ ン タ ーネッ ト 出願登録の際に必要な入学検定料免除のパス ワ ー

ド を 通知し ま す。  

 

（ ５ ） 申請書類 

① 入学検定料免除申請書を 本学ウ ェ ブサイ ト （ http s ://w w w .kuma moto-u.a c.jp/nyuush i/w ha tn

ew /osh ira se/2 8 0 4 2 7 ） から ダウ ン ロ ード し 、 自筆で記入し てく ださ い。  

② り 災証明書（ コ ピ ー可）（ 上記（ ３ ） の①に該当する 方）  

③ 死亡又は行方不明を 証明する 書類（ コ ピ ー可）（ 上記（ ３ ） の②に該当する 方）  

④ その他（ 主たる 家計支持者が所有する 自宅家屋である こ と を 示す書類等を 求める こ と があり ま す。） 

 

（ ６ ） 問合せ先  

〒8 6 0 -8 5 5 5  熊本市中央区黒髪 2 丁目 4 0 番１ 号 熊本大学学生支援部入試課 

電話： 0 9 6 -3 4 2 -2 1 4 8 、 月～金曜日（ 休日を 除く 。）、 8 時 3 0 分～1 7 時 1 5 分 

E-Ma il： nyushi@ jimu.kuma moto-u.a c.jp  
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１ ０ ． 学生募集要項等の公表時期及び入手方法 

（ １ ）  学生募集要項の公表 

入学者選抜に関する 細目を 記載し た「 学生募集要項」は、本学ウ ェ ブサイ ト から 電子フ ァ イ ル（ PDF

形式） を ダウ ン ロ ード し てく ださ い。 （ 製本し た冊子はあ り ま せん。 ）  

各学生募集要項については、 次の時期に公表する 予定です。  

○ 総合型選抜Ⅰ・ Ⅱ（ Kuma moto 探究入試、 国際バカ ロ レ ア入試、 海外在住者入試）  

学生募集要項・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 7 月中旬 

○ 学校推薦型選抜Ⅰ 学生募集要項・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  9 月下旬 

○ 学校推薦型選抜Ⅱ 学生募集要項・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 1 月下旬 

○ 一般選抜（ 前期日程・ 後期日程） 学生募集要項・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  1 1 月下旬 

○ 総合型選抜Ⅰ（ 帰国生徒入試）  学生募集要項・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 1 月下旬 

○ 総合型選抜Ⅰ（ 私費外国人留学生入試）  学生募集要項・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 1 月下旬 

 

（ ２ ）  大学案内の冊子体の入手方法 

詳し い請求方法は、 本学ウ ェ ブサイ ト （ http s ://w w w .kuma moto-u.a c.jp/nyuush i/g a kubunyu

sh i/se ikyu） を ご 覧く ださ い。  

「 大学案内」 については、 本学ウ ェ ブサイ ト から 電子フ ァ イ ル（ PDF 形式） を ダウ ン ロ ード す

る 以外に、 印刷し た冊子体を 以下の方法で入手する こ と ができ ま す。  

※「 入学者選抜要項」 について は、 製本し た冊子はあ り ま せん。 本学ウ ェ ブサイ ト から 電子フ ァ

イ ル（ PDF形式） を ダウ ン ロ ード し てく ださ い。  

１ ）  パソ コ ン ・ ス マート フ ォ ン ・ 携帯電話から 請求 

複数のサイ ト で取り 扱っ ていま す。  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

２ ）  大学窓口での配布 

月～金曜日（ 休日を 除く 。 ） の 8 時 3 0 分から 1 7 時 1 5 分ま で、 熊本大学学生支援部入試課で 

配布し ま す。  

 

※請求方法によ り 、 配送の手段、 送料、 手数料など が異な る 場合があ り ま すので、 各自で確認の

う え 、 請求し てく ださ い。  

モバっ ちょ   http s ://d jc-mb .jp /kuma moto-u2 / 
※受付から 2 ～5 日程でお手元に届き ま す。  

※資料請求料金は、 携帯・ ス マート フ ォ ン 払い、 ク レ ジッ ト カ ード 決済、 コ ン ビ ニ後払いのいずれかの

方法でお支払いく ださ い。  

 

問合せ先  

モバっ ちょ カ ス タ マーセン タ ー( 平日 1 0 :0 0 ～1 8 :0 0 )  

電話: 0 5 0 -3 5 4 0 -5 0 0 5  

テレ メ ール  http s ://te lema il.jp  
※下記の資料請求番号の入力が必要です。  

※受付から 3 ～5 日後に資料が届き ま す。  

（ ただし 、 受付時間や地域、 配達事情によ っ ては 1 週間程度かかる 場合も あ り ま す。 ）  

※資料請求料金は、 同封さ れた料金支払い用紙を ご 確認のう え、 表示料金を お支払いく ださ い。  

 （ 支払い方法： 携帯、 ク レ ジ ッ ト カ ード 、 コ ン ビ ニなど ）  

 

問合せ先  

テ レ メ ールカ ス タ マーセン タ ー( 9 :3 0 ～1 8 :0 0 )  

電話: 0 5 0 -8 6 0 1 -0 1 0 2  
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熊本大学 （ ） 内の数は女子の内数

学部・ 学環 定員 試験日程

志願

倍率

（ B/A）

倍率

（ C/D）

文学部 人文科学科 1 6 0 前期日程 1 1 5 2 3 2 ( 1 5 2 ) 2 .0 2 2 9 ( 1 5 1 ) 1 2 3 ( 8 6 ) 1 .9 1 1 9 ( 8 4 ) 4 ( 2 ) 1 ( 0 ) 1 1 8 ( 8 4 )

後期日程 2 0 2 0 4 ( 1 1 9 ) 1 0 .2 7 5 ( 4 0 ) 2 6 ( 1 5 ) 2 .9 2 5 ( 1 4 ) 1 ( 1 ) 2 5 ( 1 4 )

学校推薦Ⅰ 2 5 9 4 ( 7 0 ) 3 .8 9 4 ( 7 0 ) 2 5 ( 1 9 ) 3 .8 2 5 ( 1 9 ) 0 ( 0 ) 2 5 ( 1 9 )

総合型Ⅰ 私費外国人 若干名 5 ( 1 ) 0 .0 4 ( 1 ) 2 ( 1 ) 2 .0 0 ( 0 ) 2 ( 1 ) 0 ( 0 )

    合　 計 1 6 0 5 3 5 ( 3 4 2 ) 3 .3 4 0 2 ( 2 6 2 ) 1 7 6 ( 1 2 1 ) 2 .3 1 6 9 ( 1 1 7 ) 7 ( 4 ) 1 ( 0 ) 1 6 8 ( 1 1 7 )

学 部 計 1 6 0 前期日程 1 1 5 2 3 2 ( 1 5 2 ) 2 .0 2 2 9 ( 1 5 1 ) 1 2 3 ( 8 6 ) 1 .9 1 1 9 ( 8 4 ) 4 ( 2 ) 1 ( 0 ) 1 1 8 ( 8 4 )

後期日程 2 0 2 0 4 ( 1 1 9 ) 1 0 .2 7 5 ( 4 0 ) 2 6 ( 1 5 ) 2 .9 2 5 ( 1 4 ) 1 ( 1 ) 2 5 ( 1 4 )

学校推薦Ⅰ 2 5 9 4 ( 7 0 ) 3 .8 9 4 ( 7 0 ) 2 5 ( 1 9 ) 3 .8 2 5 ( 1 9 ) 0 ( 0 ) 2 5 ( 1 9 )

総合型Ⅰ 私費外国人 若干名 5 ( 1 ) 0 .0 4 ( 1 ) 2 ( 1 ) 2 .0 0 ( 0 ) 2 ( 1 ) 0 ( 0 )

    合　 計 1 6 0 5 3 5 ( 3 4 2 ) 3 .3 4 0 2 ( 2 6 2 ) 1 7 6 ( 1 2 1 ) 2 .3 1 6 9 ( 1 1 7 ) 7 ( 4 ) 1 ( 0 ) 1 6 8 ( 1 1 7 )

教育学部 共同教員養成課程 小中連携教育コ ース 6 4 前期日程 3 8 1 0 2 ( 5 4 ) 2 .7 8 9 ( 4 6 ) 4 2 ( 2 1 ) 2 .1 4 2 ( 2 1 ) 0 ( 0 ) 4 2 ( 2 1 )

小学校教育主免専攻 学校推薦Ⅱ 地域枠 8 3 8 ( 2 4 ) 4 .8 3 8 ( 2 4 ) 8 ( 6 ) 4 .8 8 ( 6 ) 0 ( 0 ) 8 ( 6 )

国際枠 5 1 2 ( 6 ) 2 .4 1 2 ( 6 ) 5 ( 4 ) 2 .4 5 ( 4 ) 0 ( 0 ) 5 ( 4 )

実技系特色枠 音楽 4 5 ( 3 ) 5 ( 3 ) 4 ( 3 ) 4 ( 3 ) 0 ( 0 ) 4 ( 3 )

美術 3 7 ( 5 ) 7 ( 5 ) 4 ( 3 ) 4 ( 3 ) 0 ( 0 ) 4 ( 3 )

技術 3 2 ( 1 ) 2 ( 1 ) 2 ( 1 ) 2 ( 1 ) 0 ( 0 ) 2 ( 1 )

家庭 3 4 ( 4 ) 4 ( 4 ) 3 ( 3 ) 3 ( 3 ) 0 ( 0 ) 3 ( 3 )

小計 2 6 6 8 ( 4 3 ) 2 .6 6 8 ( 4 3 ) 2 6 ( 2 0 ) 2 .6 2 6 ( 2 0 ) 0 ( 0 ) 2 6 ( 2 0 )

総合型Ⅰ 私費外国人 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 6 4 1 7 0 ( 9 7 ) 2 .7 1 5 7 ( 8 9 ) 6 8 ( 4 1 ) 2 .3 6 8 ( 4 1 ) 0 ( 0 ) 6 8 ( 4 1 )

小中連携教育コ ース  4 2 国語 6 2 1 ( 9 ) 2 1 ( 9 ) 7 ( 2 ) 7 ( 2 ) 0 ( 0 ) 7 ( 2 )

中学校教育主免専攻 社会 6 1 7 ( 3 ) 1 6 ( 3 ) 7 ( 1 ) 7 ( 1 ) 0 ( 0 ) 7 ( 1 )

英語 6 1 9 ( 8 ) 1 8 ( 7 ) 7 ( 2 ) 7 ( 2 ) 0 ( 0 ) 7 ( 2 )

数学 1 1 2 2 ( 7 ) 2 1 ( 7 ) 1 2 ( 6 ) 1 2 ( 6 ) 0 ( 0 ) 1 2 ( 6 )

理科 7 1 1 ( 3 ) 1 1 ( 3 ) 8 ( 2 ) 8 ( 2 ) 0 ( 0 ) 8 ( 2 )

保健体育 6 1 4 ( 4 ) 1 3 ( 4 ) 7 ( 1 ) 7 ( 1 ) 0 ( 0 ) 7 ( 1 )

総合型Ⅰ 私費外国人 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 4 2 1 0 4 ( 3 4 ) 2 .5 1 0 0 ( 3 3 ) 4 8 ( 1 4 ) 2 .1 4 8 ( 1 4 ) 0 ( 0 ) 4 8 ( 1 4 )

教育支援探究コ ース  1 6 前期日程 1 6 4 8 ( 3 6 ) 3 .0 4 7 ( 3 5 ) 1 8 ( 1 6 ) 2 .6 1 8 ( 1 6 ) 0 ( 0 ) 1 8 ( 1 6 )

発達支援専攻 総合型Ⅰ 私費外国人 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 1 6 4 8 ( 3 6 ) 3 .0 4 7 ( 3 5 ) 1 8 ( 1 6 ) 2 .6 1 8 ( 1 6 ) 0 ( 0 ) 1 8 ( 1 6 )

教育支援探究コ ース  1 8 前期日程 1 2 1 8 ( 1 6 ) 1 .5 1 5 ( 1 3 ) 1 4 ( 9 ) 1 .1 1 4 ( 9 ) 0 ( 0 ) 1 4 ( 9 )

特別支援教育専攻 学校推薦Ⅱ 6 1 7 ( 1 6 ) 2 .8 1 7 ( 1 6 ) 6 ( 6 ) 2 .8 6 ( 6 ) 0 ( 0 ) 6 ( 6 )

総合型Ⅰ 私費外国人 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 1 8 3 5 ( 3 2 ) 1 .9 3 2 ( 2 9 ) 2 0 ( 1 5 ) 1 .6 2 0 ( 1 5 ) 0 ( 0 ) 2 0 ( 1 5 )

小   計 1 4 0 前期日程 1 0 8 2 7 2 ( 1 4 0 ) 2 .5 2 5 1 ( 1 2 7 ) 1 2 2 ( 6 0 ) 2 .1 1 2 2 ( 6 0 ) 0 ( 0 ) 1 2 2 ( 6 0 )

学校推薦Ⅱ 3 2 8 5 ( 5 9 ) 2 .7 8 5 ( 5 9 ) 3 2 ( 2 6 ) 2 .7 3 2 ( 2 6 ) 0 ( 0 ) 3 2 ( 2 6 )

総合型Ⅰ 私費外国人 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 1 4 0 3 5 7 ( 1 9 9 ) 2 .6 3 3 6 ( 1 8 6 ) 1 5 4 ( 8 6 ) 2 .2 1 5 4 ( 8 6 ) 0 ( 0 ) 1 5 4 ( 8 6 )

養護教諭養成課程 養護教育コ ース  3 0 前期日程 2 2 4 8 ( 4 7 ) 2 .2 4 1 ( 4 0 ) 2 4 ( 2 3 ) 1 .7 2 3 ( 2 2 ) 1 ( 1 ) 2 3 ( 2 2 )

養護教育専攻 学校推薦Ⅱ 8 3 6 ( 3 5 ) 4 .5 3 5 ( 3 4 ) 8 ( 8 ) 4 .4 8 ( 8 ) 0 ( 0 ) 8 ( 8 )

総合型Ⅰ 私費外国人 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 3 0 8 4 ( 8 2 ) 2 .8 7 6 ( 7 4 ) 3 2 ( 3 1 ) 2 .4 3 1 ( 3 0 ) 1 ( 1 ) 3 1 ( 3 0 )

学 部 計 1 7 0 前期日程 1 3 0 3 2 0 ( 1 8 7 ) 2 .5 2 9 2 ( 1 6 7 ) 1 4 6 ( 8 3 ) 2 .0 1 4 5 ( 8 2 ) 1 ( 1 ) 1 4 5 ( 8 2 )

学校推薦Ⅱ 4 0 1 2 1 ( 9 4 ) 3 .0 1 2 0 ( 9 3 ) 4 0 ( 3 4 ) 3 .0 4 0 ( 3 4 ) 0 ( 0 ) 4 0 ( 3 4 )

総合型Ⅰ 私費外国人 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 1 7 0 4 4 1 ( 2 8 1 ) 2 .6 4 1 2 ( 2 6 0 ) 1 8 6 ( 1 1 7 ) 2 .2 1 8 5 ( 1 1 6 ) 1 ( 1 ) 1 8 5 ( 1 1 6 )

1 3
※1

1 3

令和8 年度  入学試験実施状況表

学科・ 課程・ 専攻 選抜グ ループ
入学手続者数

（ E）
入学辞退者数

入学手続後

辞退者数

（ F）

追加合格者数

（ G）

1 8 1 .4 1 8 1 3 1 .4

募集人員

（ A）

前期日程

1 0 4 2 .5 1 0 0 4 8
※2

4 2
2 .1 4 8

志願者数

（ B）

受験者数

（ C）

当初合格者数

（ D）

入学者数

（ E-F+ G）
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熊本大学 （ ） 内の数は女子の内数

学部・ 学環 定員 試験日程

志願

倍率

（ B/A）

倍率

（ C/D）

令和8 年度  入学試験実施状況表

学科・ 課程・ 専攻 選抜グ ループ
入学手続者数

（ E）
入学辞退者数

入学手続後

辞退者数

（ F）

追加合格者数

（ G）

募集人員

（ A）

志願者数

（ B）

受験者数

（ C）

当初合格者数

（ D）

入学者数

（ E-F+ G）

法学部 法学科 1 9 0 前期日程 1 3 0 2 6 0 ( 1 2 0 ) 2 .0 2 5 5 ( 1 1 6 ) 1 4 0 ( 6 9 ) 1 .8 1 3 8 ( 6 8 ) 2 ( 1 ) 1 3 8 ( 6 8 )

後期日程 2 5 1 9 5 ( 9 4 ) 7 .8 6 5 ( 3 3 ) 2 5 ( 1 2 ) 2 .6 2 2 ( 1 1 ) 3 ( 1 ) 2 2 ( 1 1 )

学校推薦Ⅰ 3 5 7 0 ( 4 7 ) 2 .0 7 0 ( 4 7 ) 3 5 ( 2 9 ) 2 .0 3 5 ( 2 9 ) 0 ( 0 ) 3 5 ( 2 9 )

総合型Ⅰ 帰国生徒 若干名 1 ( 0 ) 0 .0 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

私費外国人 若干名 3 ( 2 ) 0 .0 2 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 1 9 0 5 2 9 ( 2 6 3 ) 2 .8 3 9 3 ( 1 9 7 ) 2 0 0 ( 1 1 0 ) 2 .0 1 9 5 ( 1 0 8 ) 5 ( 2 ) 1 9 5 ( 1 0 8 )

学 部 計 1 9 0 前期日程 1 3 0 2 6 0 ( 1 2 0 ) 2 .0 2 5 5 ( 1 1 6 ) 1 4 0 ( 6 9 ) 1 .8 1 3 8 ( 6 8 ) 2 ( 1 ) 1 3 8 ( 6 8 )

後期日程 2 5 1 9 5 ( 9 4 ) 7 .8 6 5 ( 3 3 ) 2 5 ( 1 2 ) 2 .6 2 2 ( 1 1 ) 3 ( 1 ) 2 2 ( 1 1 )

学校推薦Ⅰ 3 5 7 0 ( 4 7 ) 2 .0 7 0 ( 4 7 ) 3 5 ( 2 9 ) 2 .0 3 5 ( 2 9 ) 0 ( 0 ) 3 5 ( 2 9 )

総合型Ⅰ 帰国生徒 若干名 1 ( 0 ) 0 .0 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

私費外国人 若干名 3 ( 2 ) 0 .0 2 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 1 9 0 5 2 9 ( 2 6 3 ) 2 .8 3 9 3 ( 1 9 7 ) 2 0 0 ( 1 1 0 ) 2 .0 1 9 5 ( 1 0 8 ) 5 ( 2 ) 1 9 5 ( 1 0 8 )

理学部 理学科 1 8 0 前期日程 1 2 5 3 2 2 ( 9 4 ) 2 .6 2 9 9 ( 8 2 ) 1 3 6 ( 3 4 ) 2 .2 1 2 8 ( 3 1 ) 8 ( 3 ) 1 2 8 ( 3 1 )

後期日程 3 5 4 4 0 ( 1 0 7 ) 1 2 .6 1 9 6 ( 4 8 ) 6 6 ( 1 9 ) 3 .0 4 3 ( 1 7 ) 2 3 ( 2 ) 4 3 ( 1 7 )

学校推薦Ⅱ 2 0 3 1 ( 1 6 ) 1 .6 3 1 ( 1 6 ) 2 0 ( 1 0 ) 1 .6 2 0 ( 1 0 ) 0 ( 0 ) 2 0 ( 1 0 )

総合型Ⅰ 私費外国人 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 1 8 0 7 9 3 ( 2 1 7 ) 4 .4 5 2 6 ( 1 4 6 ) 2 2 2 ( 6 3 ) 2 .4 1 9 1 ( 5 8 ) 3 1 ( 5 ) 1 9 1 ( 5 8 )

学 部 計 1 8 0 前期日程 1 2 5 3 2 2 ( 9 4 ) 2 .6 2 9 9 ( 8 2 ) 1 3 6 ( 3 4 ) 2 .2 1 2 8 ( 3 1 ) 8 ( 3 ) 1 2 8 ( 3 1 )

後期日程 3 5 4 4 0 ( 1 0 7 ) 1 2 .6 1 9 6 ( 4 8 ) 6 6 ( 1 9 ) 3 .0 4 3 ( 1 7 ) 2 3 ( 2 ) 4 3 ( 1 7 )

学校推薦Ⅱ 2 0 3 1 ( 1 6 ) 1 .6 3 1 ( 1 6 ) 2 0 ( 1 0 ) 1 .6 2 0 ( 1 0 ) 0 ( 0 ) 2 0 ( 1 0 )

総合型Ⅰ 私費外国人 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 1 8 0 7 9 3 ( 2 1 7 ) 4 .4 5 2 6 ( 1 4 6 ) 2 2 2 ( 6 3 ) 2 .4 1 9 1 ( 5 8 ) 3 1 ( 5 ) 1 9 1 ( 5 8 )

医学部 医学科 1 0 9 前期日程 8 6 3 1 5 ( 9 6 ) 3 .7 2 8 8 ( 8 9 ) 9 2 ( 2 6 ) 3 .1 9 1 ( 2 6 ) 1 ( 0 ) 9 1 ( 2 6 )

学校推薦Ⅱ 一般枠 5 1 9 ( 9 ) 3 .8 1 9 ( 9 ) 5 ( 3 ) 3 .8 5 ( 3 ) 0 ( 0 ) 5 ( 3 )

地域枠 8 1 4 ( 5 ) 1 .8 1 3 ( 4 ) 8 ( 3 ) 1 .6 8 ( 3 ) 0 ( 0 ) 8 ( 3 )

みら い医療枠 1 0 6 ( 3 ) 0 .6 6 ( 3 ) 5 ( 3 ) 1 .2 5 ( 3 ) 0 ( 0 ) 5 ( 3 )

小計 2 3 3 9 ( 1 7 ) 1 .7 3 8 ( 1 6 ) 1 8 ( 9 ) 2 .1 1 8 ( 9 ) 0 ( 0 ) 1 8 ( 9 )

総合型Ⅰ 私費外国人 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 1 0 9 3 5 4 ( 1 1 3 ) 3 .2 3 2 6 ( 1 0 5 ) 1 1 0 ( 3 5 ) 3 .0 1 0 9 ( 3 5 ) 1 ( 0 ) 1 0 9 ( 3 5 )

保健学科 看護学専攻 7 0 前期日程 5 0 1 3 8 ( 1 3 1 ) 2 .8 1 1 6 ( 1 1 0 ) 5 9 ( 5 6 ) 2 .0 5 2 ( 5 0 ) 7 ( 6 ) 1 ( 1 ) 3 ( 2 ) 5 4 ( 5 1 )

学校推薦Ⅱ 1 8 3 0 ( 2 9 ) 1 .7 2 8 ( 2 8 ) 1 6 ( 1 6 ) 1 .8 1 6 ( 1 6 ) 0 ( 0 ) 1 6 ( 1 6 )

総合型Ⅰ 社会人 2 6 ( 5 ) 3 .0 5 ( 4 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

私費外国人 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 7 0 1 7 4 ( 1 6 5 ) 2 .5 1 4 9 ( 1 4 2 ) 7 5 ( 7 2 ) 2 .0 6 8 ( 6 6 ) 7 ( 6 ) 1 ( 1 ) 3 ( 2 ) 7 0 ( 6 7 )

放射線技術科学専攻 3 7 前期日程 2 8 7 4 ( 4 2 ) 2 .6 6 3 ( 3 2 ) 3 2 ( 1 2 ) 2 .0 2 8 ( 9 ) 4 ( 3 ) 2 8 ( 9 )

学校推薦Ⅱ 9 1 9 ( 1 3 ) 2 .1 1 9 ( 1 3 ) 9 ( 8 ) 2 .1 9 ( 8 ) 0 ( 0 ) 9 ( 8 )

総合型Ⅰ 私費外国人 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 3 7 9 3 ( 5 5 ) 2 .5 8 2 ( 4 5 ) 4 1 ( 2 0 ) 2 .0 3 7 ( 1 7 ) 4 ( 3 ) 3 7 ( 1 7 )

検査技術科学専攻 3 7 前期日程 2 8 5 7 ( 4 6 ) 2 .0 4 8 ( 3 7 ) 3 3 ( 2 6 ) 1 .5 3 2 ( 2 5 ) 1 ( 1 ) 3 2 ( 2 5 )

学校推薦Ⅱ 9 1 6 ( 1 4 ) 1 .8 1 6 ( 1 4 ) 8 ( 8 ) 2 .0 8 ( 8 ) 0 ( 0 ) 8 ( 8 )

総合型Ⅰ 私費外国人 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 3 7 7 3 ( 6 0 ) 2 .0 6 4 ( 5 1 ) 4 1 ( 3 4 ) 1 .6 4 0 ( 3 3 ) 1 ( 1 ) 4 0 ( 3 3 )

小   計 1 4 4 前期日程 1 0 6 2 6 9 ( 2 1 9 ) 2 .5 2 2 7 ( 1 7 9 ) 1 2 4 ( 9 4 ) 1 .8 1 1 2 ( 8 4 ) 1 2 ( 1 0 ) 1 ( 1 ) 3 ( 2 ) 1 1 4 ( 8 5 )

学校推薦Ⅱ 3 6 6 5 ( 5 6 ) 1 .8 6 3 ( 5 5 ) 3 3 ( 3 2 ) 1 .9 3 3 ( 3 2 ) 0 ( 0 ) 3 3 ( 3 2 )

総合型Ⅰ 社会人 2 6 ( 5 ) 3 .0 5 ( 4 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

私費外国人 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 1 4 4 3 4 0 ( 2 8 0 ) 2 .4 2 9 5 ( 2 3 8 ) 1 5 7 ( 1 2 6 ) 1 .9 1 4 5 ( 1 1 6 ) 1 2 ( 1 0 ) 1 ( 1 ) 3 ( 2 ) 1 4 7 ( 1 1 7 )

学 部 計 2 5 3 前期日程 1 9 2 5 8 4 ( 3 1 5 ) 3 .0 5 1 5 ( 2 6 8 ) 2 1 6 ( 1 2 0 ) 2 .4 2 0 3 ( 1 1 0 ) 1 3 ( 1 0 ) 1 ( 1 ) 3 ( 2 ) 2 0 5 ( 1 1 1 )

学校推薦Ⅱ 3 6 6 5 ( 5 6 ) 1 .8 6 3 ( 5 5 ) 3 3 ( 3 2 ) 1 .9 3 3 ( 3 2 ) 0 ( 0 ) 3 3 ( 3 2 )

一般枠 5 1 9 ( 9 ) 3 .8 1 9 ( 9 ) 5 ( 3 ) 3 .8 5 ( 3 ) 0 ( 0 ) 5 ( 3 )

地域枠 8 1 4 ( 5 ) 1 .8 1 3 ( 4 ) 8 ( 3 ) 1 .6 8 ( 3 ) 0 ( 0 ) 8 ( 3 )

みら い医療枠 1 0 6 ( 3 ) 0 .6 6 ( 3 ) 5 ( 3 ) 1 .2 5 ( 3 ) 0 ( 0 ) 5 ( 3 )

小計 5 9 1 0 4 ( 7 3 ) 1 .8 1 0 1 ( 7 1 ) 5 1 ( 4 1 ) 2 .0 5 1 ( 4 1 ) 0 ( 0 ) 5 1 ( 4 1 )

総合型Ⅰ 社会人 2 6 ( 5 ) 3 .0 5 ( 4 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

私費外国人 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 2 5 3 6 9 4 ( 3 9 3 ) 2 .7 6 2 1 ( 3 4 3 ) 2 6 7 ( 1 6 1 ) 2 .3 2 5 4 ( 1 5 1 ) 1 3 ( 1 0 ) 1 ( 1 ) 3 ( 2 ) 2 5 6 ( 1 5 2 )
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熊本大学 （ ） 内の数は女子の内数

学部・ 学環 定員 試験日程

志願

倍率

（ B/A）

倍率

（ C/D）

令和8 年度  入学試験実施状況表

学科・ 課程・ 専攻 選抜グ ループ
入学手続者数

（ E）
入学辞退者数

入学手続後

辞退者数

（ F）

追加合格者数

（ G）

募集人員

（ A）

志願者数

（ B）

受験者数

（ C）

当初合格者数

（ D）

入学者数

（ E-F+ G）

薬学部 薬学科 5 5 前期日程 4 0 2 1 9 ( 1 3 5 ) 5 .5 ※3 1 9 2 ( 1 1 3 ) 4 3 ( 1 9 ) 4 .5 4 2 ( 1 8 ) 1 ( 1 ) 4 2 ( 1 8 )

学校推薦Ⅱ 1 5 6 1 ( 4 9 ) 4 .1 6 0 ( 4 8 ) 1 5 ( 1 3 ) 4 .0 1 5 ( 1 3 ) 0 ( 0 ) 1 5 ( 1 3 )

総合型Ⅰ 私費外国人 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 5 5 2 8 0 ( 1 8 4 ) 5 .1 2 5 2 ( 1 6 1 ) 5 8 ( 3 2 ) 4 .3 5 7 ( 3 1 ) 1 ( 1 ) 5 7 ( 3 1 )

創薬・ 生命薬科学科 3 5 前期日程 2 5 8 6 ( 4 5 ) 3 .4 7 5 ( 3 9 ) 2 8 ( 1 7 ) 2 .7 2 6 ( 1 6 ) 2 ( 1 ) 2 6 ( 1 6 )

学校推薦Ⅱ 1 0 1 9 ( 1 3 ) 1 .9 1 8 ( 1 3 ) 1 0 ( 8 ) 1 .8 1 0 ( 8 ) 0 ( 0 ) 1 0 ( 8 )

総合型Ⅰ 私費外国人 若干名 2 ( 0 ) 0 .0 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 3 5 1 0 7 ( 5 8 ) 3 .1 9 4 ( 5 2 ) 3 8 ( 2 5 ) 2 .5 3 6 ( 2 4 ) 2 ( 1 ) 3 6 ( 2 4 )

学 部 計 9 0 前期日程 6 5 3 0 5 ( 1 8 0 ) 4 .7 2 6 7 ( 1 5 2 ) 7 1 ( 3 6 ) 3 .8 6 8 ( 3 4 ) 3 ( 2 ) 6 8 ( 3 4 )

学校推薦Ⅱ 2 5 8 0 ( 6 2 ) 3 .2 7 8 ( 6 1 ) 2 5 ( 2 1 ) 3 .1 2 5 ( 2 1 ) 0 ( 0 ) 2 5 ( 2 1 )

総合型Ⅰ 私費外国人 若干名 2 ( 0 ) 0 .0 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 9 0 3 8 7 ( 2 4 2 ) 4 .3 3 4 6 ( 2 1 3 ) 9 6 ( 5 7 ) 3 .6 9 3 ( 5 5 ) 3 ( 2 ) 9 3 ( 5 5 )

工学部 土木建築学科 1 1 8 前期日程 7 6 1 7 1 ( 4 4 ) 2 .3 1 4 3 ( 3 5 ) 8 0 ( 2 4 ) 1 .8 8 0 ( 2 4 ) 0 ( 0 ) 8 0 ( 2 4 )

後期日程 1 1 1 1 2 ( 3 8 ) 1 0 .2 5 7 ( 1 9 ) 1 2 ( 7 ) 4 .8 7 ( 4 ) 5 ( 3 ) 7 ( 4 )

学校推薦Ⅱ （ ア ） 3 1 5 9 ( 2 3 ) 1 .9 5 9 ( 2 3 ) 3 1 ( 9 ) 1 .9 3 1 ( 9 ) 0 ( 0 ) 3 1 ( 9 )

（ イ ） ※4 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

小計 3 1 5 9 ( 2 3 ) 1 .9 5 9 ( 2 3 ) 3 1 ( 9 ) 1 .9 3 1 ( 9 ) 0 ( 0 ) 3 1 ( 9 )

総合型Ⅰ 帰国生徒 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

私費外国人 若干名 1 ( 0 ) 0 .0 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 1 1 8 3 4 3 ( 1 0 5 ) 2 .9 2 6 0 ( 7 7 ) 1 2 3 ( 4 0 ) 2 .1 1 1 8 ( 3 7 ) 5 ( 3 ) 1 1 8 ( 3 7 )

機械数理工学科 1 0 1 前期日程 7 0 1 4 9 ( 5 ) 2 .1 1 3 4 ( 2 ) 8 0 ( 1 ) 1 .7 7 7 ( 1 ) 3 ( 0 ) 7 7 ( 1 )

後期日程 1 0 3 6 ( 2 ) 3 .6 1 1 ( 0 ) 1 0 ( 0 ) 1 .1 8 ( 0 ) 2 ( 0 ) 8 ( 0 )

学校推薦Ⅱ （ ア ） 2 1 1 7 ( 2 ) 0 .8 1 7 ( 2 ) 1 7 ( 2 ) 1 .0 1 7 ( 2 ) 0 ( 0 ) 1 7 ( 2 )

（ イ ） ※4 若干名 1 ( 0 ) 0 .0 1 ( 0 ) 1 ( 0 ) 1 .0 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 )

小計 2 1 1 8 ( 2 ) 0 .9 1 8 ( 2 ) 1 8 ( 2 ) 1 .0 1 8 ( 2 ) 0 ( 0 ) 1 8 ( 2 )

総合型Ⅰ 帰国生徒 若干名 1 ( 0 ) 0 .0 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

私費外国人 若干名 4 ( 0 ) 0 .0 4 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 1 0 1 2 0 8 ( 9 ) 2 .1 1 6 8 ( 4 ) 1 0 8 ( 3 ) 1 .6 1 0 3 ( 3 ) 5 ( 0 ) 1 0 3 ( 3 )

情報電気工学科 1 1 2 前期日程 7 5 1 6 6 ( 1 1 ) 2 .2 1 5 0 ( 1 0 ) 8 2 ( 8 ) 1 .8 8 2 ( 8 ) 0 ( 0 ) 8 2 ( 8 )

後期日程 1 2 5 8 ( 4 ) 4 .8 1 3 ( 2 ) 1 2 ( 2 ) 1 .1 1 1 ( 2 ) 1 ( 0 ) 1 1 ( 2 )

学校推薦Ⅱ （ ア ） 2 5 3 3 ( 2 ) 1 .3 3 3 ( 2 ) 2 3 ( 1 ) 1 .4 2 3 ( 1 ) 0 ( 0 ) 2 3 ( 1 )

（ イ ） ※4 若干名 4 ( 0 ) 0 .0 4 ( 0 ) 2 ( 0 ) 2 .0 2 ( 0 ) 0 ( 0 ) 2 ( 0 )

小計 2 5 3 7 ( 2 ) 1 .5 3 7 ( 2 ) 2 5 ( 1 ) 1 .5 2 5 ( 1 ) 0 ( 0 ) 2 5 ( 1 )

総合型Ⅰ 帰国生徒 若干名 1 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

私費外国人 若干名 1 ( 0 ) 0 .0 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 1 1 2 2 6 3 ( 1 7 ) 2 .3 2 0 1 ( 1 4 ) 1 1 9 ( 1 1 ) 1 .7 1 1 8 ( 1 1 ) 1 ( 0 ) 1 1 8 ( 1 1 )

材料・ 応用化学科 1 2 2 前期日程 7 8 1 9 0 ( 7 4 ) 2 .4 1 6 2 ( 6 1 ) 8 4 ( 2 3 ) 1 .9 8 2 ( 2 3 ) 2 ( 0 ) 8 2 ( 2 3 )

後期日程 1 2 7 2 ( 2 9 ) 6 .0 2 6 ( 1 2 ) 1 3 ( 6 ) 2 .0 1 0 ( 5 ) 3 ( 1 ) 1 0 ( 5 )

学校推薦Ⅱ （ ア ） 3 2 4 2 ( 2 4 ) 1 .3 4 2 ( 2 4 ) 3 2 ( 1 6 ) 1 .3 3 2 ( 1 6 ) 0 ( 0 ) 3 2 ( 1 6 )

（ イ ） ※4 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

小計 3 2 4 2 ( 2 4 ) 1 .3 4 2 ( 2 4 ) 3 2 ( 1 6 ) 1 .3 3 2 ( 1 6 ) 0 ( 0 ) 3 2 ( 1 6 )

総合型Ⅰ 帰国生徒 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

私費外国人 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 1 2 2 3 0 4 ( 1 2 7 ) 2 .5 2 3 0 ( 9 7 ) 1 2 9 ( 4 5 ) 1 .8 1 2 4 ( 4 4 ) 5 ( 1 ) 1 2 4 ( 4 4 )

半導体デバイ ス 工学課程 2 0 前期日程 1 5 5 5 ( 2 ) 3 .7 5 2 ( 2 ) 2 0 ( 0 ) 2 .6 1 9 ( 0 ) 1 ( 0 ) 1 9 ( 0 )

学校推薦Ⅱ （ ア ） 5 8 ( 0 ) 1 .6 8 ( 0 ) 5 ( 0 ) 1 .6 5 ( 0 ) 0 ( 0 ) 5 ( 0 )

（ イ ） ※4 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

小計 5 8 ( 0 ) 1 .6 8 ( 0 ) 5 ( 0 ) 1 .6 5 ( 0 ) 0 ( 0 ) 5 ( 0 )

総合型Ⅰ 帰国生徒 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

私費外国人 若干名 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 2 0 6 3 ( 2 ) 3 .2 6 0 ( 2 ) 2 5 ( 0 ) 2 .4 2 4 ( 0 ) 1 ( 0 ) 2 4 ( 0 )

学 部 計 4 7 3 前期日程 3 1 4 7 3 1 ( 1 3 6 ) 2 .3 6 4 1 ( 1 1 0 ) 3 4 6 ( 5 6 ) 1 .9 3 4 0 ( 5 6 ) 6 ( 0 ) 3 4 0 ( 5 6 )

後期日程 4 5 2 7 8 ( 7 3 ) 6 .2 1 0 7 ( 3 3 ) 4 7 ( 1 5 ) 2 .3 3 6 ( 1 1 ) 1 1 ( 4 ) 3 6 ( 1 1 )

学校推薦Ⅱ （ ア ） 1 1 4 1 5 9 ( 5 1 ) 1 .4 1 5 9 ( 5 1 ) 1 0 8 ( 2 8 ) 1 .5 1 0 8 ( 2 8 ) 0 ( 0 ) 1 0 8 ( 2 8 )

（ イ ） ※4 若干名 5 ( 0 ) 0 .0 5 ( 0 ) 3 ( 0 ) 1 .7 3 ( 0 ) 0 ( 0 ) 3 ( 0 )

小計 1 1 4 1 6 4 ( 5 1 ) 1 .4 1 6 4 ( 5 1 ) 1 1 1 ( 2 8 ) 1 .5 1 1 1 ( 2 8 ) 0 ( 0 ) 1 1 1 ( 2 8 )

総合型Ⅰ 帰国生徒 若干名 2 ( 0 ) 0 .0 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

私費外国人 若干名 6 ( 0 ) 0 .0 6 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 4 7 3 1 ,1 8 1 ( 2 6 0 ) 2 .5 9 1 9 ( 1 9 4 ) 5 0 4 ( 9 9 ) 1 .8 4 8 7 ( 9 5 ) 1 7 ( 4 ) 4 8 7 ( 9 5 )
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熊本大学 （ ） 内の数は女子の内数

学部・ 学環 定員 試験日程

志願

倍率

（ B/A）

倍率

（ C/D）

令和8 年度  入学試験実施状況表

学科・ 課程・ 専攻 選抜グ ループ
入学手続者数

（ E）
入学辞退者数

入学手続後

辞退者数

（ F）

追加合格者数

（ G）

募集人員

（ A）

志願者数

（ B）

受験者数

（ C）

当初合格者数

（ D）

入学者数

（ E-F+ G）

情報融合学環 6 0 前期日程 4 5 1 3 1 ( 3 1 ) 2 .9 1 0 7 ( 1 9 ) 4 7 ( 8 ) 2 .3 4 6 ( 8 ) 1 ( 0 ) 4 6 ( 8 )

学校推薦Ⅱ 一般枠 7 2 9 ( 0 ) 4 .1 2 9 ( 0 ) 9 ( 2 ) 3 .2 9 ( 2 ) 0 ( 0 ) 9 ( 2 )

女子枠 8 2 8 ( 2 8 ) 3 .5 2 8 ( 2 8 ) 9 ( 9 ) 3 .1 9 ( 9 ) 0 ( 0 ) 9 ( 9 )

小計 1 5 5 7 ( 2 8 ) 3 .8 5 7 ( 2 8 ) 1 8 ( 1 1 ) 3 .2 1 8 ( 1 1 ) 0 ( 0 ) 1 8 ( 1 1 )

総合型Ⅰ 私費外国人 若干名 5 ( 1 ) 0 .0 3 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 6 0 1 9 3 ( 6 0 ) 3 .2 1 6 7 ( 4 7 ) 6 5 ( 1 9 ) 2 .6 6 4 ( 1 9 ) 1 ( 0 ) 6 4 ( 1 9 )

学 環 計 6 0 前期日程 4 5 1 3 1 ( 3 1 ) 2 .9 1 0 7 ( 1 9 ) 4 7 ( 8 ) 2 .3 4 6 ( 8 ) 1 ( 0 ) 4 6 ( 8 )

学校推薦Ⅱ 1 5 5 7 ( 2 8 ) 3 .8 5 7 ( 2 8 ) 1 8 ( 1 1 ) 3 .2 1 8 ( 1 1 ) 0 ( 0 ) 1 8 ( 1 1 )

総合型Ⅰ 私費外国人 若干名 5 ( 1 ) 0 .0 3 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

    合　 計 6 0 1 9 3 ( 6 0 ) 3 .2 1 6 7 ( 4 7 ) 6 5 ( 1 9 ) 2 .6 6 4 ( 1 9 ) 1 ( 0 ) 6 4 ( 1 9 )

共創学環 8 0 前期日程 4 0 1 1 5 ( 6 2 ) 2 .9 1 0 9 ( 5 9 ) 4 5 ( 3 0 ) 2 .4 4 3 ( 2 9 ) 2 ( 1 ) 4 3 ( 2 9 )

学校推薦Ⅰ 1 5 6 5 ( 4 5 ) 4 .3 6 4 ( 4 5 ) 1 5 ( 1 1 ) 4 .3 1 5 ( 1 1 ) 0 ( 0 ) 1 5 ( 1 1 )

総合型Ⅰ 帰国生徒 1 ( 0 ) 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

私費外国人 3 ( 0 ) 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

地域課題 4 5 6 ( 3 6 ) 5 6 ( 3 6 ) 9 ( 7 ) 9 ( 7 ) 0 ( 0 ) 9 ( 7 )

グ ロ ーバル 4 2 1 ( 1 5 ) 2 1 ( 1 5 ) 5 ( 3 ) 5 ( 3 ) 0 ( 0 ) 5 ( 3 )

バカ ロ レ ア 2 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

海外在住者 2 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

総合型Ⅱ プレ ゼン 1 0 2 9 ( 1 6 ) 2 9 ( 1 6 ) 1 0 ( 7 ) 1 0 ( 7 ) 0 ( 0 ) 1 0 ( 7 )

    合　 計 8 0 2 9 0 ( 1 7 4 ) 3 .6 2 8 1 ( 1 7 1 ) 8 4 ( 5 8 ) 3 .3 8 2 ( 5 7 ) 2 ( 1 ) 8 2 ( 5 7 )

学 環 計 8 0 前期日程 4 0 1 1 5 ( 6 2 ) 2 .9 1 0 9 ( 5 9 ) 4 5 ( 3 0 ) 2 .4 4 3 ( 2 9 ) 2 ( 1 ) 4 3 ( 2 9 )

学校推薦Ⅰ 1 5 6 5 ( 4 5 ) 4 .3 6 4 ( 4 5 ) 1 5 ( 1 1 ) 4 .3 1 5 ( 1 1 ) 0 ( 0 ) 1 5 ( 1 1 )

総合型Ⅰ 帰国生徒 1 ( 0 ) 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

私費外国人 3 ( 0 ) 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

地域課題 4 5 6 ( 3 6 ) 5 6 ( 3 6 ) 9 ( 7 ) 9 ( 7 ) 0 ( 0 ) 9 ( 7 )

グ ロ ーバル 4 2 1 ( 1 5 ) 2 1 ( 1 5 ) 5 ( 3 ) 5 ( 3 ) 0 ( 0 ) 5 ( 3 )

バカ ロ レ ア 2 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

海外在住者 2 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

総合型Ⅱ プレ ゼン 1 0 2 9 ( 1 6 ) 2 9 ( 1 6 ) 1 0 ( 7 ) 1 0 ( 7 ) 0 ( 0 ) 1 0 ( 7 )

    合　 計 8 0 2 9 0 ( 1 7 4 ) 3 .6 2 8 1 ( 1 7 1 ) 8 4 ( 5 8 ) 3 .3 8 2 ( 5 7 ) 2 ( 1 ) 8 2 ( 5 7 )

総合計 1 ,6 5 6 前期日程 1 ,1 5 6 3 ,0 0 0 ( 1 ,2 7 7 ) 2 .6 2 ,7 1 4 ( 1 ,1 2 4 ) 1 ,2 7 0 ( 5 2 2 ) 2 .1 1 ,2 3 0 ( 5 0 2 ) 4 0 ( 2 0 ) 2 ( 1 ) 3 ( 2 ) 1 ,2 3 1 ( 5 0 3 )

後期日程 1 2 5 1 ,1 1 7 ( 3 9 3 ) 8 .9 4 4 3 ( 1 5 4 ) 1 6 4 ( 6 1 ) 2 .7 1 2 6 ( 5 3 ) 3 8 ( 8 ) 1 2 6 ( 5 3 )

学校推薦Ⅰ 7 5 2 2 9 ( 1 6 2 ) 3 .1 2 2 8 ( 1 6 2 ) 7 5 ( 5 9 ) 3 .0 7 5 ( 5 9 ) 0 ( 0 ) 7 5 ( 5 9 )

学校推薦Ⅱ 1 3 6 3 5 4 ( 2 5 6 ) 2 .6 3 4 9 ( 2 5 3 ) 1 3 6 ( 1 0 8 ) 2 .6 1 3 6 ( 1 0 8 ) 0 ( 0 ) 1 3 6 ( 1 0 8 )

（ ア ） 1 1 4 1 5 9 ( 5 1 ) 1 .4 1 5 9 ( 5 1 ) 1 0 8 ( 2 8 ) 1 .5 1 0 8 ( 2 8 ) 0 ( 0 ) 1 0 8 ( 2 8 )

（ イ ） ※4 若干名 5 ( 0 ) 0 .0 5 ( 0 ) 3 ( 0 ) 1 .7 3 ( 0 ) 0 ( 0 ) 3 ( 0 )

一般枠 5 1 9 ( 9 ) 3 .8 1 9 ( 9 ) 5 ( 3 ) 3 .8 5 ( 3 ) 0 ( 0 ) 5 ( 3 )

地域枠 8 1 4 ( 5 ) 1 .8 1 3 ( 4 ) 8 ( 3 ) 1 .6 8 ( 3 ) 0 ( 0 ) 8 ( 3 )

みら い医療枠 1 0 6 ( 3 ) 0 .6 6 ( 3 ) 5 ( 3 ) 1 .2 5 ( 3 ) 0 ( 0 ) 5 ( 3 )

小計 2 7 3 5 5 7 ( 3 2 4 ) 2 .0 5 5 1 ( 3 2 0 ) 2 6 5 ( 1 4 5 ) 2 .1 2 6 5 ( 1 4 5 ) 0 ( 0 ) 2 6 5 ( 1 4 5 )

総合型Ⅰ 帰国生徒 若干名 4 ( 0 ) 1 .3 3 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

社会人 2 6 ( 5 ) 3 .0 5 ( 4 ) 0 ( 0 ) 0 .0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

私費外国人 若干名 2 4 ( 4 ) 0 .0 1 7 ( 2 ) 2 ( 1 ) 8 .5 0 ( 0 ) 2 ( 1 ) 0 ( 0 )

地域課題 4 5 6 ( 3 6 ) 5 6 ( 3 6 ) 9 ( 7 ) 9 ( 7 ) 0 ( 0 ) 9 ( 7 )

グ ロ ーバル 4 2 1 ( 1 5 ) 2 1 ( 1 5 ) 5 ( 3 ) 5 ( 3 ) 0 ( 0 ) 5 ( 3 )

バカ ロ レ ア 2 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

海外在住者 2 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

総合型Ⅱ プレ ゼン 1 0 2 9 ( 1 6 ) 2 9 ( 1 6 ) 1 0 ( 7 ) 1 0 ( 7 ) 0 ( 0 ) 1 0 ( 7 )

    合  計 1 ,6 5 6 5 ,0 4 3 ( 2 ,2 3 2 ) 3 .0 4 ,0 6 7 ( 1 ,8 3 3 ) 1 ,8 0 0 ( 8 0 5 ) 2 .3 1 ,7 2 0 ( 7 7 6 ) 8 0 ( 2 9 ) 2 ( 1 ) 3 ( 2 ) 1 ,7 2 1 ( 7 7 7 )

※　 入学試験を 経ない国費留学生等は含ま ない。

※　 教育学部の前期日程における 志願者数及び受験者数は、 第1 志望者の数のみを 表示。 当初合格者数は、 第2 志望者を 含む。

※　 工学部の前期日程における 志願者数及び受験者数は、 第1 志望者の数のみを 表示。 当初合格者数は、 第2 志望者を 含む。

※　 情報融合学環の学校推薦型選抜Ⅱ（ 一般枠） における 志願者数及び受験者数は、 第1 志望者の数のみを 表示。 当初合格者数は、 第2 志望者を 含む。

※1 　 教育学部 共同教員養成課程 小中連携コ ース  小学校教育主免専攻 実技系特色枠における 学校推薦型選抜Ⅱの募集人員は音楽、 美術、 技術、 家庭を 統合し て1 3 名。 各教科における 募集人員は合格者数の目安を 示す。

※2 　 教育学部 共同教員養成課程 小中連携コ ース  中学校教育主免専攻における 前期日程の募集人員は国語、 社会、 英語、 数学、 理科、 保健体育を 統合し て4 2 名。 各教科における 募集人員は合格者数の目安を 示す。

※3 　 薬学部薬学科の前期日程における 受験者数は、 第1 次選抜不合格者5 8 名を 含む。

※4 　 工学部の学校推薦型選抜Ⅱ（ イ ） の募集人員は、 （ ア ） の枠内で若干名。

※5 　 共創学環の総合型選抜Ⅰ（ 帰国生徒入試及び私費外国人入試） の募集人員は、 合わせて3 名と する 。

※6 　 共創学環の総合型選抜Ⅰ（ Kuma moto探究入試【 地域課題解決挑戦型、 グ ロ ーバルリ ーダー育成型】 、 国際バカ ロ レ ア 入試、 海外在住者入試） 及び総合型選抜Ⅱ（ Kuma moto探究入試【 プレ ゼン テーショ ン 型】 ） の募集人員は、 合わせて2 2 名と し 、 内訳はそれぞれの合格者数の目安を 示す。

※5 3 4 1 .3 2 0 0 .0 0

※6

1 0 6 4 .8 1 0 6 2 42 2

※5 3 4 1 .3 2

4 .8 1 0 6 2 4 4 .4

2 4

0 0 .0 0

4 .4

2 2

※6

※6

2 4

1 0 6 4 .8 1 0 6 2 4 4 .4 2 4

2 2 1 0 6
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熊 本 大 学 位 置 図   

 

交通案内 

黒髪地区（ 文・ 教育・ 法・ 理・ 工の各学部、 情報融

合学環、 共創学環）  

◎Ｊ Ｒ 熊本駅 

 桜町バス タ ーミ ナル 

 産交バス 等： 楠団地、 光の森産交行き 等（ 子飼経

由） に乗車、「 熊本大学前」 下車 

◎Ｊ Ｒ 上熊本駅から  

 都市バス ： 第一環状線、 昭和町線（ 子飼橋経由）

行 き に 乗 車 、 「 子 飼 橋 」 下 車 、 徒 歩 1 0 分  

◎Ｊ Ｒ 竜田口駅（ 豊肥本線） から  

 産交バス 等： 桜町バス タ ーミ ナル行き に乗車、「 熊

本大学前」 下車 

 

本荘地区（ 医学部）  

◎Ｊ Ｒ 熊本駅から  

 都市バス ： 第一環状線等（ 大学病院・ 大江渡鹿経

由） に乗車、「 大学病院前」 下車 

◎桜町バス タ ーミ ナルから  

 都市バス： 八王寺環状野越団地行き に乗車、「 大学

病院前」 下車 

 熊本バス ： 御幸木部行き 「 大学病院前」 下車 

 

 

大江地区（ 薬学部）  

◎Ｊ Ｒ 熊本駅から  

 市営電車： 健軍町行き （ A 系統） に乗車、  

「 味噌天神前」 下車、 徒歩 5 分 

◎桜町バス タ ーミ ナルから  

 産交バス： 沼山津、木山行き 等（ 健軍・ 県庁経由）、

に乗車、  

「 味噌天神」 下車、 徒歩 5 分 

 熊本バス ： 御船、 甲佐、 城南行き 等（ 健軍・ 県庁

経由） に乗車、「 味噌天神」 下車、 徒歩

5 分 

◎Ｊ Ｒ 新水前寺駅（ 豊肥本線） から 徒歩 1 0 分 

 

※ 阿蘇く ま も と 空港から お越し の場合は、 熊本市

内行き の空港リ ム ジン バス を ご 利用く ださ い。  

から   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入試に関する お問合せは、 下記の担当でお受けし ており ま す。  

受付時間 月～金曜日（ 休日を 除く 。）  8 時 3 0 分～1 7 時 1 5 分 

 

 

 

 

熊本大学学生支援部入試課 

〒8 6 0 -8 5 5 5  熊本市中央区黒髪 2 丁目 4 0 番 1 号 

TEL 0 9 6 -3 4 2 -2 1 4 8   FAX 0 9 6 -3 4 5 -1 9 5 4  

E-Ma il： nyushi@ j imu.kuma moto-u.a c.jp    

 

 

熊本大学ウ ェ ブサイ ト  http s ://w w w .kuma moto-u.a c.jp/  

携帯電話・ ス マート フ ォ ン サイ ト   https ://da ig a ku jc.jp /kuma moto-u/ 

  

                                 

 

                          

お問合せは、 必ず入学志願者本人が行っ てく ださ い。  

※本要項は UD デジタ ル教科書体 NP-R フ ォ ン ト で作成し ていま す。  

※ 

mailto:nyushi@jimu.kumamoto-u.ac.jp
https://www.kumamoto-u.ac.jp/
https://daigakujc.jp/kumamoto-u/

